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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　空気が重い。

　太陽が遠い。

　景色は歪ゆがみ、路地裏を闇やみが包み込む。

「くっ……！」

　ごく自然に、悠ゆう斗との体は戦慄わなないていた。

　無理もない。常人では及およびもつかない超ちよう人じんだろうが、敗北を知らない勇者だろうが、まとめて震ふるえ上がらせる存在がここにいる。

　それは根源的な恐きよう怖ふ。

　万ばん魔まの支配者。

　深しん淵えんに君臨する者。

「魔王……!?」

　震えるのどから絞しぼり出すように、悠斗はその名を口にした。

　対するルナリエッタは何も答えず、ただ悠ゆう然ぜんと立っている。

　その顔に表情はなく、その体に動きはない。ともすれば人形のようにも見える少女は──紅あかい瞳ひとみを光らせて、周囲を闇に染めていた。

「な、何が目的なんだ……！」

　黒い風に首筋を撫なでられ、悠斗は反射的に大きな声を上げた。

「何で魔王があんな村にいたんだ!?」

　つかえが取れたように、続けて飛び出す疑問の声。

　それら一いつ切さいにルナリエッタは答えずに、ただ一歩、前に進んだ。

「……っ！」

　彼女が近づくだけ濃のう厚こうになる闇の気配に、悠斗は声を上げて逃にげ出したくなった。

　しかし、それができない。どうしても魔王に背中を見せられない。

　この場に留とどまることよりも、魔王を視界から外すことの方が怖こわい。

　見えない恐怖は見える恐怖を上回る。おかしなことに、人は本当に怖いと感じた時──逃げるどころか、目を閉じることさえできなくなるのだ。

　結果として、悠斗は魔王の一挙手一投足にまで見入ってしまった。

　美しい少女がメイド服のすそを揺ゆらし、暗くら闇やみの中を歩み寄ってくる光景。

　ぼんやりと光る瞳は鬼おに火びのようで、悠斗を死へと誘いざなう灯火のようにも見えた。

「何で、お前は」

　手を伸のばせば触ふれられるほど近づいた魔王に、悠斗は喘あえぐように問いかけた。

　息も絶え絶えな少年に、なおもルナリエッタは能面のような顔を向けて、




「私は【神】を倒たおすためにディルカ村に来ました」




　とだけ伝えた。




　──神。

　ディルカ村の、神。

　それは、つまり──。




　悠斗は最後に、ぶるりと背筋を震わせた。
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　水を得た魚のようだ。

　弾はずむようにあぜ道を歩くアルマを見て、悠ゆう斗とはそう思った。

「ユートさま！　次はサロマさんのお家うちに行きましょう！」

「サロマさん？　確か、青年団長の」

「はい！　収しゆう穫かく祭の打ち合わせがしたいそうです」

　ただそれだけの話なのに、アルマは嬉うれしくて仕方がないとばかりに笑え顔がおになる。

　ディルカ村に帰ってきてからというもの、彼女はずっとそうだ。王都滞たい在ざい中に見せた不安そうな顔はどこへやら、この胸の大きな《巫女みこ》さんは、悠斗の隣となりでニコニコ、ニコニコ、表情筋が緩ゆるんだかのように四六時中笑っていた。

「そんなに村がいいのか？」

「はい、ホッとしますし、落ち着きます」

　郷土愛に満ちた少女である。

　それだけに、帰郷の喜びも一ひと入しおであろう。

　ディルカ村を離はなれていたのはほんの一月ほどだが、アルマはその間、しきりに村に帰ろう、村に帰ろうと言っていた。よほど王都の水が合わなかったのか──それとも、故郷の村が恋こいしかったのか。

　恐おそらく後者だと推察し、悠斗は何度もうなずいた。

「まあ、アルマはずっとここで育ったもんな。それに、滞在予定が延びに延びたからな……やっとこさ帰って来れたんだから、テンションも上がるよな」

「いえ……それだけじゃなくて……」

「ん？」

　ポッと頰ほおを染めたアルマが、もじもじと体を揺らした。

　──ユートさまがいっしょに帰ってきてくれたから、なおさら嬉しい。

　とは、とても言えない純情なアルマは、誤ご魔ま化かすように両手を広げた。

「ほ、豊作ですから！　大事な時期に萎しおれてしまって心配しましたけど、帰ってみたら豆や野菜がしっかり育っていて、安心しました」

「そっか。そうだよな」

　悠斗とアルマが歩いているあぜ道の両りよう脇わきには、子どもの頭ほどもあるかぼちゃが畑のそこここに転がっていた。その先にはごわごわとしたレンズ豆の枝葉が見え、視線を巡めぐらせればキャベツやニンジン、その他の野菜も見て取れた。

　──一月見ない間に、どれも立派に育っている。

　その成長に寄き与よした悠斗は、想像以上の結果に満足げにうなずいた。

「散々な目に遭あったけど、霊れい薬やくを作ってよかったな」

「はい」

　魔ま物ものに水と養分を吸われてしまい、後は枯かれるのを待つのみ。

　そのような状態にあったディルカ村の作物を蘇よみがえらせたのは、悠斗が作った『緑の霊薬』だった。それを作り出すまでに、怪かい物ぶつ化した植物に頭をかじられたり、ヒマワリに種をぶつけられたりと散々だったが──苦労が報むくわれるような結果が出てよかったと、悠斗はアルマに釣つられて笑顔になった。

「これから二、三ヶ月はどんどん野菜が採れると思います。かぼちゃを収穫したらニンジン、ニンジンを収穫したらキャベツ、キャベツを収穫したら……と、大おお忙いそがしです」

「嬉しい悲鳴ってやつだな」

「はい！　水不足になった時はどうしようかと思いましたが、今はこうして贅ぜい沢たくな悩なやみを楽しめています。みんな今から収穫祭のことを話していて、田畑の手入れも楽しくて仕方がないと言っていました」

　その時の様子を思い出し、愛いとおしげに微笑ほほえむアルマ。

　感極きわまったのか、彼女の目め尻じりには涙なみだの粒つぶが浮うかんでいた。

「これもみんな、ユートさまのおかげです。村を救ってくださって、本当に……本当に、ありがとうございました」

「い、いや……」

　アルマは深々と下げた頭を上げ、今度は真っ直すぐに感謝と敬けい慕ぼの念を悠斗に向けた。それを受けて、次は悠斗が慌あわてる番だった。

　女のあしらい方などろくに知らない男子高校生は、もごもごと何事か呟つぶやこうとして──結局、口を閉じてしまった。

　ディルカ村の片かた隅すみ、誰だれもいないあぜ道で、甘く、歯がゆい時間が流れていく。

　と、そこへ、何者かが突とつ然ぜん、飛び込んできた。

「かみさまっ！」

「うわっ！」

「きゃっ!?」

　走ってきた勢いそのままに悠斗の横腹に抱だきついたのは、元気いっぱいの犬いぬ獣じゆう人じん、十歳児のクーティアだった。

『わんわんっ！』

　愛犬スフレももちろんいっしょだ。

　もこもこ、ふわふわとした白い子犬は、千切れんばかりに尻尾しつぽを振ふって、何度も悠斗のひざへと飛びかかってくる。構ってやるとすぐにお腹なかを見せるスフレを撫でながら、悠斗はクーティアの背中をぽんぽんと叩たたいた。

「どうした、何か用か？」

「わんっ！」

　犬のように一声鳴いて、クーティアは人差し指を村の中央広場に向けた。

「あのね、お父さんがね、うちでお昼はどうですかって」

「え？　またか？」

　村に帰ってきてもう三日経たつが、その間、悠斗は『三匹びきの子犬亭てい』でご馳ち走そうになりっぱなしだった。

　コック長であるカロス曰いわく、「娘むすめが世話になったから」とのことだが、言ってしまえばそれだけだ。二日も三日も豪ごう勢せいな料理を振る舞まう理由にはならず、悠斗もこれ以上、ただ飯に手をつけるのには気が引けた。

「さすがにこれ以上はなあ……」

　渋じゆう面めんをする悠斗。

　すると、途と端たんにクーティアは犬耳を伏ふせて、

「くーん……かみさまと、お昼ごはん食べたい……」

　と、悲しげに呟いた。

「ぐっ……！」

　今でこそ神と崇あがめられているが、悠斗も人の子である。

　泣きそうな子どもには滅めつ法ぽう弱いし、もしも泣き出したらと考えると、何でも言う通りにしたくなる。しかし、一方で、常識や自尊心もきちんと持ち合わせている少年は、これ以上、カロスの歓かん待たいを受けるのは止やめた方がいいとも思っていた。

　明らかに気落ちした幼女と、過か剰じようなお礼への抵てい抗こう感。

　それら二つに板いた挟ばさみにされた悠斗は、頭を抱かかえて──。

「ふふっ、ユートさま、大だい丈じよう夫ぶですよ。カロスさんには私が言って聞かせますから」

「え？　いや、できるのか？　知ってると思うけど、カロスさんもペティさんも、おっとりしてるように見えて押しが強いぞ」

「そこはディルカ村の巫女にお任せください。こう見えて村のまとめ役でもありますからね。浮かれた人をピシッと諌いさめるのは得意なんです」

　ピシッ！　ピシッ！　と声に出しながら指で空を切るアルマ。

　彼女の得意げな顔は、若じやつ干かん、頼たよりなさを感じさせたが──。

「まあ、うん。任せる」

「はいっ！」

　人を止めようとする人を止めるなど、堂どう々どう巡めぐりで笑い話のようだ。

　豊作に沸わき立つ村人たちの手た綱づなを握にぎるのは、村長の孫にして、巫女という重要な役職を持つアルマの他にはいない。

　悠斗はそう考えて、クーティアの背中を押して中央広場へ歩き出した。

「ごっはん～♪　ごっはん～♪　みんなで～、ごっはん～♪」

　子どもなど現金なもので、話が決まるやいなや、すぐに悠斗の手をつかんで『三匹の子犬亭』に急がせようとする。その無む邪じや気きな顔と即そつ興きよう歌に苦く笑しようしながら、悠斗はふうっとため息を吐はいた。

「みんな、ユートさまに感謝しているのですよ」

「そういうもんか」

　悠斗に気づいた村人が、大きく手を振っていた。

　村で唯ゆい一いつの食堂で、彼らに囲まれるのはもうすぐのことである。




　昼食をとり、きちんと支し払はらいを済ませ、サロマら青年団員との会合も終えた。

　腰こしを痛めた老人に回復魔ま法ほうをかけ、脱だつ走そうした鶏にわとりをクーティアといっしょに捕つかまえた。

　元々、平和な村である。ちょっとした用事を済ませると、すぐに悠斗の出番などなくなって、彼は昼過ぎには帰路についていた。

「お祭り騒さわぎもそろそろおしまいみたいだな」

　一昨日おととい、昨日は凄すさまじかった。

　神の帰き還かん。巫女の帰還。そこに豊作の喜びが重なって、村人たちの歓喜と興奮は止とどまるところを知らなかった。それに比べれば、先ほどの昼食のにぎやかさなど、キャンプファイアーの燃えカスのようなものだ。

　自然と村人たちに囲まれて、とてもにぎやかな昼食会となったが──それが夜まで続く大だい宴えん会かいになったり、食べ切れないほどの料理が運ばれて来たりすることはなかった。

　カロスとペティ、フレーニ夫妻はアルマの制止をすんなりと受け入れた。

　今回の大おお騒さわぎは、ここから一気に収束に向かうのだろう。

「でも、もう一つの問題がなぁ」

　自宅のある丘おかを登っていた悠斗は、大きな、大きなため息を吐いた。

　もう一つ、どころではない。

　むしろこちらが本題であり、今も悠斗を悩ませる大問題だった。

「まるで生殺しだ」

　だるそうに丘を登り切り、石造りの神しん殿でんの前を横切って、自宅の玄げん関かん扉とびらに手をかけた悠斗。彼はドアノブを持ったまま、ほんの少しだけ逡しゆん巡じゆんし、

「ただいま」

　いつものように、彼女に向かって声をかけた。

「おかえりなさいませ、ご主人様」

　まるでその場で待機していたかのように、帰宅した悠斗を出で迎むかえるメイド。

　黒くろ髪かみ、紅あかい瞳ひとみ、透すけるような白い肌はだ。人形のように整った容姿と、まったく変わらない表情は、間ま違ちがえようもなくルナリエッタだった。

　──そう、ルナリエッタだ。

　ルナリエッタ＝イクリプスさん。

　職業《メイド》にして、正体は《魔ま王おう》。

　数日前、悠斗に魔王だということを見破られ、その本ほん性しようを露あらわにしたルナリエッタは──なぜか、以前と変わらず、悠斗の家で働いていた。

「お前、魔王じゃないのかよ!!」

「魔王ですよ」

「くそおおおおっ！」

　しれっとした顔のメイドは、悠斗のツッコミに応じて瞳を紅く光らせた。

　同時に発せられる威い圧あつ感かん。景色さえ歪ゆがめるそれにあてられて、悠斗は金かな縛しばりに遭い、悔くやしそうに身み悶もだえした。

「はぁ、はぁ、はぁ……お前、マジで止めろよ、それ」

「これですか？」

「んもおおおおっ！」

　金縛りから解放され、荒あらく息を吐いていた悠斗に、再度の威圧感放射！

　芋いも虫むしのように床ゆかに転がった悠斗を見て、ルナリエッタは思案気に頰ほおに指を当て、

「もしかして、クセになりました？」

「なってない!!」

　自力で金縛りを解いた悠斗に、渾こん身しんのチョップを喰くらわされた。




　謎なぞのメイド改め、魔王ルナリエッタ＝イクリプス。

　ご大層な肩かた書がきと名字を持つわりには、悠斗と同い年という若き魔王。

　彼女は説明を求める悠斗に連れられ、今、応接間にやって来ていた。

「本当に、そろそろ事情を話してくれ！」

　憔しよう悴すいした様子の悠斗。よく見れば、彼の目の下にはクマがある。

　この五日間、眠ねむれぬ夜を過ごしたのだろう。怪かい物ぶつ中の怪物がそばにいて熟じゆく睡すいできるほど、悠斗は豪ごう胆たんな少年ではなかった。

「そうですね……」

　悠斗に懇こん願がんされ、ルナリエッタはしばしの間、考え込んだ。

　──私を魔王だと知っても、妙みような動きは見せなかった。

　──これなら、いいだろう。

「分かりました。お話ししましょう」

「おお！」

　こくりとうなずいたルナリエッタに、悠斗は声を上げて喜んだ。

　王都の路地裏でルナリエッタの正体を知ったあの日から、ずっと続いていたもやもやがようやく晴れるのだ。

「それで、なんでここに魔王がいたんだ？」

「話は長くなるのですが……」

　そう前置きして、とつとつと事情を話し始めるルナリエッタ。今まで何度繰くり返したか分からない質問に、答えが返って来ようとしていた。
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　東大陸中央部、険しい山脈に囲まれるようにしてその国はあった。

　シェルドラ＝マハト。通つう称しよう、魔王領。

　その名の通り魔王が治めるこの地には、数多くの魔物、亜人、精せい霊れいが暮らしている。

　彼らは田畑を耕し、家か畜ちくを育て、毎日あくせく働いている。その営みは、人間のそれとなんら変わるものではなかったが──さすがの魔王領と言うべきか、町を歩く人々の頭には、獣けもののような耳や角が生えていた。

「すみません。ワックスは届いていますか？」

「おー、ルナ様！　もちろん、もちろん。さあ、持って行ってくだせえ！」

「ありがとうございます」

　魔王城の城下町には、石造りの家が大通りに沿って建ち並んでいる。

　風雨にさらされ、陽ひに焼かれた赤あか瓦がわらの屋根は、いい具合に色がくすんで秋の枯かれ野原を連想させた。丁てい寧ねいに塗ぬられた漆しつ喰くいは清潔さを感じさせ、すり減った石いし畳だたみは町の歴史を想おもわせた。

　魔王領の西方、東大陸西部と呼ばれる地域では、近年になって人間の文化が花開いているという。イースィンド、バルトロアといった大国では、競きそうようにして建築技術を磨みがいているようだ。

　それでも、シェルドラ＝マハトには敵かなわないはずだ。

　数千年の歴史を誇ほこる、我が王国には──。

（……でも、一度は見に行きたいですね）

　いっちょまえに愛国心を持ちながら、好こう奇き心しんものぞかせる少女。

　魔王の娘、ルナリエッタ＝イクリプスは、買い物籠かごを揺ゆらしながら遠い異国に思いを馳はせていた。

　すると──。

「ル、ルナちゃーん！　待ってぇー！」

　道の向こうから、人ごみを縫ぬうようにして一人の少女が走ってきた。

　ふんわりとした赤毛のショートボブ。細身の体に大きな胸。

　側頭部から黒い角を生やし、腰から蛇へびのような尻尾しつぽを垂らしたメイドさんは、ルナリエッタの前で息を整えてから顔を上げた。

「ルナちゃん、どこ行ってたの？　急に消えるからビックリしたよぉ」

「魔王城から真っ直すぐに雑貨屋へ行き、買い物を終え、来た道を戻もどるところですが」

「あれ？　そうなの？　迷子になったのはわたし？」

「そうでしょうね」

「え、えへへ」

　たれ目をますますたれさせて、照れ隠かくしに笑う少女。

《大だい悪あく魔ま》のモルモニに、家具の手入れに使うワックスを見せたルナリエッタは、それだけで用事は済んだとばかりに歩き出した。

「あっ、待ってよぅ」

　甘ったるい声が後ろから追ってくる。

　次の瞬しゆん間かんには、べちゃっとモルモニがこける音がした。

「ほら、起きなさい」

「ル、ルナちゃぁん」

　振ふり返り、手を差し伸のべる幼おさな馴な染じみを、モルモニは涙なみだ目めで見上げていた。

　──これが悪魔。それも、大悪魔の姿か。

　大悪魔と言えば、軍団の長おさにも、一いつ騎き当とう千せんの猛も者さにもなれる魔物なのだが──おっちょこちょいで子どもっぽいモルモニを見ていると、とてもそうは思えない。

　これが将来、自分の側近になるのかと思うと、ルナリエッタはシェルドラ＝マハトの未来が不安になってくる。

（……まあ、私も他人ひとのことは言えませんが）

　ルナリエッタは自分が着ている服を見た。

　モルモニのそれと同じデザインの、メイド服。

　魔王城での退たい屈くつな暮らしに我が慢まんができず、ルナリエッタはメイドに交じって、毎日せっせと働いていた。そんなお姫ひめ様さまなど彼女ぐらいのものだろう。それが許されるのも、大らかな気風があるシェルドラ＝マハトだけだ。
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　それでいいのかと思わないでもないが、特に問題が起きたことはなく、両親や侍じ従じゆうにも止められたことはない。細かいことなどいちいち気にしないのが魔物という存在だ。そういった意味では、几き帳ちよう面めんなルナリエッタはモルモニ以上の変わり種と言えた。

「ねえねえ、ルナちゃん。帰る前にお茶しない？」

「いけません。ワックスを届けるのが先です」

「はぁい」

　乳ち兄きよう弟だいにして、未来の側近である大悪魔。

　自分を真似まねてメイドになったモルモニを連れ、ルナリエッタは魔物たちでごった返す大通りを歩いていった。




　シェルドラ＝マハトは閉じた楽園である。

　四方に連なる山脈は外敵の侵しん入にゆうを防ぎ、豊かな国土は臣民に恵めぐみを与あたえる。

　すべてがここで生まれ、ここで終わる、完成された箱庭のような世界。

　過不足のない王国は、まさに楽園と呼ぶに相応ふさわしい空間だった。

「ふむ」

　シェルドラ＝マハト中央にそびえ立つ魔王城の一室で、ルナリエッタは読書にふけっていた。

「なるほど」

　時間に空きができると、彼女はいつも書庫にこもる。

　何かを学ぶためではない。ヒマを潰つぶすためだ。適当に本ほん棚だなに手を伸ばし、取った本を最後まで読む。読書家というよりは雑読家であるルナリエッタは、その日も『大たい剣けん無宿　男一代放ほう浪ろう記』という微び妙みようなタイトルの自伝を流し読みしていた。

「これで、この棚はあらかた読んでしまいましたね」

　やがて本を読み終えたルナリエッタは、憂ゆう鬱うつそうに机に突つっ伏ぷした。

　この部屋が無ぶ聊りようを慰なぐさめてくれるのも、もうしばらくの間だけだ。なるべく違ちがう本を選ぼうとしても、近ごろは既き読どくの本を引き当てることが多くなった。近い将来、自分は書庫に来なくなるだろう。ルナリエッタはそう思いながら立ち上がり、気だるげに元の位置へと本を戻した。

「ルナちゃん、いるぅ？」

　本を読み終え、書庫に備えつけられたソファーに寝ねそべっていたルナリエッタ。

　彼女は、開いた扉とびらからひょっこりと顔をのぞかせた幼馴染みを横目で見て、物もの憂うげに天てん井じように視線を戻した。

「あー、ヒマしてる時の顔だー」

　何がそんなにおかしいのか、モルモニは笑いながらルナリエッタに近づいて、彼女の鼻先をちょんとつついた。

「だから、お茶して帰ろうって言ったのにぃ。苺いちごを使ったケーキのね、春の新作が出てたんだよ？　それを食べずにお家うちに帰って、くらーい書庫でごろごろしてるなんて、ルナちゃんってちょっとおバカさんだよねぇ？」

　悪気はない。モルモニはルナリエッタをけなしているわけではなかった。

　ただ、この赤毛の少女は、ほんの少し遠えん慮りよや考えが足りなかった。幼馴染みの気安さでルナリエッタをからかったまではいいものの、そこから先の展開を予想していなかった。

「モルモニ」

「なぁに？」

　くすくすと笑うモルモニを、冷たい視線が貫つらぬいた。

　そのことにも気づかない鈍どん感かんな大悪魔を、次代の魔王は──。

「部下の躾しつけも、魔王の大事な仕事です」

「きゃああっ!?」

　蛇のようにうねっていた尻尾をつかまれて、モルモニは悲鳴を上げた。

「止やめてぇ……！　そこ、弱いのぉ」

　ルナリエッタが力を込めると、モルモニはへなへなと腰こし砕くだけになり、ソファーの足元にぱたりと倒たおれ込んだ。それでもルナリエッタは手を離はなさず、なおも緩かん急きゆうをつけて悪魔の尻尾を弄もてあそんでいる。

「ひあぁ、らめぇ……！」

　緑色の瞳ひとみをうるませて、ピクピクと体を震ふるわせるモルモニ。

　その姿を目にして、ルナリエッタはいくらか気が晴れたように思えたが──彼女の心の中に澱おりのように溜たまった退屈は、その程度ではなくなることはなかった。




　普ふ段だんはメイドに交じって仕事をしているルナリエッタも、両親と食しよく卓たくを囲む時だけは豪ごう奢しやな衣装に身を包む。

　幾いく重えにもフリルが重なった、シルクのディナードレス。肩かたから腕うでにかけてを大だい胆たんに露ろ出しゆつさせた衣装は、白い肌はだの魅み力りよくを存分に引き出して、髪かみの色に合わせた黒い生き地じは、年若いルナリエッタに大人の色いろ香かを与えていた。

（ああ、今日の姫様も素す敵てき……）

　そばに控ひかえた侍じ女じよは、うっとりとルナリエッタに見み惚とれていた。幼さが残るが、年々美しくなっていく少女に、侍女たちが夢中になってから既すでに久しい。

「ルナリエッタ。変わりはなかったか」

「はい、お父様」

　食堂に響ひびいた厳おごそかな声に、侍女たちはハッと姿勢を正した。

　この城の主あるじにして、シェルドラ＝マハトを束ねる唯ゆい一いつ絶対の王。

　黒くろ髪かみ赤目の美しき魔王、オルザム＝マハト＝イクリプスは、一人ひとり娘むすめの返事に鷹おう揚ようにうなずき、侍従が注いだワインに口をつけた。

「陛下。東方はいかがでしたか？」

「問題ない。極東の仙せん人にんどもに動きはなかった。軽い気持ちで我が国にちょっかいをかけ、大おお火傷やけどを負ったのがよほど応こたえたと見える」

「それはようございました」

　王おう妃ひルナルチカが、細い目をますます細めて微笑ほほえんだ。

　ルナリエッタの整った容姿は、母親譲ゆずりのものだった。透すけるような白い肌、均整の取れた体つき。娘と違うのは目の細さと長い金きん髪ぱつぐらいのものか。

「ルナリエッタも、大きくなったらお父様の仕事をよく手伝うのですよ」

「はい、お母様」

　おっとりとした王妃は、ルナリエッタのことをまだまだ小さな子どもだと思っている節がある。娘を目の届く範はん囲いに置きたがり、危ないところには近寄らせない。そのおかげでルナリエッタは自国の外に出たことがなかった。

　優やさしい母親なのだが、これではまるで鳥かごの中にいるようだ。

　何か転機がない限り、空にはばたくことはできないだろう。ルナリエッタは心の中で落らく胆たんし、八つ当たりのように肉をナイフで切り分けた。

「時にルナリエッタよ。お前は先日、十五歳になったそうだな」

「はい、お父様。それが、何か？」

「まだ若いが、早過ぎることでもない。お前もそろそろ見聞を広め、同時に、魔ま王おう後こう継けい者しやとしての実績を残さなければならない」

「え……それは、つまり」

　思ってもみなかった言葉に、ルナリエッタの胸がとくん、とくんと高鳴った。

　鬱うつ屈くつしていた心の奥から、期待というものが浮ふ上じようしてくるのを感じられた。

「陛下……！」

「魔王たる者、温室育ちでは使い物にならない。己おのれの体一つで世界を見て回り、二つ、三つは功績を作って凱がい旋せんすべきだ。それでこそ魔王というもの」

「陛下っ！」

　娘を溺でき愛あいしているルナルチカは、当然のように反対した。細い目を吊つり上げて、珍めずらしく声を荒あらげたが──オルザムの意見は変わらなかった。彼の中では、ルナリエッタを旅に出すことは決定事じ項こうだった。

「ルナリエッタはまだ子どもです！　せめて、わたくしの同どう伴はんを……」

「ならん。それがイクリプス家のしきたりで……」

（鳥かごの外へ、出られる）

　両親はなおも言い争っているようだが、ルナリエッタにとって、それらすべては些さ事じに過ぎなかった。

（広い世界を、見て回れる）

　昼間から鬱々としていただけに、父王の言葉は望外の喜びだった。

　外の世界へ繫つながった心には、爽さわやかな風が吹ふくようだった。

「陛下の分からず屋！　わたくし、頭にきましたわ！」

「よかろう！　かかってくるがよい！」

　実際に吹き荒あれているのは魔王とその妻が放つ魔力の嵐あらしなのだが、それさえどこ吹く風とばかりに、ルナリエッタはまだ見ぬ世界を脳のう裏りに思い描えがいていた。
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「ルナリエッタ。ご飯は三食、きちんと食べるのですよ」

「はい、お母様」

「お風ふ呂ろには毎日入りなさい。耳の裏も洗うのですよ」

「はい、お母様」

「それから、それから……」

　出立の日、城下町には多くの臣民が集まった。

　旅立つ姫ひめ君ぎみを見送ろうと万の群衆が詰つめかける中、王城の前では際限のないやり取りが繰くり広げられていた。

「ああ！　タロット占うらないで凶きよう兆ちようが出ました！　や、やっぱり出発は先に延ばした方が」

「見苦しいぞ、ルナルチカ！」

　悪あがきのように愛まな娘むすめを引き留めようとする王妃を引きはがし、今度は魔王がルナリエッタと向き合った。

「本当にその服装でいいのか？」

「はい。着なれていますので」

「お前がいいなら、私は構わんが」

　メイド服に編み上げブーツ。

　着き替がえや生活用品が入ったリュックサックに、収納機能を持つアタッシュケース。

　旅たび支度じたくが整っているようで、何かがおかしいように思えたが──それほど奇き抜ばつな格好でもないので、オルザムは口を挟はさまないことにした。

「よかろう。好きにするがいい。魔王とは縛しばられないものだ」

　そう言うオルザムの腰こしには、恨うらみがましげなルナルチカがしがみついていたが、父子は見て見ぬふりをして話を進める。

「期間は三年。十八歳になるまでに、確かな実績を残すのだ。古いにしえの迷めい宮きゆうに挑いどむもよし。龍りゆうや魔神を倒すもよし。手段は問わない。力を示すのだ、ルナリエッタ」

「はい、お父様」

　紅あかい瞳で見つめ合い、現魔王と次代の魔王は同時にうなずいた。

「ルナちゃん～！　がっ、がんっ、がんばってねぇ！」

「無論です」

「ひっく、ひっく……毎月、お手紙書いてね」

「前向きに検討します」

「うわぁん!?　約束を守らない政治家みたいぃ！」

　幼おさな馴な染じみと軽口を叩たたき合い、集まった臣民に顔を見せた。

　踏ふみ出す一歩に、柄がらにもなく力が入る。

　空は高く、どこまでも広がっているように思える。

「それでは、行ってきます」

　こうして、魔王の卵の大だい冒ぼう険けんが始まった。

　彼女の行く先には、様々な困難が待ち受けているだろう。

　時には傷つき、倒れることもあるだろう。

　しかし、ルナリエッタが諦あきらめることはない。

　彼女がひざを屈くつするなど、あり得ないことなのだ。

　なぜならば、彼女は──。
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「彼女は、魔王の娘なのだから……！」

　情感たっぷりに語り終え、ルナリエッタは最後のページをめくった。

　わざわざこのために用意したのか、スケッチブックには重要な場面が描かれており、そしてそれはやけに上手で手が込んだものだった。

「ご清せい聴ちよう、ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げるルナリエッタ。

　いつになっても顔を上げようとしないので、仕方なしに悠斗が拍はく手しゆをすると、どこからともなく拍手と歓かん声せいが沸わき起こる。

「ありがとうございます、ありがとうございます」

　わざとらしく涙なみだを浮うかべて、カーテンコール中の役者のように手を振ふる魔王様。

　魔法をアホらしいことに使うルナリエッタに、悠斗はいつものようにアイアンハングを喰くらわせた。

「安心したよ。いつものルナでさぁ……！」

「それはようございました」

　蚊かに刺さされたほども感じていないのか、片手一本で吊り上げられたルナリエッタは、慇いん懃ぎん無礼に目礼をしてみせる。何から何までふざけた調子なのは、本当にいつもの彼女と変わらなかった。

　魔王であることを隠かくしていたが、性格、言動までは偽いつわっていなかったのだ。その点だけは確信した悠斗は、疲つかれたような、安心したような、奇き妙みような気持ちを味わって、ドスンとソファーに腰を下ろした。

「それで、旅に出た後はどうしたんだ？」

「後は、ご主人様も知っての通りですよ。シェルドラ＝マハトを出てからは、流れのメイドとして日銭を稼かせぎつつ、諸国を漫まん遊ゆうしました」

「なるほどな。その間に、魔王を継つぐための試練もこなしたわけか」

「いえ」

　首を横に振るルナリエッタ。

　思わぬ返事に悠斗が訝いぶかしげな眼めをすると、魔王様は悪びれもせずにこう答えた。

「外の世界は、何もかもが刺し激げき的で……遊んでいるうちに、二年半が過ぎていました」

「ダメダメ魔王じゃねえか！」

　しっかり者に見えて、やはりどこかおかしな少女だった。

　思い出を反はん芻すうするように目を閉じるルナリエッタを見ていると、悠斗の方が不安になってくる。我が事のように動どう揺ようし始めた悠斗は、心配そうにルナリエッタに尋たずねた。

「ど、どうするんだよ？　期限まであと半年しかないんだろ？」

「どうしましょうかね。王位継けい承しよう権はモルモニに譲って、楽らく隠いん居きよしましょうかね」

「不ふ憫びんな子……！」

　幼いころからルナリエッタにイタズラされて、今もまた、知らないところで運命を歪ゆがめられようとしている少女、モルモニ。彼女の境きよう遇ぐうを思うと、悠斗は憐れん憫びんの涙が溢あふれるようだった。

「まあ、冗じよう談だんはさておき、当てはあるのですよ」

「なんだ、そうか。そうだよな」

　ルナリエッタは何事にもそつがない少女だ。

　遊びにうつつを抜ぬかして、やるべきことを忘れてしまうなど、彼女のキャラクターではない。腹案も、二つや三つはあるのだろうと考えた悠斗は、笑え顔がおを見せて、

「ディルカ村には神がいまして……」
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　蛇へびににらまれた蛙かえるのように、固まってしまった。

（そ、そ、そういえば……！）

　ルナリエッタは言っていたではないか。

　ディルカ村に来たのは、神を倒たおすためだと！

「魔王が神を倒せば、箔はくがつくと思いませんか？」

　問いかけられて、酸欠の金魚のように口をパクパクと開閉させる悠斗。

　気がつけば、ルナリエッタの瞳ひとみは、また鬼おに火びのようにぼんやりと光っていて──！

「ご主人様のことではありませんよ？」

「心臓に悪い！　心臓に悪いぃ!!」

　バクバクと脈打つ胸を押さえながら、悠斗は額に脂あぶら汗あせを浮かべていた。

（やっぱりルナはサディストだ。ドＳメイドだ）

　真実と虚きよ偽ぎの乱高下に、そろそろ体がどうにかなりそうだ。

　非難の意を込めて、悠斗はじっとりとルナリエッタをにらみつける。

　するとルナリエッタは、さすがに調子に乗っていたと思ったのか、素す直なおにディルカ村の神について語り始めた。

「私、実家にいたころは書庫に足しげく通っておりまして」

「ん？」

「そこには、魔王家の活動記録も置かれていたのです」

「それが何か……あ、もしかして、試練のことも書かれていたのか？」

「ご明察です。歴代の魔王がどのようにして臣民に認められたのか、すべて事細かに書かれていましたよ」

　巨龍と戦い、仙せん人にんを蹴け散ちらし、勇者と刃やいばを交えて、これを撃げき退たいする。

　戦いだけではない。魔ま王おうの血脈に宿る膨ぼう大だいな魔力は、不毛の大地を蘇よみがえらせて、荒あれ狂くるう嵐あらしをたちどころに鎮しずめた。

　そうした功績をもって、魔王は魔物の王として認められたのだ。

「その中にディルカ村の魔神についての情報がありました。サウスリア地方の魔物を統すべて、魔王に成り代わろうとした愚おろか者のことが……」

「あ、あれ？　お前、もしかして怒おこってる？」

「いえ、怒ってなどいませんよ。ただ、そのような愚ぐ物ぶつが実は生き延びていて、力を取り戻もどそうとしていることを察知した時は、いささか不快になりましたが」

「やっぱり怒ってるじゃないか……」

　あからさまに舌打ちをするルナリエッタに、悠斗は呆あきれ顔になった。

「話を戻しますが、私はその魔神にきっちり止とどめを刺すためにディルカ村にやってきました。しかし、魔神を呼び出す儀ぎ式しきの際、なぜか正体不明の存在が現れたので、まずはそちらの監かん視しに努めることにしたのです」

「え？　俺のことか？　ってか、あの雨あま乞ごいって、本当に神様が出てくるのか!?」

「はい」

　次々と明らかになっていく事実に、悠斗は愕がく然ぜんとした。

　ルナリエッタが魔王だということにも驚おどろいたが、その魔王に二ヶ月間監視されていたこと、自分が寝ね起おきしていた村に魔神が潜ひそんでいたこと、村人たちが知ってか知らずか魔神を信しん仰こうしていること、何もかもが驚きだった。

「はー……世の中分からないことだらけだな。叩けばまだほこりが出そうだ」

「そうですね。たとえば、ご主人様のことですとか」

「え……」

　多くの謎なぞが明らかになって、すっきりとした顔の悠斗。

　それに対して、ルナリエッタの表情は意外なほど硬かたかった。

「魔神召しよう喚かんの場に現れた。しかし、見た目は人間であり、言動、性質は一いつ般ぱん市民の域を出ない。それなのに、レベル１５０の《マジック・ルーラー》という人外であり、攻こう撃げき魔法の威い力りよくは魔王に匹ひつ敵てきする」

　ルナリエッタの紅い瞳には、わずかに警けい戒かいの色がにじんでいた。

　二ヶ月の間、間近で観察し続けて、悠斗の善性は理解できていた。むやみやたらと暴れ回る暴君でも、強大な力に溺おぼれるような愚者でもないことがよく分かった。しかし、だからこそ、悠斗という少年のことが分からない。

　どこからともなく現れた彼は、一体、何者なのだろうか。

「ご主人様。貴方あなたはどのような存在なのですか？」

「それは……」

　──私は胸きよう襟きんを開いてみせた。

　──次は、貴方の番ですよ。

　真っ直すぐに向けられた目は、言外に悠斗を促うながしている。

　それを受けて──悠斗も、腹をくくることにした。

「実は俺……」

「はい」

　ずっと隠していた秘密。この世界に来てから、誰だれにも言わなかったこと。

　言ったところで信じてもらえるわけがない。あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話で、鼻で笑われてしまうかもしれない。しかし、ルナリエッタだけは──次代の魔王という正体を、包み隠さず話してくれた少女だけは、自分を理解してくれる。

　そんな気持ちが、悠斗の中にあった。

「俺……異世界から来た人間なんだ」

　遂ついに吐と露ろされた、悠斗の心中。

　それを受けて、ルナリエッタは──。
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「メイド服を着た魔王に言われたくないっ！」

　流れのメイドにして、次代の魔王。

　そのような不思議生物に脳みその具合を心配されて、悠斗はこの日一番のツッコミを見せた。




「なるほど……そのようなことが」

　自分で淹いれたお茶に口をつけ、ルナリエッタはほうっと吐と息いきを洩もらした。

「この世界と瓜うり二ふたつの箱庭のような世界があり、ご主人様たちはそこに分身を投とう影えいし、冒ぼう険けん者のようなことをして遊んでいたと。それはあくまでも『ごっこ遊び』だというのに、なぜかご主人様だけは本物の《マジック・ルーラー》としてこの世界に来た、と」

　ルナリエッタは、やはり賢かしこい少女であった。

　悠斗の分かりにくい説明を、見事に嚙かみ砕くだき、再構築している。

「何というファンタジックな生き物……」

「俺から見れば、お前ら全員がファンタジーの住人だよ……ったく」

　これで口が悪くなければ完かん璧ぺきなのだが、欠点のないルナリエッタがいると、それはそれで落ち着かなそうだと悠斗は思った。

「分かりました。正直に申しますと、まだ半信半疑なのですが、『俺は次代の勇者だ！　だからあんなに強いんだゼ！』と言われるよりもはるかに納なつ得とくできる内容なので、ひとまずはよしとしましょう」

「自分のことをサラッと棚たなに上げるな！」

　私は次代の魔王だ！　だからあんなに強いんだゼ！　と打ち明けてきた少女にチョップをかまし、悠斗は大きくため息を吐はいた。

「さて、お互たがいの謎も解けたことですし、今日はお開きにしましょうか。珍めずらしいことに、私は知ち恵え熱が出ています」

「俺もだ。いらぬ勘かん繰ぐりってヤツが過ぎて、もう眠ねむくてしょうがない」

　二人はお茶を飲み干して、応接間を出て行こうとした。

　もうすぐ日が暮れようとしている。アルマも帰ってくることだろう。

　話が終わったのは、ちょうどいいタイミングのように思えた。

「あ、ご主人様。最後に一つ、よろしいですか？」

「ん？　なんだ？」

　ルナリエッタが声をかけたのは、悠斗がドアノブに手を伸のばした時だった。

　彼が振ふり返ると、無表情なメイドが、特に気負うでもなく立っている。

「これはお願いなのですが」

　軽い調子で切り出したルナリエッタ。

　メイド姿の魔王様は、悠斗に向かって、

「魔神の捜そう索さくにご協力願えませんか？」

　芋いもの皮むきを手伝ってくれませんか、と頼たのむような気軽さで、とんでもないことを口にした。
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　生々しく残っているのは、魔王との戦いの記き憶おく。

　黒くろ髪かみ赤目のイクリプス。傲ごう岸がん不ふ遜そんな魔物の王。

　悔くやしいが、ヤツは格別だ。真正面からでは勝てる気がしない。

　ならば、策を弄ろうするまでだ。

　負けることなど考えていない魔王を、手のひらの上で転がす。

　私にはそれができる。百年の怨えん嗟さを晴らすことができる。

　そして──。

　──それにしても。

　それにしても、と思う。

　魔王をどう調理するかは考えていた。そのための準備もしてきた。

　それなのに、あのような異物が──完全に想定外だ。

　あれは一体、なんなのだろうか。

　忽こつ然ぜんと現れて、奇き跡せきにも等しい大魔法を操あやつってみせたあの少年は。

　勇者ではない。勇者とは力の質が違ちがう。

　魔王の手先ではない。次代の魔王も彼を警戒している。

　ならば、あれは一体──。

　……構わない。

　もう歯車は回り始めた。

　この大いなる流れを止めることなど、誰にもできない。

　仮にあの少年が魔王と手を組もうとも、それならそれで構わない。

　むしろ、そうなればこちらの選せん択たく肢しも増えるというもの。

「ふふっ」

　近い将来、訪おとずれるであろう未来を予感して、思わず笑えみがこぼれた。

　あの飄ひよう々ひようとした小さな魔王が、苦痛に顔を歪ゆがめるのかと思うと、腹の底から愉ゆ悦えつが湧わき上がってくる。

　その時、あの少年はどのような顔をするだろうか。

「ふふふ」

　ダメだ。どうにも顔が緩ゆるんでしまう。

　このようなことではいけない。来きたるべき時まで、潜んでいなければならない。

　ああ、でも、この気持ちは抑おさえ難がたい──。

「ふふっ、ふふふ」

　どうにも止まらない笑いを引きずりながら、私はまた、闇やみの中へと沈しずんでいった。
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　ぐっすり寝ねたという実感があった。

　自然と目が覚め、すぐにも意識が引き締しまっていった。

　うんと伸びをすると、そのままベッドから下りたくなる。

　その感覚は、久しぶりに味わうものだった。

「ここんとこ、気が気じゃなかったからなあ」

　意味ありげに瞳ひとみをピカピカと光らせる魔王様が、ずっとそばにいたのだ。

　彼女の目的も分からないうちは、本当に身が細るような思いがしていた。

「はー……でも、もう自由だ。悩なやましいことなんて何もない」

「と、思われましたが」

「実際、何もないんだな。うんうん」

　ひょっこりと現れたルナリエッタを華か麗れいに無視して、悠ゆう斗とは自室の窓を開け放った。

　ディルカ村を囲む、色づき始めた木々。涼やかな風。高い青空。

　しばらく離はなれている間に、夏は遠ざかり、代わりに秋が顔を見せていた。

「いい季節になったな」

　悠斗はしみじみとそう思った。

　秋はいい。煩わずらわしさが何もない季節だ。澱よどんだ心を浄じよう化かしてくれて、人生に活力を与あたえてくれる。快いとはまさにこのことであろう。

　これで秋風が問題事を運び去ってくれれば、申し分ないのだが──。

「現実逃とう避ひは終わりましたか？」

「止やめろぉ！　去れ、悪あく魔まめ！」

　冷たく、容よう赦しやのない声は、悠斗の心を震ふるえ上がらせた。

「俺は絶対に手伝わないからな！」

「まあまあ、そうおっしゃらずに」

「何が悲しくて魔王と手を組み、魔神に限界バトルを挑いどまなくちゃいけないんだ！」

　毛を逆立てた猫ねこのように、全身で魔王を威い嚇かくする悠斗。

　かつてない強きよう硬こうな姿勢に、ルナリエッタは何度かまばたきし、

「ご主人様はそれでよろしいのですか？」

　と、悠斗に問いかけた。

「……どういうことだ？」

　警けい戒かいは解かずに、耳だけを傾かたむける。

　疑わしげな悠斗の視線をさらりと流して、ルナリエッタは口を開いた。

「私にとってもそうであったように、魔神にとってもご主人様は想定外の存在です。あの時、あの場所には現れるはずもなかったイレギュラーなのです。まず間ま違ちがいなく、魔神は私のようにご主人様を見ています。敵か味方か、見み極きわめようとしています。そして、その過程でご主人様の《マジック・ルーラー》としての力を目まの当たりにした……おそらく、近々、接せつ触しよくを図はかってくるでしょう。味方になるかと誘さそってくるかもしれません。その時、自分は関係ないと言い張っても、魔神は見み逃のがしてくれるかどうか」

　事実を述べるように、ルナリエッタは淡たん々たんと説明を続けた。

　私は構わないが、貴方あなたはそうなってもいいのですかと遠回しに問いかけてきた。

　もしも本当に魔神がいるのなら、十二分にあり得る事態に、悠斗は肝きもを冷やした。

「私は何も、矢や面おもてに立って戦ってくれと言っているのではありません。魔神側につかず、可能であれば、魔神の捜そう索さくに力を貸してくださいとお願いしているのです。そこから先の雑事は私が片づけますので、どうかご一考ください」

　腰こしを折り、深々と頭を下げるルナリエッタ。

　真しん摯しな態度で悠斗に接する彼女と、顔も見たことがない魔神。

　どちらを信じるのかと言われれば、考えるまでもなく──。

「……分かった、協力するよ」

「ご主人様」

「関かかわりたくない、俺は関係ないって駄だ々だをこねてたって、何も解決しないもんな」

　ふんと鼻を鳴らし、悠斗はルナリエッタの要よう請せいに応じた。

　甚はなはだ不本意であったが、放置していても問題が勝手になくなることはない。自分が動かなければ事態は進展しないのだと、悠斗はこれまでの経験から学んでいた。

「もうこうなったら、魔神とでも何とでも戦ってやるよ。見つけるだけじゃない。さっさと倒たおして、今度こそ平へい穏おんってやつを取り戻してやる！」

「ご主人様……」

　気き炎えんを揚げる悠斗を見て、ルナリエッタは両手で口元を押さえた。

　少女の瞳は涙なみだで揺ゆれ、口からは今にも嗚お咽えつが漏もれそうだった。

「大げさだな。また演技か？」

　照れくさそうに悠斗が薄うすく笑う。

　彼が差し出したハンカチを受け取りながら、ルナリエッタは首を横に振ふった。

「いえ、あまりのちょろさに、ご主人様の将来が心配になりました」

「言い残すことはそれだけか、魔王」

　悠斗の手のひらから噴ふき上がる炎ほのお！

　全身に魔力をまとい、《マジック・ルーラー》は瞳に殺意を宿らせた。

「冗じよう談だんですよ」

　豹ひようのように飛びかかろうとする悠斗をなだめ、魔王はわずかに柳りゆう眉びをひそめた。

「でも、ご主人様の純じゆん朴ぼくさが心配なのは本当です。王女と交こう渉しようする時も思いましたが、流されてばかりだといつか痛い目を見ますよ」

　それは彼女の本心だった。

　ルナリエッタは悠斗の人のよさが嫌きらいではなかったが、同時に、人を疑うことに不慣れな彼が心配だった。

（魔王である私を信用するなんて）

　ルナリエッタはそう思い、なおも忠告を続けようとしたのだが──。

「まあ、今回はいいよ。世の中善人ばっかりだ、なんて言わないけどさ。お前は何だかんだでいいヤツだって思ってるから」

「──そう、ですか」

　虚きよを衝つかれて固まるルナリエッタ。

　思いもかけない言葉と屈くつ託たくのない笑え顔がおに、小さな魔王は珍めずらしく動どう揺ようしていた。

「それでは、また後ほど。身み支度じたくが終わったらリビングに来てください」

「あいよー」

　ひらひらと手を振る悠斗に見送られ、ルナリエッタは部屋を出た。

　そして、そのまま廊ろう下かを歩き、階段を下り──そこでつまずきそうになる。

「……こほん」

　失態を誤ご魔ま化かすように、ルナリエッタは小さく咳せき払ばらいをした。




　牧歌的だと悠斗は思った。

　九月末のディルカ村には優やさしい風が吹ふき、背の高い草を揺らしている。

　農民は田畑の手入れをして、子どもたちはその周りを駆かけ回る。村の中央広場では冒ぼう険けん者たちが装備の確かく認にんをしながら、村の狩かりゆ人うどたちと談だん笑しようしていた。

　丘おかから見み渡わたす光景は平和そのもので、とても魔神が潜ひそんでいるとは思えない。

　しかし、彼女がいると言い、この村に留とどまっているということは、やはりどこかに魔神はいるのだ。次代の魔王、ルナリエッタ＝イクリプスの顔を見つめながら、悠斗はそのようなことを考えていた。

「それで、どうするんだ？　何かやり方とかあるのか？」

「いえ。ですが、弱った魔神が力を取り戻もどそうとすると、必ずそこには異変が現れます。天変地異が起きるか、魔物が大量発生するか。別の地から《渇かわきの王》がやってきたのも、そうした異変の一つですね」

「ふーん」

　ルナリエッタの説明を聞きながら、悠斗は《渇きの王》のことを思い出していた。

　地下に巣食い、草木を枯からせる寄生虫のような魔物。力を求めてあのようなものを呼び寄せるなど、やはり魔神はろくなものではない。今さらながら、悠斗はルナリエッタに味方して正解だったと思い──。

「ご主人様に出鼻をくじかれ、今は息を潜めていますが、そろそろ行動を起こしてもおかしくありません。魔神デスゾードは、慎しん重ちようですが臆おく病びようではないでしょう」

「……やっぱり、デスゾードが魔神だったのかよ……！」

「他ほかにいないではないですか。それに、頭に『デス』がついて、鶏にわとりなどの生いけ贄にえを求め、即そく死し効果付きの鉈なたを残す神ですよ。ろくな神ではないと思わなかったのですか？」

「思ってたよ！　思ってたけどさあ……！」

　お前、大だい丈じよう夫ぶか？　という顔で見られ、悠斗は悔くやしげに歯ぎしりした。

　彼も最初は疑っていたのだ。村で信しん仰こうされているデスゾードなる神は、もしかしたら邪じや神しんの類たぐいではないのかと。

「でも、みんながいい神様だ、いい神様だって言うから！」

「人じん智ちを超こえる力を持っていれば、人間だろうが祟たたり神だろうが祀まつられますよ。そして、年月は恐きよう怖ふを風化させ、畏おそれのみを残します。ディルカ村の土着信仰も、そうしてできたものでしょうね」

「そんなもんか……」

　デスゾードを救いの神だと言い、悠斗をそれと間違える。

　雨を降らせる魔ま法ほうを奇き跡せきと呼んで、【ヒール】のエフェクト光を神の光と見間違う。

　信仰など曖あい昧まいなものだ。だからこそ形を変えて、根強く受け継つがれている。

　そうとは知らずに魔神を、そして今はぽっと出の少年を崇あがめる人々を眺ながめながら、悠斗はため息を吐はいていた。

「んで、お前はどう考えてるんだ？　どんな異変が起きるとかさ」

「それは分かりません。雨あま乞ごいと偽いつわった儀ぎ式しきで降臨し、人々の負の心を集めるやり方は失敗しました。餌えさになりそうな《渇きの王》やダンジョン・コアはご主人様が消し飛ばしました。ですが、手はまだまだあるでしょう。そうした小こ賢ざかしい魔神の動きをつかみ、表おもて舞ぶ台たいに引きずり出して叩たたきのめしましょう」

「本当に容赦ないな」

　苦笑いをしながら、悠斗は改めてディルカ村に視線を向ける。

　平和な村。穏おだやかな光景。これらすべてを守るのが、神様の役目というものだ。

　それが敵と味方に分かれて戦い、そのどちらも偽にせ者ものだというのは、少しおかしな構図だったが──。

「まあ、やるだけやってみるか」

　ルナリエッタと並んで丘を下り、村の中央広場に向かう悠斗。

「じゃあ、俺は酒場で話を集めてみるよ」

「私は買い物をしながら、村のあちらこちらに目を光らせようと思います」

　特に気負うでもなく、魔神捜さがしに取りかかる二人。

　神様と魔王様は、広場の手前で目配せし、それぞれ別の場所へ向かっていった。
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　少し前まで、ディルカ村に来る冒険者にとって悠斗は詐さ欺ぎ師しかペテン師だった。

　魔法を使って村人を騙だまし、迷めい宮きゆうを独どく占せんしようと暗あん躍やくする。それでダンジョン・コアを破は壊かいしてしまうなど、まともな人間ではない！

　事実は大きく異なるのだが、魔法使いへの偏へん見けんから、冒険者たちは悠斗のことを勝手に嫌きらっていた。

「ん？　おお、神様かよ」

「おわっ！　あ、あいつが……？」

　悠斗の姿を認め、動きを止める冒険者たち。

　彼らは、神は神でも疫やく病びよう神がみだと悠斗をけなしていた──のだが。

　どうしたことか、王都滞たい在ざいの前後で、冒険者たちの態度は随ずい分ぶんと軟なん化かしていた。

「よう、大将！　元気か！」

「はよーッス」

「魔法使い殿どの。おはようございます」

　悠斗が広場を歩いていると、あちこちから声がかかる。

　村人ではない。悠斗を蛇だ蝎かつのように嫌っていた冒険者からだ。

　年若い者から厳いかめしい老戦士まで。中には年ごろの少女もいた。彼らは親しげに悠斗に声をかけ、そのことをどこか嬉うれしがっているようだった。

（コロッセオ効果か）

　悠斗は、魔法使いたちが控ひかえ室に押しかけてきた時のことを思い出していた。

　興奮に染まった頰ほお。尊敬の念で輝かがやく瞳ひとみ。御ご前ぜん試合に出場するまで、悠斗は自分があのような目で見られるなどとは考えたこともなかった。

（アルマと似たような感じだけど……ちょっと違ちがうか）

　信仰ではなく、冒険者たちのそれは尊敬だ。

　御前試合の優勝者に対する、称しよう賛さんと憧あこがれの気持ち。

　冒険者たちの態度を和やわらげたものの正体に気づき、悠斗は「さすが戦士の国」と呟つぶやいた。

「あら、ユート様。おはようございます」

「ペティさん。おはようございます」

　悠斗がぶらぶらと歩いていると、『三匹びきの子犬亭てい』から小こ柄がらな女性が姿を見せた。

　クーティアのお姉さんにしか見えないおしとやかな犬いぬ獣じゆう人じん。ふわふわとした尻尾しつぽをゆったりと振る彼女は、何を隠かくそう一児の母である。

「クーティアにご用ですか？　それともお食事？」

「ああ、いや。ちょっと冒険者に話を聞こうかなと思いまして」

「お話？」

　くてん、と小首を傾かしげる仕草もクーティアによく似ている。

　三十路みそじを前にしていまだにかわいいペティは、くるりと踵きびすを返して悠斗を招いた。

「どうぞ。お茶もお出ししますね」

「……お金は払はらいますからね？」

「構いませんのに」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうにするペティ。

　隙すきあらば悠斗に食事を振る舞まおうとするフレーニ夫人に釘くぎを刺さして、悠斗は彼女に続いて『三匹の子犬亭』の中へ入っていった。

「いらっしゃいませー！」

「いらっしゃい……あら、ユート様！」

「クーちゃん、クーちゃん！　ユート様だよ！」

　観音開きの戸口を潜くぐった悠斗に、給きゆう仕じのおばちゃんたちが反応した。

　笑顔になって、近づいてきて、手を取って、席に案内する。厨ちゆう房ぼうにいるクーティアに声をかけ、すぐにお茶を運んで来させようとする。

　至いたれり尽つくせりとはこのことだが──どうにも落ち着かない悠斗だった。

「かみさまっ！」

『わんわんっ！』

　半ば指定席と化した端はじっこのカウンター席に、犬耳幼女がお茶を運んできた。

　愛犬スフレといっしょに小走りにやって来たクーティアは、少し背せ伸のびをしてカウンターにお茶を置き、太陽のようににぱっと笑う。

「かみさま、おはよー！」

「ああ、おはよう」

　クーティアは上じよう機き嫌げんに尻尾を振ふって、椅い子すに座った悠斗の腕うでに抱だきついてくる。

　人ひと懐なつっこい子ではあるが、悠斗に対しては格別だ。毎日のように顔を合わせているというのに、そのたびに千切れんばかりに尻尾を振っていた。

「あらあら。クーティアは本当にユート様が好きなのね」

「うんっ！」
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　幸せそうなクーティアの返事に、ホールにいた全員が頰を緩ゆるませた。悠斗も満まん更ざらではなさそうにクーティアの頭を撫なでて、彼女が運んできたお茶に口をつけた。

「いらっしゃいませ、ユート様」

　そうこうしている間に、厨房から店の主あるじ、カロスがやってきた。

　これでフレーニ一家全員集合だ。小さなクーティアと、中ぐらいのペティ、のっぽなカロス。凸でこ凹ぼこだが、彼らの家族仲はとてもいい。

「本当にクーティアはユート様が好きだなあ」

「あなた。それはもう私が言ったわ」

「そうか。はっはっはっ」

　自然と和なごやかな空気が流れるが──それがどうにも気き恥はずかしくて、悠斗はクーティアの手をそっと外した。

「くーん……」

　甘えんぼな十歳児は物足りなそうに悠斗を見上げていたが、それをあえて無視して、悠斗はカロスに話しかけた。

「あの、カロスさん。少し聞きたいことがあるんですけど」

「はい。何でもお聞きください」

「ええとですね、何かおかしなものを見たとか、おかしなことがあったとか……そういう話があれば、教えてほしいんですけど」

　自分でも要領を得ない話だと悠斗は思った。

　混乱を避さけるためにも、魔神がこの村に潜ひそんでいるとは言えず、その魔神が村人の信仰しているデスゾードだとはもっと言えない。

　二度手間になってしまうが、悠斗とルナリエッタは村の異変を一つ一つ確かく認にんし、それが魔神の痕こん跡せきではないか判断しなければならなかった。

「ふうむ、おかしなもの、おかしなこと、ですか」

　そのようなものを探してどうしようというのだろうか。

　そう聞かれると、普ふ通つうの人であれば困ったところだろうが──。

　幸いなことに、今の悠斗はディルカ村の守り神だった。

「さっすが、ユート様！　いつも助かります！」

「あのぅ、うちの旦だん那なの腰よう痛つうって、治してもらえますか……？」

　今ごろ起きてきた冒ぼう険けん者たちに朝食を運んだり、皿を片づけたりしていた主婦たちが、わっと悠斗に詰つめ寄ってきた。仕事をしながらも、悠斗たちの方へ耳を向けていた彼女らは、ここぞとばかりに口を開いた。

「ユート様、おかげさまでこんなに大きなかぼちゃがとれましたよ！」

「今年は塩が高くって。なんとか安くなりませんかねえ？」

「あんた、それはあつかましいわよぉ」

　家族の健康について相談し、カウンターに飾かざってあったかぼちゃを持ち上げて、行商人のがめつさに顔をしかめる。おばちゃん連中の勢いに押され、悠斗とクーティアは目を白黒させていた。

「みなさん。ユート様が困っていらっしゃいますよ」

「あー……すみません、どうも」

「小こ娘むすめのようにはしゃいじゃって」

　見かねたペティが口を挟はさむと、陽気な主婦たちはバツが悪そうに頭を下げた。

「後で家うちに寄ってくださいね。美味おいしいチーズができたんで、おすそ分けです」

「それじゃ、ユート様。ごゆっくり！」

　おばちゃんたちがどやどやと去っていって、ようやく悠斗は肩かたの力を抜ぬいた。

　あの独特のテンポには、いつになっても慣れそうにない。悠斗はぬるくなったお茶でのどをうるおしながら、元気のいい主婦たちを感心したように見ていた。

「すみませんね、ユート様」

「ああ、いえ」

　申し訳なさそうに苦く笑しようするカロスに手を振って、悠斗は仕切り直しのように村の異変について聞き直した。

「それで、カロスさん。何か心当たりとかありませんか？」

「そうですね。今年はみなさん、豊作だと喜んでいますが……ユート様がお知りになりたいのは、そういうことではないのですよね？」

「まあ……そうですね」

　遠回りをしているようだが、近道をして藪やぶ蛇へびになっても仕方がない。

　言葉を濁にごしながら、悠斗はカロスへの聞き込みを切り上げようとした。

「かみさま、かみさま。クーね、知ってるよ」

「ん？　なんだ？」

「昨日の夜にね、ここでヘンなことがあったの」

「「「えっ!?」」」

　思わぬところから異変の話が出て、悠斗たちはギョッとした。

　特に、『三匹の子犬亭』を運営し、ここで寝ね泊とまりをしているフレーニ夫妻にとっては他人ひと事ごとではない。

「クーティア、何があったんだ？」

「何を見たの……？」

　緊きん張ちようした面おも持もちの悠斗と両親に迫せまられて、クーティアは胸の前でグッと拳こぶしを握にぎった。

　冗じよう談だんを言うような様子には見えない。むしろ、人には言えないほど恐おそろしい体験を、意を決して打ち明けるような雰ふん囲い気きがあった。

「あのね……」

　悠斗たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、クーティアはとつとつと語り始めた。

　昨晩、自分が気づいた異変のことを──！

「お父さんとお母さんのお部屋から、ヘンな声が」

　次の瞬しゆん間かん、クーティアの姿がかき消えた。

「……えっ!?」

　一瞬遅おくれて悠斗が周りを見ると、なんとペティの姿もなかった。

　まるで、元から誰だれもいなかったかのようだ。カウンターの内側では、カロスが素知らぬ顔をしてグラスを磨みがいていた。

「あ、あの……？」

「おや、ユート様。どうかなさいましたか？」

　今、気がつきましたというように、カロスが悠斗に笑え顔がおを向ける。

　温かく微笑ほほえむ、温おん厚こうなカロス。彼の目がまったく笑っていないことに気づき、悠斗はそれ以上の追つい及きゆうを避けた。

「いえ、お仕事、頑がん張ばってクダサイ……」

「はい。ありがとうございます」

　世の中には踏ふみ込んではならない領域がある。

　触ふれてはならない闇やみがある。

　幼いクーティアは、それを知らなかったのだ。

　ただ、それだけの話。そう、きっとそれだけの──。

『ひゃんひゃん!?』

「落ち着け、スフレ」

　混乱する子犬の頭を撫で、悠斗は『三匹の子犬亭』を出て行った。

　──笑顔のペティが、一瞬にしてクーティアをさらっていった。

　その残像は、目をこすってもなかなか視界から消えなかった。




　　　　‐３‐




「異変？　そんなこと言われてもな」

「リーダーに若くてかわいい恋こい人びとができたのは異変でしょ！」

「違ちがいねえ！」

　若いリーダーをからかい、ゲラゲラと笑う冒険者たち。

「うるさいぞ、お前ら！」

　頭にバンダナを巻いた青年は、にやつく仲間を追い払はらい、ぶつぶつと愚ぐ痴ちを洩もらしながら悠斗に向き直った。

「すまないな。特に心当たりはないんだ」

「そうですか」

「力になれなくてすまない」

「ああっ、いえいえ」

　年上の青年に頭を下げられ、悠斗は慌あわてて手を振った。

（なかなか尻尾しつぽを出さないな）

　ルナリエッタが言うには、魔神が動こうとすれば、必ず兆候が現れるとのことだったが──少しも手がかりがつかめずに、悠斗は拍ひよう子し抜ぬけしたような気分だった。

（どこか別の土地に行ったんじゃないか？）

　冒険者たちに聞き込みをして、そのたびに「異変はない」「いつもと変わりない」と言われると、段々と自信がなくなってくる。

（ルナが言うなら魔神はいるんだろうけど……）

　ルナリエッタは人をからかうことはあるが、大事な場面でウソをつくことはない。

　しかし、こうも手がかりがないとなると──。

「ご主人様」

「おお、ルナ」

　冒険者たちがディルカの森へ出かけ、人ひと気けが失うせ始めた中央広場。

　腕うでを組んで考え込んでいた悠斗に、買い物帰りのルナリエッタが声をかけた。

「首しゆ尾びはどうですか？」

「さっぱりだ。そっちは？」

「これといった情報は得られませんでした」

　そう言うわりには、特に残念そうでもない。

　ルナリエッタは、半日程度で成果が出るとは思っていないようだ。

　自分だけ少し気負い過ぎたかなと、悠斗は気き恥はずかしげに頰ほおをかいた。

「やっぱり魔ま神じんも警けい戒かいしてるんだろうな」

「でしょうね。ですが、動く時は一気に動くと思います。注意を怠おこたらないよう、気をつけてください」

「了りよう解かい」

　体を近づけ、ひそひそと魔神について話す悠斗たち。

　彼らは広場のすみにあるベンチに座り、今後のプランを練り始めた。

「そうだ、アルマにもう一回、雨あま乞ごいの儀ぎ式しきをしてもらうってのはどうだ？　あれって本当は魔神召しよう喚かんの儀式なんだろ？」

「その通りですが、儀式を成功させるためには、村人全員の負の感情が必要です。焦あせり、不安、怒いかり、嘆なげき。魔神の糧かてとなる負の感情がなければ、まず間ま違ちがいなく魔神は呼び出しに応じませんよ」

「そんなもんなのか」

「それに、今はご主人様が神だと思われていますから。神様は目の前にいるのに、なんで儀式をしてまで神様に雨を乞こわなくちゃいけないんだ？　本人に直接頼たのめばいいじゃないか、と、思われるでしょうね」

「うへー、ややこしいな」

　改めて、自分を取り巻く特とく殊しゆな状じよう況きようを実感する悠斗。

　同時に、こそこそと隠かくれている魔神への疑問が湧わいてくる。

「魔神も隠れてばっかりいないで、さっさと出てくればいいのに。なんで裏から手を回すような、回りくどいことしかしないんだ？」

「今、魔神は種のような状態なのです。かつての戦いで半死半生の目に遭あい、力の大部分を失って、休きゆう眠みん状態に陥おちいったと思われます。そこから発芽するためにはきっかけと力が必要ですが、種のままでは満足に動けません」

「なるほどな。積極的に動かないんじゃなくて、動けないのか」

「ええ。近くにいるのは分かりますが、位置が特定できないほど気配が弱々しいです。眠ねむりからは覚めていると思いますが、自分がそこまで弱っていて、魔神も焦っているでしょうね。もしも種のままで誰かに見つかれば、抵てい抗こうさえできずに倒たおされるでしょうから」

　ピン、とデコピンを空から振ぶりし、指先にフッと息を吹ふきかけるルナリエッタ。

　そこに『抵抗さえできずに倒された魔神』の姿を見て、悠斗は俄が然ぜん、やる気を燃やし始めた。

「なんだ、先手を取れば楽勝なのか！　……あ、でも、そんな雑ざ魚こを倒しても、ルナの試練は合格にならないか」

「いえいえ。ご先祖様の尻しり拭ぬぐいも立派な魔王の仕事。雑魚にも全力を尽つくすのが魔王の流りゆう儀ぎでございます」

「魔神がちょっとかわいそうになってきた」

　たとえ話ではない、ルナリエッタは本気だ。

　無防備な魔神が目の前にいれば、冷れい酷こくに踏み潰つぶし、すり潰し、火をつけた後に灰を川に撒まくだろう。もしかするとそのまま川を凍こおらせて、木っ端ぱみじんに打ち砕くだき、できたかちわり氷を火山へ投とう棄きするかもしれない。

　ベビー・ボア、《渇かわきの末まつ端たん》、Ｇバタフライ、その他の雑魚──。

　たとえ同じ魔物だろうと、ルナリエッタは敵対者には容よう赦しやしない。

　そのことは、この二ヶ月間でいやというほど思い知った悠斗だった。




「ん？　もう昼か」

　聞き込みをして回り、ルナリエッタと話し込んでいるうちに、太陽は中天に差しかかっていた。正午を告げる鐘かねが鳴り、それに合わせるように、早朝から狩かりに出ていた冒ぼう険けん者が広場へと戻もどって来ていた。

「飯はどうする？」

「何かリクエストがあれば作りますが」

「いやー、いちいち家に戻るのも面めん倒どう臭くさいって。カロスさんとこで済ませるか、適当にパンでも買って食べようぜ」

「そうですね。そうしましょうか」

　ベンチから腰こしを上げ、食堂にするかパン屋にするか、相談しながら歩き出す悠斗とルナリエッタ。すると、和気あいあいとした二人の後ろから、どんよりとした影かげが忍しのび寄ってきて──。

「ユートさま、最近、ルナちゃんと仲がいいですよね……」

「うおっ!?　ア、アルマ？」

「はい、アルマです」

　いつになく不ふ機き嫌げんそうな顔で、じっとりと悠斗をにらみつける少女。

　ディルカ村の巫女みこさんは、フグのようにぷっくりと頰を膨ふくらませ、いじけたような声を出した。

「これから二人でお昼ご飯ですか？」

「え、いや」

「その後はまた二人でおしゃべりでしょうか。仲がいいですね」

「えっと、そのー……」

　何やら不満そうなアルマに、悠斗はしどろもどろになる。

「いや、ルナとはちょっと、打ち合わせをだな」

「何の打ち合わせですか？」

「うっ！　え、えっと……」

「むーっ！」

　言葉を詰つまらせた悠斗に腹を立て、アルマはますます頰を膨らませた。誤ご魔ま化かされたと感じたのだ。それぐらいのことは悠斗にも分かる。しかし、真実を彼女に教えることはできない。

　──ディルカ村には魔神がいるんだ。

　──それはお前が祀まつっているデスゾードなんだ。

　──これからそいつを見つけて倒すから、協力してくれ！

　言えるわけがない。

　巫女のアルマはひどく戸と惑まどうだろうし、下手をすると敵に回るかもしれない。アルマの信心深さは折り紙つきだ。神を倒すなどという刺激的なことは、彼女には言わない方がいいのだ。
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　だが、あまりルナリエッタとこそこそしていても、アルマに不ふ審しんに思われる。

　さてどうしたものかと悠斗が頭を抱かかえた時──。

（どうしよう……）

　実は内心、アルマも困り果てていた。

（つい、子どもみたいなやきもち焼いちゃった……）

　怒おこるつもりはなかった。あのような態度を取るつもりはなかった。でも、広場のベンチに並んで座って、仲良くおしゃべりをしている二人を見ていると──。

（ユートさま、怒ってるかな？　怒ってるよね……）

　悠斗との距きよ離りが近づいた分、アルマはほのかな恋こい心ごころや嫉しつ妬とを覚えるようになった。

　村を救ってくれた神様ではない、悠斗という一人の少年を見るようになり、彼に段々と惹ひかれていった。ただ、初心うぶな少女は、自分の感情に振ふり回されてしまっている。御ぎよし切れずに暴れる気持ちを、アルマはどうにも持て余していた。

「ええと、だな」

「あの、あの」

　あたふたする悠斗と、もじもじするアルマ。

　見様によってはいちゃついているようにも見える二人に、今度はルナリエッタが苛いら立だちを覚える番だった。

「安っぽい青春純愛物語ですか」

「じゅ、純愛って！」

「そんな、違ちがうよ、ルナちゃん」

　途と端たんに顔を真っ赤にする二人を見ていると、不思議と腹立たしくなる。それを自覚したルナリエッタは、ふうと息を吐ついて、アルマに事情を説明し始めた。

「一月も離はなれていたので、ご主人様も村のことが心配だったのですよ。変わりがないか見て回りたい。しかし、見回りを手伝わせようにもアルマさんは忙いそがしそう。そこで、私に白羽の矢が立ったというわけです」

「……本当？」

「本当ですとも。ですよね、ご主人様？」

「あ、ああっ！　もちろん！」

　ルナリエッタの話を聞いて、アルマはホッと胸を撫なで下ろした。

　そして、すぐにも顔をほころばせ、まだぎこちない悠斗の手を取った。

「そういうことでしたら、遠えん慮りよなさらずともよかったんですよ。私にとっては、ユートさまのことが一番大事ですから」

「そっ、そうか」

　無む邪じや気きな笑え顔がおと柔やわらかな手の感かん触しよくにドキリとした。

　それを悟さとられないよう、悠斗は努めて真面まじ目めな顔をした。

「なら、聞くけどさ。村で何か変なことはなかったか？」

「そうですね……」

　頰に手を当てて思い出そうとするアルマ。

　変なこと。今までのディルカ村には、なかったこと──。

「あ、そういえば！　南の牧場に、奇き妙みような花が咲さいているそうです」

「奇妙な花？」

「はい。これといった特とく徴ちようはないそうなのですが、出たり消えたりするそうです」

「は？　どういうことだ？」

　透とう明めいになる、ということだろうか。

　それとも、ただ単に蕾つぼみが開いたり閉じたりを繰くり返すだけなのか。

　悠斗だけではなく、ルナリエッタまでが怪け訝げんそうな顔をして、アルマの話の続きを待った。二人の視線を受けて、アルマは──。

「花が咲いていると思ったら次の日にはなくて、かと思えば別の場所に同じ花が生えていて……でも、それも次の日になったら消えていて……の、繰り返しだそうです。今朝、牛乳を届けてくれた子が教えてくれました」

　身み振ぶり手振りを交えて、奇妙な花について語った。

「うーん……？」

　ルナリエッタは今の魔神を種だと言った。

　発芽するために、裏から手を回しているのだと。

　だからといって、本当に芽を出し、花を咲かせるわけがない。あれはたとえ話であって、魔神がどのような姿をしているのかは、ルナリエッタでさえ知らないのだ。

（……いや、だとすると、花の姿をしていてもおかしくないのか）

　悠斗はちらりとルナリエッタを見る。

　ルナリエッタはその視線に気づき、わずかに首を縦に振った。

　どうやら彼女も悠斗と同じ意見のようだ。それを確かく認にんした悠斗は、アルマに向かって大きくうなずいた。

「じゃあ、みんなで見に行くか」

「はいっ！」

「かしこまりました」

　魔神の手がかりかそうでないかは分からないが、確認しておいて損はない。

　悠斗は村の南、牧場がある方を見つめて、奇妙な花のことを考えていた。
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　一日がかりで例の花を見つけるために、悠斗は日を改めて牧場に向かうことにした。

　念のため、アイテム欄らんから愛用の杖つえを取り出して、純白のローブをまとって歩く。最強の武器と防具を身につけた悠斗は、牧場が近づくにつれて警けい戒かい心しんを強めたが──。

「わーい！」

『わんっ！　わんわんっ！』

　色づき始めた南の森を、クーティアとスフレが駆かけていく。

「クーちゃん、そんなに走ったら危ないよ」

　その後を、バスケットを手に提さげたアルマが追っていく。

「おや、こんなところにプラムが」

　マイペースに林道を進むルナリエッタは、野生の果物を摘つみ取って、バスケットの中へといくつか放り込んでいた。

「これじゃピクニックだな」

　両手で構えていた杖を下ろし、悠斗は肩かたの力を抜ぬいた。

　彼の独り言が聞こえたのか、アルマが悠斗の隣となりへとやってくる。

「それでいいじゃないですか、ユートさま。降臨なさってから働きづめでしたし、たまには羽を伸のばすことも必要ですよ」

「まあ、そうなんだけどな」

　事情を知らないアルマの笑顔に、悠斗は曖あい昧まいな笑顔で応こたえた。

「王都ではたくさん働かれましたし……村でも、恐おそろしい魔物を倒たおしてくださいました」

「あれは成り行きだって」

「いえいえ、ユートさまはどうあれ、私たちは感謝しています。その証しよう拠こに、ほら！」

「は？　……はあああっ!?」

　嬉うれしそうにアルマが指差したのは、かつて《渇かわきの王》の地下迷めい宮きゆうがあった場所。

　ダンジョン・コアを失い、小さな穴倉になってしまったはずの迷宮跡あと地ちには──なぜか、簡易的な祠ほこらと、等身大の悠斗の石像が建っていた。

「な、な、なんじゃこりゃあああっ!?」

　五割増しで美形にされた『もう一人の自分』の前で絶ぜつ叫きようを上げる悠斗。

「素す敵てきですよね……」

「どこがっ!?」

　やたらと渋しぶい顔をしている石像に、うっとりと見み惚とれるアルマ。

　彼女はよいと言うが、本人からしてみれば、腹でも下したかのような顔をしている自分の像など、少しもよさが分からない。

「これ、かみさま？」

「不本意だけど、そういうことらしい」

「えー……」

「だよな？　そうなるよな!?」

　けったいな石像をこれ呼ばわりして、顔をしかめるクーティアの反応は正しい。

　──間ま違ちがっているのは、これを作った村人と、アルマの感性の方だ！

　悠斗は恥はずかしさに身み悶もだえしそうになりながら、さっさとその場を後にした。

「よい物ですのに。特にあの胡う散さん臭くささは秀しゆう逸いつでした」

「うるさいっ！」

　おちょくってくるルナリエッタにチョップを入れて、悠斗はずんずんと道の先へと歩いていった。その後を少女たちが慌あわてて追いかけて、閑かん静せいな林道はやにわに騒さわがしくなっていく。

「追いかけっこ？　追いかけっこ？」

　クーティアだけが何やらおかしな勘かん違ちがいをして、歓かん声せいを上げながら悠斗の近くを行ったり来たりする。その楽しげな姿を見ていると、悠斗は石像のことなど段々とどうでもよくなってきて──。

「おっ？」

　いつの間にか目的地に着いていたようだ。

　林道の先には、牛が放牧されている牧草地が広がっていた。

　なだらかな丘おかがずっと遠く、山のふもとまで続いている。近くには川が流れ、そこで牛たちは水を飲んだり、草を食はんだり、うたた寝ねをしたりと思い思いに過ごしている。

　思った以上に広大な牧場だ。悠斗はしばしの間、言葉を忘れて見入っていた。

「どうですか、ユートさま」

「ん？　ああ……いいところだな」

「ふふっ、ありがとうございます」

　牧場を褒ほめられて、アルマは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　郷土愛の強い少女である。ウキウキと心を弾はずませたアルマは、牧舎へ悠斗を案内しながら、誇ほこらしげに牧場のことを語り始めた。

「ここでとれる牛乳とそれを使った乳製品は、この村の自じ慢まんの一つなんですよ。冒ぼう険けん者さんたちにも好評で、たまに王都から注文が入ったりもします」

「そうなのか」

　思い返せば、悠斗も異世界に来たばかりのころは、食べ物の美味おいしさに驚おどろいたものだ。

　パン、野菜、ハム、玉子。その中でも格別だったのは、アルマが胸を張って語る牛乳やチーズだ。

「あれは、確かに美味しいからなあ」

「ですよね！」

　悠斗の同意が得られて、アルマはもう大喜びだ。

　弾むように丘を進み、牛舎のそばで牛の乳を搾しぼっていた村人に近づいていく。

「おはようございます！」

「お、おはよう……？」

　元気よく挨あい拶さつをされて、小太りの中年男はたじたじになった。そのまま尻しり餅もちをつき、彼の麦わら帽ぼう子しがわずかにずれる。

「えらく機き嫌げんがいいね。何かいいことでもあったの？」

「うふふ、ユートさまが牧場のことを褒めてくださったんですよ」

「そりゃ嬉しいが……ここ、オレの牧場……」

　我が事のように嬉しかったということだ。

　そういうことにして、牧場長は尻しりを叩はたきながら立ち上がった。

「さて、と。ユート様、おはようございます」

「あっ、はい。おはようございます」

「女の子たちを連れてやって来て……今日はピクニックですか？」

「いえ、ちょっと聞きたいことがあって」

「え？　……ああ、あのおかしな花のことですか？」

「はい、そうです。それを調べてみようかな、と」

　ありがたいことだと牧場長は思った。

　害があるわけでもなく、何かをされたわけでもない。しかし、どうにも薄うす気き味み悪わるく思っていたところだ。渡わたりに船だとばかりに、牧場長は悠斗に頭を下げた。

「いや、助かります。近いうちに、あの花の駆く除じよをお願いしようと思っていたところだったんです。それを、わざわざお越こしいただいて……」

「や、いいんですよ。こっちにはこっちの都合もあるので」

　悠斗が顔を上げさせると、「そうですか？」ときょとんとする牧場長。彼は探さぐるように悠斗の顔を見ていたが──すぐにも、あっけらかんと丘の一点を指差した。

「まあ、ユート様にお任せしますよ。こちらとしては、あの花がなくなればもう、それだけで万々歳です」

「あの花？」

　見える範はん囲いに咲さいているのだろうか。

　牧場長の指し示すところへ目を向けると──確かに、花が咲いている。

「あれですか」

「はい、あれです」

「何の変へん哲てつもないんですけど、本当にあれが？」

「それが逆に不気味でして……」

　牧草に紛まぎれるようにして咲いている、一輪のピンクの花。

　悠斗たちから少し離はなれた場所、丘の斜しや面めんで揺ゆれているそれは、村のあちらこちらに自生しているものと同じなのだが──。

「あっ!?」

「どうした？　クーティア」

「消えたっ！　消えたよっ！」

「えっ!?」

　顔を見合わせていた悠斗たちは、クーティアが声を上げたことで、花の方へと視線を戻もどした。するとどうしたことか、花は煙けむりのように消え失うせており、周りを見回してもその姿を認めることはできなかった。

「ね？　奇き妙みようでしょう？」

　牧場長が腕うでをさすりながらささやいた。

　その意見には、完全に同意だったが──それ以上に、悠斗とルナリエッタは別の可能性を警けい戒かいしていた。




　目を離せばいなくなる。

　近づけば姿を消す。

　まるで蜃しん気き楼ろうのようなピンクの花は、魔神の目覚めの兆候だろうか。

　そう考えると、逃にげ回っていることにも説明がつく。もしもあれが魔神の本体であるのならば、誰だれかに見つかれば容易たやすく倒されてしまうのだ。

　触さわられるわけにはいかない。引き抜かれるわけにはいかない。そういった事情から、花は姿を消しているのだと悠斗は考えたのだが──。

「そっちか！　おい、アルマ！　そっちに出たぞ！」

「え？　ええ？　わっ、わっ……あっ！　消えましたーっ！」

「わんわんっ！」

「これはなかなか手間ですね」

　正体を確かめようにも、どうにも上手うまく捕つかまえることができない。

　悠斗たちが全力で走り回っても、花に触ふれることさえできない。

「くそっ、見てろよ」

　意外な強敵の登場に、つい、悠斗は熱くなる。

「【マジック・チェーン】！」

　たかが草花に魔ま法ほうの鎖くさりを発射して、これを縛しばり上げようとしたが、

「ああ、もー！」

　当然のように花は姿を消して、【マジック・チェーン】は虚むなしくとぐろを巻いた。

「これはもしかすると、もしかするかもしれませんね」

「そうだな。並の魔物よりよっぽど手て強ごわい」

　アルマは一いつ生しよう懸けん命めいに、クーティアは遊び感覚で花を追いかけている。

　何も知らない少女たちを眺ながめながら、悠斗とルナリエッタは作戦会議を開いていた。

「俺の魔法じゃちょっと無理そうだ。補助も回復も真似まね事ごと程度ならできるけど、何だかんだで攻こう撃げき重視だからな、《マジック・ルーラー》は」

「そうですか。ですが、《魔王》も超ちよう攻こう撃げき型の種族ですからね。目標ごと消し飛ばすのは得意ですが、あまり小器用なことはできません」

「……強いけど潰つぶしが効かないな、俺ら」

「まったくです」

　背中に哀あい愁しゆうを漂ただよわせ、空を見上げる役立たずたち。こうなったら、力ずくでもあの花をむしり取ってやろうかと彼らが考え始めた時、

「大だい丈じよう夫ぶです、お任せください！」

　と、戻ってきたアルマが、自信あり気に胸を叩たたいてみせた。

「ん？　どうするんだ？」

「ふふふ、ユートさま、お忘れですか？　私は《巫女みこ》ですよ」

　それが何だというのか。眉まゆを寄せる悠斗に、アルマは、

「【バインド】が使えます。あの花の動きを止められるのです」

「俺の知ってる《巫女》じゃない」

　神職を務めるにあたって、一体、どのタイミングで拘こう束そく魔法が必要になるというのだろうか。即そく死し効果つきの鉈なたを振ふるうことといい、やたら生いけ贄にえを捧ささげたがることといい、この巫女さんはやはりどこかおかしい。

「敵の動きは見切りました！　ユートさま。この件、どうか私にお任せを！」

「ああ、うん……お願い……」

「はいっ！」

　意い気き揚よう々ようと腕まくりをするアルマを、悠斗は止めることができなかった。

　もしかすると、また凄せい惨さんな光景になるのかもしれないが──下手に止めて、彼女が暴走してしまうのも怖こわい。

　どうか何事も起きませんようにと神に祈いのりながら、悠斗はアルマの動向を見守った。

「むむむ……」

　玉たま串ぐしの代わりに鉈を持ち、風に揺れるピンクの花をにらみつけるアルマ。

　彼女は、大きく息を吸い込んだかと思うと、

「そこです！　【バインド】！」

　勢いよく鉈を振り下ろし、拘束魔法を相手に放った。

「おおっ！　やったか！」

　鉈から放出されたドス黒い煙がまとわりつくと、花は硬こう直ちよくし、凍こおりついたかのように動きを止めた。悠斗たちが近づいても姿を消すことはなく、クーティアがつついても何の反応も示さない。

「お手て柄がらだぞ、アルマ！」

「えへへ」

　禍まが々まがしいエフェクトはどうかと思ったが、いちいち指し摘てきすることもない。悠斗は花を地面から引き抜ぬいて、捕ほ獲かくした獲え物ものをじっくりと観察した。

「手こずらせやがって……ククク、さーて、どうしてくれようか」

　茎くきの部分を思いきり握にぎりながら、サディスティックに笑う悠斗。

　彼は、勝敗は決し、それは覆くつがえらないと確信していた。

「……ん？」

　しかし、微び妙みような違い和わ感かんが、悠斗に警告を発する。

　──ダメだ。危険だ。これは危険だ！

　脳内のどこか遠い場所で打ち鳴らされる警けい鐘しよう。

　自分が手にしているのは危険物なのだと、初めに体が理解する。

「……あ、ああ？」

　次いで、悠斗も花の正体に気がついた。これは、ただの植物ではなく──。

「うわぁぁぁ……！」

　遅おそきに失した、ということだ。振り解ほどこうにも、ピンクの花は茎や根を悠斗の手にからみつかせている。もう、悠斗は逃げられない。彼が過去に犯した過ちが、今、追いついてきたのだ──！

「や、やっぱりお前かああああぁっ!!」

『ギシャアアアアアアアアアアアッ!!』

　花弁を犬の口のように変形させ、悠斗の頭にかじりつく花。

　かつて悠斗が生み出した怪かい物ぶつが、まだ生きていたのだ！

「くそがああああああっ！　今度こそ息の根を止めてやる!!」

『ギイイイイイイイイイイイイッ!!』

　唐とう突とつに始まった怪かい獣じゆう大決戦。

　神様ＶＳ草花という世紀の異種格かく闘とうを見ながら、ルナリエッタは、

「やれやれ」

　と、トントンと自分の肩かたを叩いていた。




　一輪の花と死し闘とうを演じた悠斗は、ぐったりと丘おかに倒たおれていた。

　ここぞとばかりにじゃれついてきたスフレに、ぺろぺろと顔をなめ回されても反応がない。心底疲つかれ切ったという顔で、悠斗は虚うつろに空を見上げていた。

「お疲れ様でした」

　バスケットを開け、昼食の準備をしていたルナリエッタが、悠斗に声をかける。

「マジで……疲れた……」

　それにも緩かん慢まんな返事しかせずに、悠斗は微かすかなうめき声を上げていた。

「まさか、あの時の花が生きていたとは思いませんでした」

「俺も思わなかったよ、ちくしょう……」

　霊れい薬やく作りの過程で生まれた、子犬のような食虫植物。恐おそるべき速さで悠斗の頭にかじりついたアレならば、一いつ瞬しゆんにして姿を消すこともできるだろう。

　世の中、何事にも種としかけが用意されているものだ。そのことを痛感しながら、悠斗は大きなため息を吐はいた。

「しっかし、これで振り出しかぁ。なかなか見つからないな、手がかりってやつは」

「そうですね」

「デスゾードはどこに隠かくれているんだか」

「デスゾードさま、ですか？」

　すぐ近くから聞こえた声に、迂う闊かつだったと悠斗は思った。

「デスゾードさまがどうかしましたか？」

「あ、いや。その」

　不思議そうに悠斗たちを見ているのは、ディルカ村の巫女さんだ。

　魔神とは知らずに、つい最近までデスゾードを崇あがめていたアルマ。魔神討とう伐ばつにおいて、極きわめてデリケートな位置にいる少女に、悠斗はどう説明したものかと思い、

「ちょっとデスゾード縁ゆかりのものを探してて……何か知ってるか？」

　困ったように笑いながら、話を逸そらそうとした。

「そうですね……この鉈ぐらいしかありませんが……」

　それぐらいは悠斗も知っている。

　丘の上の神しん殿でんも、すでにルナリエッタが調べていた。

　新しい情報は出てこないだろう。二人がそう思っていたところで、

「あ、でも。子どものころにおじいちゃんから聞いた覚えがあるんですけど……ディルカの森の奥には、昔、神さまが住んでいた神殿があるそうです」

　有力そうな情報が、ぽろりとアルマの口から零こぼれ出た。

「丘の上に新しい神殿が建った今となっては、訪ねる人もいないそうですが……」

　これが求められた情報なのか、いまいち自信が持てないアルマ。

　しかし、悠斗とルナリエッタは、新たな目標を見つけて力強くうなずいていた。
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　かつて、この地には偉い大だいな神がいた。

　人々はその恩おん恵けいにあずかり、何不自由のない生活を送っていた。

　しかし、楽園は北からやってきた獣けものによって踏ふみ荒あらされた。

　野山は枯かれ果て、川は干ひ上あがり、無数の魔ま物ものが跋ばつ扈こした。

　人々は嘆なげき、悲しんだ。神に祈いのり、神を求めた。

　すると神は立ち上がり、剣けんを手にして獣に迫せまった。

『去りなさい、魔ま獣じゆうよ』

　稲いな妻ずまのごとく振ふり下ろされた剣は、獣の体を切り裂さいた。

　獣は苦く悶もんの声を上げ、北へと退散していった──怨えん嗟さと呪じゆ詛そを、まき散らしながら。

『災さい厄やくが訪おとずれれば私に祈りなさい。貧苦極まれば私を呼びなさい。私はきっと、民たみの声に応こたえるでしょう』

　それだけを巫女みこに告げ、神は獣が残した穢けがれを一身に受け止め、息絶えた。

　その遺体は瞬またたく間に灰となり、風に巻かれて消えていった。

　同時に、荘そう厳ごんな神殿は光と静せい謐ひつさを失い、魔物の巣そう窟くつとなってしまった。

　もう、ここにはいられない──。

　神官はその場を離はなれ、近くの土地で神を祀まつった。

　いつか蘇よみがえる神を想おもい、神の言葉と信しん仰こうを子子孫孫、守り続けた──。




「それが、我らコルテーゼ家に伝わる歴史でしての」

　人好きのする顔をした老人は、禿とく頭とうをつるりと撫なでた。

「村人が苦境に陥おちいった時、神は救いの手を差し伸のべる。それを拠より所に、ご先祖様たちは開かい墾こんに励はげんだわけですな。おかげでディルカは豊かな土地となり……こうして、神も生まれ変わって現れた。ご先祖様の苦労も報むくわれますのう」

　ほっほと短く笑い、老人は──ディルカ村の村長は、孫まご娘むすめを手招きした。

「ユート様は予言通りに村を救ってくださった。その恩を忘れず、お前も《巫女》としてよく仕えるんじゃよ」

「うん、分かってるよ、おじいちゃん」

　アルマは祖父の言葉にうなずいて、彼の対面に座る悠ゆう斗とに微笑ほほえみかけた。

「お話、ありがとうございました」

「ああ、いやいや。よいのです、よいのです。ユート様も生まれ変わったばかりで、まだ記き憶おくが戻もどっていらっしゃらないことでしょう。この老人の話でよろしければいつでもお聞かせしますので、またお越こしください」

「た、助かります」

　村長の中では、悠斗は『神の転生体』という解かい釈しやくをされているようだ。

　高校生で、魔ま法ほう使つかいで、神様で、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し顧こ問もんで、今度は転生体──。

　万まん華げ鏡きようのように姿と立場が変わっていき、悠斗は頭がくらくらするようだった。

「それじゃ、また」

「おじいちゃん、また来るからね」

　手を振る村長に見送られ、悠斗、アルマ、ルナリエッタは村長宅から離れていった。

　夕暮れに染まった中央広場を横切って、自宅へと向かう悠斗たち。彼らは先ほど聞いた伝承を反はん芻すうしながら、神殿のことについて話し合った。

「まさか、あの森の奥にそんな場所があったなんてな」

「盲もう点てんでした。神殿は、丘おかにあるものだけだとばかり」

「仕方ないよ。私も話は知ってたけど、昔の神殿になんて行ったことがないもん」

　魔物が住まう森を突つき進み、魔物の巣窟となった神殿を訪ねる。冒ぼう険けん者にとってはメリットがある行こう為いかもしれないが、神を祀るだけなら新しい神殿ですればいい。なにも、廃はい棄きされた神殿まで行って祈りを捧ささげなくてもいいのだ。

「森の魔物も、私、本当は怖こわくって……ユートさま、やっぱり見に行かれるのは、お止やめになった方が……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。俺とルナでパッと行ってパッと帰ってくるだけだから」

「でも……」

「探たん索さくする時間も入れれば、野宿するかもしれないけどさ。魔物に囲まれても俺ならなんとかできるし、サバイバルに関してはルナが詳くわしいし」

「お任せください」

　暗い森の奥へと進み、魔物の巣と化した神殿を見て回る。

　自分がしろと言われれば卒そつ倒とうしそうなことなのだが、悠斗とルナリエッタであれば大丈夫だ。きっと、牧場にピクニックに行った時のような気軽さで、魔物なんて蹴け散ちらして、鼻歌を歌いながら帰って来るはず。

「分かりました……でも、気をつけてくださいね？」

「ああ」

　悠斗とルナリエッタの強さを間近で見てきたアルマは、彼らならば問題ないだろうと判断し、心の中でエールを送った。




　次の目的地は定まった。

　魔神が根城にしていたという神しん殿でんは、いかにも隠かくれ家に相応ふさわしい。

　魔物がうろついているため、人々に忌き避ひされている、あるいは忘れられているというのも、条件としてはうってつけだ。魔神そのものが見つからないとしても、魔神に繫つながる手がかりが見つかる可能性もある。

　見通しが明るくなったことで、悠斗の顔も明るかった。

「いよいよだな」

「ええ」

　牧場で妖花と戦い、村長の話を聞いた翌日。

　秋晴れの空の下、悠斗とルナリエッタは、ディルカの森に向けて歩いていた。

「今度こそ決着だ！」

「そうなればいいですね」

　拳こぶしを振り上げる悠斗。

　こそこそ動き回っている魔神を引きずり出して、さっさと倒たおしてしまいたい。生活圏けんに潜ひそむ異物を排はい除じよして、泥どろのように眠ねむりたい。

　今の状じよう況きようは、《渇かわきの王》がずっと地下に巣食っていて、その位置が見つかっていないようなものだ。どうしようもないもどかしさを解消するため、悠斗はデスゾード討とう伐ばつにますます意い欲よくを見せた。

「しかし、興味深かったですね」

「ん？　何がだ？」

「村長の話のことです。あまりに我が家の記録と違ちがうので、呆ぼう然ぜんとしました」

「ああ、あれな……実際はどうだったんだ、魔神と魔王の戦いって」

「そうですね。端たん的てきにまとめますと……」

　口元に手を当てて、過去の記録を要約するルナリエッタ。

　彼女が語った真実とは──。

「人心を操あやつり、奴ど隷れいのようにこき使っていた魔神がいた。それは別に構わないのだが、よりによってそいつは魔王であるオレ様に喧けん嘩かを売ってきた。調子に乗っているとしか思えない。もちろん、ボコボコにしておいた。しつこく抵てい抗こうしてきたから、ミンチになるぐらい殴なぐっておいた。多分、くたばっているだろう」

「……は？」

「ご先祖様の自伝をまとめてみました。よほど頭に来たのでしょうね。本文はもっと汚きたない言葉で、もっと残ざん酷こくな描びよう写しやが書かれています」

「あ、ああ」

　口調や声こわ色いろまで変えるとは、相変わらず器用なことだ。

　話の差異とルナリエッタの語りに、悠斗は啞あ然ぜんとしていた。

「しかし、マジで全然違うな……ここまで違うと、どっちが本当なんだか」

「片や暴ぼう虐ぎやくな魔神の最さい期ごをわざわざ看み取とった狂きよう信しん者の口伝で、片や魔王家の公式記録ですよ？　別の記録を紐ひも解とけば、当時のご先祖様は怪け我がなどしていなかったと記されていました。それを知っていれば、『神が獣を切り裂いた』の部分は噴ふん飯ぱんものですよ」

「まあ、口伝なんて伝言ゲームみたいなもんだからなあ……」

　悠斗は日本にいたころのことを思い出していた。

　友人。クラスメイト。同じ学校の女子。彼らの間に流れる噂うわさは、人から人へと伝わるうちに、その形を変えていった。中には、原形を留とどめていないのに、まるで実際に見たことのように語られるものまであった。

　巫女の家系に伝えられた話だからといって、口伝など鵜う吞のみにできるものではない。それに比べれば、魔王家の公式記録とやらの方がまだマシだ。

「ただ、俺はその記録を見てないからなあ。これで全部ルナのウソだったら、とんでもないことになりそうだ」

「……気づいたか、人間」

「だから、そういうのはマジで止めろ！　お前がやると洒落しやれにならんわっ！」

　地の底から響ひびくような声を出し、紅あかい瞳ひとみを光らせる魔王様。

　彼女から発せられる威い圧あつ感かんに震ふるえ上がりながらも、悠斗は小さなメイドの頭にチョップを喰くらわせた。
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「よう、神様も狩かりをするのかい？」

　紅葉にはまだ早く、緑の葉が多く残ったディルカの森。

　木々だけ見れば南の森と大差はないが、鬱うつ蒼そうとした森の奥からは、秋風に乗って魔ま物ものの唸うなり声が聞こえてくる。

　そんな魔物の縄なわ張ばりで、悠斗たちに気軽に声をかける者がいた。

「勘かん弁べんしてくれよ。あんたに出張られちゃ、商売あがったりだぜ」

　白い歯を見せて笑う、若い《アーチャー》。

　彼は弓の弦つるを軽く弾はじいて手遊びしながら、獣けもの道みちから林道に出てくる。

「獲え物ものはなんだい？　大物を狩るなら、一口乗らせてもらいたいね」

「いえ、森の奥の神殿を目指してまして」

「は？　あんなところに行くのか？」

　神殿の名前を出した途と端たんに、青年は手のひらを返して後ずさった。

　この反応も、これで五度目だ。ディルカの森に入ってからというもの、冒険者が近づいてきては、話を聞いて引いていく。

「ゴーストのたまり場だぞ、あそこは」

「ええ、知っています」

　それも他ほかの冒険者から聞いていた。

　どうやら、森の奥の神殿は冒険者の間では有名な場所らしい。それも、悪い意味で。

「微び妙みように遠いんだぞ？　泊とまりになるぞ？」

「ええ、それも知っています」

　魔法が使えなければ、ゴーストを倒すのには手間がかかること。苦労をした割には実入りが少ないこと。だから誰だれも近づかないし、何かあっても助けが来ないこと。それらすべてを承知の上だと伝えると、

「物好きだなあ……？」

　と、首を捻ひねりながら《アーチャー》は去っていった。




「……ああ、好感度が下がって、変人度が上がっていくのを感じる」

「これでまた、変わり者に逆ぎやく戻もどりですね」

「はあ……まあ、変に馴なれ馴れしくされるよりいいけどさ」

　村長から、そして冒険者たちから聞いた神殿を目指し、悠斗とルナリエッタは人ひと気けのない林道を進んでいた。

　彼らがいる地域は、魔物が少なく大物もいない、冒険者にとって『効率が悪い』場所だった。そのせいか、先ほどから人の姿が見当たらず、どこかで誰かが戦っている音も段々と遠くなってきていた。

『ギィ、ギィ……』

　代わりに、気味の悪い鳴き声が、どこからともなく聞こえてくる。

　茂しげみの奥を何かが走り回る音が聞こえ、空を覆おおわんとする枝葉の隙すき間まからは、こちらをうかがう怪かい鳥ちようの目が見えた。

「秘境っぽくなってきたな。それに、急に道が荒あれてきた」

「この先に用がある人などいないということでしょうね。旧道らしき石いし畳だたみが続いていますが、手入れされた跡あとがありません」

　流れのメイドに扮ふんして諸国を放ほう浪ろうしたルナリエッタは、道についても詳しかった。

　アルマを安心させるために、ルナリエッタはサバイバルに詳しいと言ったが──どうやら、悠斗の想像以上に彼女はできる女らしい。

　これなら迷うこともないだろうと安心して、悠斗は奥へ、奥へと進んでいく。

『ゲゲゲゲ……』

　かつては道が整備されていたおかげか、森に分け入っていくような苦労はない。それでも荒れ果てた旧道は歩きにくく、人が三人、並んで歩けるかどうかの幅はばしかない。昔は馬車も通れたのであろうが──下草に侵しん食しよくされつつある石畳は、妙みようにひび割れが目立った。

『ホゥ、ホゥ』

　それに、この声。鳥ちよう獣じゆうのものか、魔物のものか。おそらくはその両方であろうが、区別などつくはずもない。森の奥に進むにつれて、不気味なコーラスは次し第だいに大きくなっていくようだった。

「うーん、ルナがいてよかった。こんなとこ、一人じゃ来たくないな」

「相変わらずチキンですね」

「うるせー」

　魔物が潜む薄うす暗ぐらい森でも、話し相手がいれば随ずい分ぶんと違う。

　悠斗とルナリエッタは軽口を叩たたきながら、神殿へと向かっていたのだが、

『グルルルル……！』

　来るべき相手が来たということか。

　彼らの前方、上り坂に立ち塞ふさがるようにして、小牛ほどもある狼おおかみが現れた。

『ガアッ！』

　後ろの道も塞がれた。両りよう脇わきの茂みの中からも、唸り声が聞こえてくる。

「スター腹ヴィングペコウルフ狼ですか」

「うおっ！　現物は迫はく力りよくあるな……！」

　魔物の縄張りに入り込み、迂う闊かつにも包囲を許してしまった。常人ならば絶体絶命の危機だと顔を青くして、冒ぼう険けん者でも背中に冷や汗あせを垂らすだろう。しかし、大だい魔ま法ほう使つかいと魔王は野の良ら犬でも見かけたような調子でスターヴィングウルフの群れを観察していた。

「なあ、お前、魔王なんだろ？　ちょっと命令すれば道を開けてくれるんじゃないか？」

「そうですね。ご主人様が兎うさぎや鹿しか、猪いのししなどと意い思し疎そ通つうできるのであれば、私も似たようなことができたかもしれませんね」

「……つまり、お前にとってあれは野生動物ってこと？」

「相手に力量差と言語を解する知性がなければ、魔王の威い光こうなど通じませんよ」

　ぼたぼたとよだれを垂らし、だらりと舌を出す魔物に蔑さげすみの目を向けながら、ルナリエッタは紅い瞳を光らせる。

「ご主人様、ここは私にお任せください。手早く片づけてしまいます」

「お、おお」

　潔けつ癖ぺき症しようというわけではないが、汚らしいものに対する嫌けん悪お感かんから、ルナリエッタは自ら前に出た。ともに魔ま神じんと戦うと言ってくれた悠斗は、ルナリエッタにとってはパートナーだ。彼に対するパフォーマンスも兼かねて、小さな魔王は、その力の片へん鱗りんを見せつけることにした。

「【デモンズアイ】」

　鬼おに火びのように揺ゆらめいていた瞳が、一いつ瞬しゆん、剣けん吞のんな光を帯びる。

　その目で見られたスターヴィングウルフは、硬こう直ちよくし、泡あわを吹ふいて倒れてしまった。

「【ダークネススフィア】」

　ルナリエッタの手のひらから、漆しつ黒こくの球体が現れた。

　彼女の頭ほどの大きさもないそれは、空中を滑すべるように魔物たちへと迫せまり、彼らの体を穿うがっていった。

『グウウゥ……ッ!?』

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくでさえない。

　まるで箒ほうきで掃はかれた枯かれ葉のように、スターヴィングウルフは次々と倒たおれていく。

『ウ、ウウウウ……』

　あれは人の形をした悪魔だ。逃にげなければ殺される。虫けらのように踏ふみ潰つぶされる！

　──しかし、柔やわらかそうな肉を持った少女だ。

『ガアアアアアアアアッ!!』

　狂くるおしいほどの食しよく欲よくが、スターヴィングウルフの体を突つき動かした。

　もはや理性さえなくし、半はん狂きよう乱らんとなってルナリエッタに飛びかかる狼たち。

　彼らの鋭するどい牙きばは、少女の柔やわ肌はだを食い破らんと迫り──。




「【ランブリングシャドウ】」




　次の瞬しゆん間かん、辺り一帯の空気が変わった。

『……………………ル……ノ……ヲ……』

　薄暗さを増した森。

　うろつく無数の影かげ。

　靄もやのようにも見えるそれは、ぼそぼそと何かを呟つぶやいている。

　スターヴィングウルフにも近づいて、ひそひそと耳元にささやいている。

『……ク……………ヲ…………ト………』

　静かなざわめきが生まれていた。

　代わりに、その場に動きはなかった。

　影に寄り添そわれた狼たちは、魂たましいを抜ぬかれたように立ち尽つくし──影が消えていくのに合わせて、砂のように崩くずれていった。




　──ディルカの森に静せい寂じやくが訪おとずれた。




　あれほど騒さわがしかった森は、今やしぃんと静まり返り、何の音も聞こえない。

　魔物や動物だけではなく、植物さえもが息を潜ひそめているかのようだ。誰もが息を止め、気配を殺し、恐おそるべき魔ま王おうを注視している──。

「ふう。終わりました」

「怖こわいわっ!!」

　達成感に満ちた顔をするルナリエッタに、悠斗は特大のツッコミを入れた。

「なんだあのスキル！　怖っ！　怖ぁっ!!」

「範はん囲い即そく死し魔法ですよ。ご存じではないのですか？」

「ひいいっ!?　そんなもんぶっ放すなぁ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あの影に触れなけば害はありません」

「そういう問題じゃないっ！」

　悪夢のような光景を目まの当たりにし、悠斗は顔を青ざめさせて、腕うでをさすりながらルナリエッタに頭ず突つきをかました。

　魔王だということは知っていたが、まさか、これほどとは──。

　予想を大きく上回る邪じや悪あくさに、悠斗は改めて、ルナリエッタが『魔物の王』なのだということを実感していた。




『ギャァ……ギャァ……』

「ん？」

　やがて恐きよう怖ふと混乱が収まるころ、悠斗は森の騒がしさに気がついた。

「なんか……さっきよりうるさくなってないか？」

「そうですね」

　声だけではない。スターヴィングウルフを倒す前よりも、魔物の気配が濃こくなっている。

　魔物の巣そう窟くつと化した神しん殿でんに近づいているとはいえ、目的地はまだ遠い。悠斗は油断なく構えながら、ルナリエッタに耳打ちをする。

「ルナ、何か分かるか？」

「先ほどの戦せん闘とうが呼び水になったのでしょう。魔物は縄なわ張ばり意識が強いですし……それに、もうすぐ繁はん殖しよく期ですからね」

「繁殖期？」

「来ます」

　聞き慣れない言葉を悠斗がオウム返しにするも、彼の問いかけは魔物の襲しゆう撃げきに流されてしまった。

『ブッフウウウウウウウウッ!!』

『ギギイイイイイイイイイッ!!』

　押し寄せてくるボア、飛来するブリード・ビー。

　それらすべてを相手になどしていられないと、悠斗とルナリエッタは駆かけ出した。

「このまま突っ切るぞ！」

「お任せください。【ランブリング……」

「それは止やめろぉっ!!」

　前方からも迫る魔物の群れを魔法で蹴け散ちらしながら、二人は森の奥へと進んでいく。

　かつての魔神の根城、古いにしえの神殿に向かって──。
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　旧道の末まつ端たんはひどい有り様だった。

　道は凸でこ凹ぼこ、雑草はぼうぼう、目の高さにまで蔓つるが垂れ下がり、その間には蜘く蛛もの巣すまで張っている。

「歩きにくいな……」

　砕くだかれた石畳など、もはや路ろ傍ぼうの石ころと区別がつかない。靴くつの裏から伝わる硬かたい感かん触しよくに顔をしかめながら、悠斗はルナリエッタに文句を言った。

「これって、お前のご先祖様の仕し業わざだろ？　古戦場ってよりは、子どもが当たり散らしたような感じがするんだけど」

「荒あらっぽい方だったようですね」

　自分には関係ありませんよと素知らぬ顔をするルナリエッタ。

　悠斗は面おも白しろくなさそうに、道を遮さえぎる蔓を風魔法で吹き飛ばす。

「でも、この感じだとそろそろ着きそうだな」

「ええ。戦闘の傷きず跡あとも深くなってきました」

　えぐれた地面。破は砕さいされた石材。溶とけた表面がガラス状になった岩石。

　激戦の名残なごりを感じさせる旧道は、二人が話をしている間にも終わりが見えてくる。

「やーっと着いたか！」

　駆け足に開けた場所へと飛び出した悠斗は、大きな声を上げた。

「疲つかれたー……」

「お疲れ様でした」

　そのまま地面に座り込んだ悠斗に、ルナリエッタがそっと水すい筒とうを差し出す。

　それに口をつけ、悠斗は件くだんの神殿を見上げながら、

「思った以上にさびれてるな」

　と、呆あきれたように呟いた。

「古の神殿……というよりは、放ほう棄きされた施し設せつですね」

　ルナリエッタの言う通りであった。

　土地こそきれいに均ならされ、砂じや利りが敷しかれていたが、肝かん心じんの神殿がいただけない。

　石造りの神殿は、砲ほう弾だんを撃うち込まれたかのような大穴が空き、屋根の一部はむしり取られたように失われていた。柱に彫ほられた細かな模様は、無数のヒビが入って見るも無残な姿となっている。

　極きわめつけは、神殿のあちこちにたむろしているゴーストだ。瘦やせ細り、生気の失うせた半はん透とう明めいな男たちは、倒れた彫ちよう像ぞうに腰こしかけたり、壁かべにらくがきを彫り込んだりしている。神の威い厳げんも何もあったものではない。これなら盗とう賊ぞくのたまり場の方がまだマシだ。
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　住人のガラがとにかく悪い。

　悠斗たちに気づいたゴーストたちは、その辺りに転がっていた剣けんや槍やりをつかみ、メンチを切って近づいてくる。

「冒ぼう険けん者が近づかないわけだ」

「巫女みこが逃げ出したのも納なつ得とくですね」

　二人がげんなりとしている間にも、ゴーストは数を増していく。
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　徒党を組んだ死し霊りようたち。

　ゴーストに囲まれた悠斗は、ため息を吐つきながらも敵に向かって杖つえを構え、薙なぎ払はらうように神聖魔法を発射した。

「【パニッシュメント】！」

『ギェェェェ……！』

　穢けがれを祓はらい、不ふ浄じようを清める光線が、ゴーストの群れをかき消していく。

　物理的な威い力りよくはない。光を浴びた神殿はびくともしていない。しかし、【パニッシュメント】に触ふれた死霊は、煙けむりのように蒸発していく。

「ご主人様」

「ん？　なんだ？」

　汚よごれた床ゆかに雑ぞう巾きんをかけるように、神殿の『清せい掃そう作業』を行う悠斗。

　効率的に死霊を除去していく少年に、ルナリエッタは──。

「ご主人様も、大たい概がい化け物ですよね」

　魔王様に化け物扱あつかいされ、一いつ瞬しゆん、きょとんとする悠斗。

　すぐにも彼は苦く笑しようして、「そうかもな」とだけ呟いた。




　悪あく趣しゆ味みな内装だろうとばかり考えていた悠斗は、神殿に入って「おっ」と声を上げた。

「なんだ、きれいじゃないか」

　礼拝堂と思おぼしき場所は、瓦が礫れきだらけではあったが、荘そう厳ごんさを失ってはいなかった。

　奥には祭さい壇だんが置かれ、大講堂には石でできた長なが椅い子すが並べられている。それらはすっかり古ぼけていたが、それがかえって歴史を感じさせた。天窓や天てん井じようの亀き裂れつから差し込む光が、舞まい上がるほこりさえ神聖なものに見せた。

「もっと気色悪いのかと思ってた」

　悠斗が抱いだいていたのは、暗い部屋の中、なめした革が敷かれた台座に、鶏にわとりなどの生いけ贄にえが置かれているようなイメージだ。もちろん、その生贄は、山羊やぎの仮面を被かぶった司祭が手に持った剣で突つき刺さして──という、いかにも悪あく魔ま信しん仰こうな構図。それとはまったく無む縁えんの礼拝堂を見回して、悠斗はいくらか緊きん張ちようを解いた。

「今のご主人様、怪かい奇き譚たんでは真っ先に殺されるポジションにいますね」

「そこまで油断はしてねーよ！」

　とは言うものの、内心ヒヤリとした悠斗は、気を張って神殿探たん索さくに取りかかった。

「日が落ちる前に一通り見て回りましょう」

「そうだな」

　ここに来るまでが長かった。

　窓の外に見える太陽は、西の森へと沈しずんでいこうとしている。今日はもう、野宿は避さけられそうにないが──それでも、神殿を調査するだけの時間は残されている。

「私は地下を探します。ご主人様は二階を」

「了りよう解かい」

　礼拝堂に隣りん接せつしている住居部分で、悠斗とルナリエッタは二手に分かれた。

「底が抜ぬけないだろうな……」

　崩くずれかけた階段をそろそろと上り、二階の廊ろう下かをのぞき込む悠斗。外壁と天井が崩ほう落らくしたことで、廊下はバルコニーのようになっている。

「風通しがいいってもんじゃないな」

　堆たい積せきした土ど砂しやには雑草まで生えている。西日に照らされた廊下を歩きながら、悠斗はすっかり色いろ褪あせた壁をなぞっていた。

「この様子だと、二階には何もなさそうだな」

　元は信者たちの詰つめ所か巫女の私室だったのだろう。規則正しく並んだ部屋には、本ほん棚だなやベッドが置かれていた。ただし、それらはすべて朽くち果てて、触さわっただけでも崩れてしまいそうだった。長い間、風雨にさらされた結果だ。穴だらけの天井を見上げながら、悠斗は一番奥の部屋を出て行こうとしたが──。

「ん？　なんだこれ？」

　倒たおれた棚たなの隙すき間まに、キラリと光るものが見えた。

　拾い上げてみると、それは手のひらに収まる程度の水すい晶しよう玉で、くすんだ紫むらさき色いろの玉は日差しを受けて鈍にぶく輝かがやいていた。

「宝物、ってわけじゃなさそうだけど……」

　宝玉が残っていれば、冒険者が見み逃のがすはずがない。ひび割れ、くもった玉は、素人しろうとの悠斗が見ても価値あるものには見えなかった。

　しかし、

「わっ！」

　悠斗が服のすそでほこりを拭ぬぐうと、水晶玉は途と端たんに輝き始めた。

　驚おどろいた悠斗が手から落とすと、その輝きはますます大きくなっていき──。

『……スゾード……ードさ、ま。恵めぐみと……祈いのり……』

「な、なんだぁ!?」

　水晶玉から像が浮うかび上がった。

　歪ゆがみ、ぼやけ、輪りん郭かくをなくした人々が、先ほどの礼拝堂で祈りを捧ささげている。その声にはノイズが混じり、どうにも不ふ明めい瞭りようで聞き取り辛づらい。

『ゾード……デスゾー、ド、様……デスゾード様……デスゾード様……』

　劣れつ化かした記録映像。その中にあって、一つだけはっきりとしていることは、信者たちが誰だれの名を呼んでいるかだ。

「デスゾード？　こいつが？」

　霧きりのヴェールがかかったように不ふ鮮せん明めいな、立体映像の奥。祭壇の隣となりには、確かに、誰かが立っていた。ゆったりとした布をまとった、髪かみの長い女のような──。

「くそっ、もうちょっと何とかならないのか」

　分かるようで分からない。デスゾードの全体像をつかもうと、もどかしげに悠斗は水晶玉を足先でつつく。

　すると、映像は砂すな嵐あらしに遭あったかのように乱れて、

「……っ！」

　最後に一瞬だけ鮮明な像を結び、水晶玉は割れてしまった。

「あれが……」

　かろうじて残っていた魔ま力りよくを失ったのか、水晶玉は石くれとなって崩れていった。その様子を見つめながら、悠斗は先ほど見たものについて考えていた。

「あれが、魔神か」

　視界に残る女の顔。

　厳おごそかで、慈じ愛あいに満ちて、神聖さがあり──しかし、その奥に冷れい酷こくさを隠かくした女。

　彼女の紫色の瞳ひとみに、悠斗は邪じや悪あくを感じ取っていた。
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　探たん索さくを終えるころには、すっかり日も暮れていた。

　悠斗とルナリエッタは神殿に泊とまることを決め、損傷の少ない部屋を片づけて火を起こした。さらに、ゴースト除よけに聖水を撒まき、石材を動かして壁の隙間を埋うめる。神殿一階の倉庫跡あとを簡易的な宿にして、二人は一息ついていた。

「そうですか。その記録映像は見てみたかったですね。他ほかにはなかったのですか？」

「あったけどさ。その一つだけが奇き跡せき的に生きてたんだろうな。他は全部壊こわれてたよ」

　パンとチーズ、お茶という簡単な夕食をとりながら、悠斗とルナリエッタは調査結果を報告し合っていた。

「地下には書物がありましたよ。ただ、あまり有益な情報は得られませんでした」

「魔神の手がかりは？」

「ありませんでした。ここに隠れているわけではなさそうですね」

「そっか。ここが怪あやしいと思ったんだけどな」

　ルナリエッタが切り分けたチーズを受け取りながら、悠斗は軽く嘆たん息そくした。

　ここに魔神がいないとなると、他に思いつくところがない。またも振ふり出しに戻もどったようで、悠斗はがっくりと肩かたを落とした。

「気配とかは感じないのか？」

「それが曖あい昧まいで……ここにいないのは確かなのですが、強くなったようにも思えますし、弱くなったようにも思えます。少しおかしな感覚ですね」

「うーん……？」

　ルナリエッタにしては珍めずらしく、歯切れの悪い返事だった。

「目覚めるまでは、ここで休きゆう眠みんしていたのはまず間ま違ちがいないと思うのですが……」

「そうか……」

　そこから先の気配が辿たどれず、ルナリエッタもお手上げだった。

　もうこうなっては、敵の大きな動きを待つしかない。悠斗とルナリエッタはバターを入れたお茶でパンを飲み下し、はぁと物もの憂うげな息を吐いた。

「もう寝ねましょうか」

「だな。今日は疲つかれた」

　体の疲ひ労ろう以上に気き疲づかれが大きい。

　期待していた分だけ、空から振ぶりした時の落らく胆たんは激しかった。悠斗は緩かん慢まんな動きでシステムメニューを開き、アイテム欄らんから毛布を取り出し、のそのそと横になる。

「それじゃ、おやすみ」

「はい、おやすみなさいませ」

　焚たき火に枯かれ木を足したルナリエッタも、悠斗に続いて横になった。

　毛布に包くるまった二人は、それきり口を閉じて眠ねむろうとして──。

（……魔神、かあ）

　揺ゆれる炎ほのおを見つめながら、悠斗は例の映像のことを思い返していた。

　一心に祈りを捧げる人々。ノイズが混じった祝詞のりとと呼び声。

　そして──魔神のあの瞳。

　ルナリエッタは冗じよう談だんめかして、デスゾードは善で、魔王が悪かもしれないと言っていたが、それだけはあり得ないと悠斗は思った。紫色に粘ねばつくあの瞳に比べれば、魔ま王おうの瞳などかわいいものだ。

　それに、ルナリエッタとはもう二ヶ月も寝しん食しよくをともにしている。

　その生活の中で培つちかった絆きずなや信しん頼らいを捨ててまで、悠斗はどこの誰とも知らない神に味方しようとは思わなかった。

（最初はとんでもないヤツだと思ってたんだけどなあ）

　背を向けて眠るルナリエッタを見つめながら、悠斗は異世界転移してからの暮らしを思い出した。あの小さなメイドはいつも自分のそばにいて、甲か斐い甲斐がいしく尽つくしてくれて、でも、ちょくちょく悪ふざけをして──。

　頼たよりになるけれど、どうにも食えない黒くろ髪かみのメイド。

　彼女のイタズラを思い浮かべながら、悠斗は薄うすく微笑ほほえんでいた。

（……ちょっと寒いな）

　回想も終わり、そろそろ寝ようかと思ったころ。

　悠斗はぶるりと体を震ふるわせて、頼りない焚き火と戸のない窓に目をやった。

（底冷えするなあ）

　もう少し厚手の毛布を持ってくるべきだったか。

　まだ九月だと油断していたが、夜の森は冷え込みが激しい。石造りの部屋はなかなか温まらないし、床ゆかは硬かたく冷たいままだ。

（うう……）

　我が慢まんできないほどではないが、快適とはとても言えない。

　秋の寒さに悠斗がもぞもぞしていると、

「うわっ!?」

　誰かが彼の毛布の中に潜もぐり込んできた。

「ル、ルナ!?」

　慌あわてて確かく認にんすると、悠斗のお腹なかの辺りにルナリエッタがいた。

「思ったよりも冷えますね」

　何でもないことのように、彼女は悠斗を抱だきしめる。

　少女の体は温かく、随ずい分ぶんと寒さは和やわらいだが──いくら何でも恥はずかしい。

「おい、ルナ……ルナ……！」

「ご主人様、あまり離はなれないでください。隙すき間まができて寒いです」

「そ、そんなこと言ったって……！」

　戸と惑まどう悠斗は体をよじるが、ルナリエッタはそれを許さない。悠斗が逃にげようとする分だけ、彼女は密着しようとする。それでも悠斗は離れようと試みたのだが──結局、諦あきらめてその動きを止めた。

（これは……ど、どういうシチュエーションだ？）

　パチパチと焚き木が弾はじける音が聞こえる。夜の森には狼おおかみの遠とお吠ぼえが響ひびいている。隙間風はひゅうひゅうと悠斗の顔を撫なでていたが、毛布の中だけは妙みように温かく、そして柔やわらかかった。

（どういうつもりなんだ？）

　悠斗の胸に顔を当て、彼に抱きついているルナリエッタ。彼女の頭から柑かん橘きつ系の甘あま酸ずっぱい香かおりが感じられ、悠斗は大いに狼狽うろたえた。

（柔らかい……いやいや！　ああ、でも……）

　枯れているように見えて、悠斗も健全な少年である。見み目め麗うるわしい少女と同じ毛布に包まっているという事実は、彼の心しん拍ぱく数すうを跳はね上げた。そして、彼の頭の中には、次々とよからぬ考えが浮かんでくる。

　どういうつもりなのか。

　まさかルナリエッタは自分に気があるのか。

　思えば、これまでもアプローチのような行こう為いをされた覚えが──！

「すー……すー……」

「……は？」

　頭に血が上った悠斗が、いよいよルナリエッタを抱きしめようとした時。

　彼は、規則正しい寝ね息いきが聞こえてくることに気がついた。

「……寝てるし」

　そっとルナリエッタの顔をのぞき込むと、あどけない少女の寝ね顔がおが見えた。悠斗の葛かつ藤とうなどどこ吹ふく風で、彼女はさっさと寝入ってしまったのだ。

（はは……バカみてえ）

　残念なような、安心したような、不思議な気持ちが悠斗を包んだ。

　同時に、何を一人で盛さかっていたのかと、虚むなしい気持ちも湧わいてくる。

「はーあ……」

　疲れたように息を吐はくと、どっと眠ねむ気けが押し寄せてくる。

　ルナリエッタのおかげで、毛布はぽかぽかと温かい。秋の森の寒さなど、もう気にはならなかった。

（こいつ、こんな顔もするんだな……）

　まどろみながら、ルナリエッタの寝顔を眺ながめる悠斗。

　思い返せば、彼がルナリエッタの無防備な姿を見るのは、これが初めてだった。

（気を許してるって……ことなのかな……）

　いつもの鉄仮面はどこへやら、子どものように無む垢くな顔を見せるルナリエッタ。そのギャップに悠斗は少しだけ笑い──そのまま、意識を遠のかせていった。

「すー……すー……」

「くー……くー……」

　ルナリエッタの寝息に、悠斗のものが加わって、静かに響く部屋の中。

　窓の外では星が瞬またたき、熾おき火びはほのかに輝かがやいていた。
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「ご主人様。起きてください、ご主人様」

「ん……？」

　誰だれかが体を揺すってくる。

　少し緊きん迫ぱく感かんのある声が聞こえてくる。

「どうした……？」

　目を開けた悠斗を、硬い表情のルナリエッタがのぞき込んでいた。

「様子が変です。ここを離れましょう」

「え？　……っ！」

　説明されるまでもなく、悠斗も気がついた。

　揺れている。神殿が細かく震えている。

　地じ震しんとは明らかに違ちがう、どこか人工的な震しん動どう。徐じよ々じよに大きさを増していく揺れに、悠斗たちは慌てて神殿を飛び出した。

「何が起きたんだ!?」

「分かりません。ですが……」

　鳴動する神殿から距きよ離りを取り、そのまま森の中へと逃げ込んでいく悠斗たち。

　不ふ吉きつな予感に、彼らが足を速めた時、

『オオオォォォ……！』

「うおおおっ!?」

　森の奥から大量の魔物が現れた！

「これは……！」

　咆ほう哮こうを上げる醜しゆう悪あくな魔物たち。地じ響ひびきを立てて迫せまる雪崩なだれのような群れ。

「ご主人様。ここは一度、引きましょう」

「あ、ああ」

　あまりにも不ふ明めい瞭りような状じよう況きようを危あやぶみ、悠斗たちは撤てつ退たいすることにした。

　彼らが神殿から遠ざかっていく間にも、魔物はその数を増していた──。
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　この星には魔ま素そが満ち満ちている。

　血管のように地下を走る龍りゆう脈みやくから放出され、大気を循じゆん環かんし、大地へと還かえっていく。

　その過程で魔素は万ばん物ぶつに宿り、これに力を与あたえる。動植物に活力を与え、石ころを魔石に変え、超ちよう常じようの力を発揮させる。

　その魔素が濃こさを増すのが、秋という季節だ。

　大地から立ち昇のぼる魔素はその量を増し、それに合わせて植物は成熟する。木々は果実をたわわに実らせ、それをたらふく食べた動物は肥え太る。そして、狩かりゆ人うどがそれを狩かって──と、いうように、食物連れん鎖さは続いていく。

　田畑を耕し、森とともに生きる人々にとって、秋はまさに恵めぐみの季節だった。実りの秋の言葉通りに、魔素は多くのものを彼らに与えてくれた。

　その一方で、過か剰じような魔素は脅きよう威いも生み出していた。命の素もと、あるいは命そのものだと言われる魔素。それは時に魔物へと姿を変え、人々を脅おびやかす。それでも、普ふ段だんは魔素が溜たまりやすい土地や迷めい宮きゆうにしか現れないのだが──。

　秋になれば、大気中の魔素が濃のう度どを増す。

　それはつまり、魔物が大量発生するということだ。

　棲せい生そく息域では雨後の筍たけのこのように魔物が生まれ、群れをなしていく。そしてそれらは、溢あふれるように外へ、外へと進出していく。

　魔素は恵みを与えるだけのものではない。

　大きな危険を孕はらんだ、諸もろ刃はの剣つるぎなのだ。

　九月から十一月にかけて、数を増していく魔物たち。彼らが活気づく時季を、人は皮肉を込めて『繁殖期』と呼んでいた。




「急げっ！　急げっ！　急げっ!!」

「もたもたするなよ！　準備できたヤツから行けっ！」

　悠ゆう斗とたちが神殿から逃にげ帰った日の午後、ディルカ村は騒そう然ぜんとしていた。

　それも当然だ。魔物の大群が現れたなど、気が弱い者なら聞いただけでも失神してしまうだろう。一いつ般ぱん人にとって、魔物は恐きよう怖ふの象しよう徴ちようでしかない。その魔物が雪崩のように押し寄せてきたとあっては、悠ゆう長ちように構えていられるわけもなく──。

「ヒャッハー！　喰くい放題だっ!!」

「後おくれを取るなよ！　ここで一気に稼かせぐんだ!!」

「きゃー！　きゃー、またレベルアップしたっ！　レベルアップしたよぉ！」

　──どうも、恐怖によるパニックとは違うようだ。

　大おお騒さわぎは大騒ぎなのだが、それはお祭り騒ぎのようなものであり、先ほどから冒ぼう険けん者たちが、歓かん声せいを上げながら森に入ったり出たりを繰くり返している。

「た、た、たまんねぇーっ！」

「最高だ！　早めに用意しておいてよかったぁーっ！」

「神様ありがとぅーっ!!」

　喜色満面でディルカの森に飛び込んで、すぐにも同じ表情で飛び出してくる冒険者たち。彼らの手には抱かかえきれないほどのモンスター素材があり、それをぼろぼろと落としながらも、冒険者たちは気に留めることがない。

「はあ、はあ、ま、まいどあり」

「もう無理、無理……休ませて……」

　すり傷だらけの冒険者たちが際限なくポーションを買い求めるため、村の道具屋は大おお忙いそがしだ。近所の主婦たちも手伝っているが、怒ど涛とうの勢いには追いつけず、全員が目を回し始めていた。

「くたばれえええええっ！」

「【アイシクルウォール】！　【スパーク・ボルト】！」

「うおお！　こいつは手て強ごわい！　手を貸せ、お前らっ!!」

　悠斗たちの帰き還かんから、四時間。

　ディルカの森からは引っ切り無しに戦せん闘とう音が聞こえている。

　狂きよう乱らんの宴うたげは終わることを知らず、悠斗はそれを啞あ然ぜんとして見つめていた。

「た、たくましいな……」

　悠斗は、非常事態だと思っていたのだ。魔神が攻せめてきたのだとばかり考えて、狼ろう狽ばいし、帰り道に出会った冒険者たちに必死に警告を送った。

　その結果が、このお祭り騒ぎだ。

　冒険者たちは「繁殖期だ！」「繁殖期が来た！」と口々に叫さけび、諸手を挙げて村へと戻もどっていった。悠斗はその後を追いかけて、予想に反して喜ぶ人々を見て、広場で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして──そして、今に至る。

「いよいよ繁殖期ですね、ユートさま！」

「は、はあ」

　そう言われても、悠斗には何が何だか分からなかった。

　──繁殖期とは何ぞや？

　説明を求めようにも、腕うでまくりをしたアルマは道具屋を手伝いに行った。他ほかの村人に尋たずねようにも、誰だれもが忙しく走り回っていた。結果、ぽつんと一人残された悠斗は、何をするでもなく冒険者たちの動きを眺ながめていたのだが──。

「ただいま戻りました」

「おお、ルナ！」

　悠斗の頼たよれる知ち恵え袋ぶくろ。メイド魔王、ルナリエッタが森から帰ってきた。

　スカートのすそを叩はたいている彼女に、悠斗はそわそわしながら詰つめ寄っていく。

「何か分かったか？」

「はい。あの大群は繁殖期の魔物であること。それはまず間ま違ちがいないことです」

「魔神は関係ないのか？」

「そちらは微び妙みようなところですね。この騒ぎに乗じて動くかもしれません。警けい戒かいしておいた方がいいでしょう」

　ルナリエッタの報告に、「そうか」とだけ返す悠斗。

　魔神の大だい攻こう勢せいではないとしたら、次に気になってくるのはもちろんあのことだ。

「というか、そもそも繁殖期ってなんだ？」

「ご存じではないのですか？　秋になると自然発生する魔物の数が増していき、その期間を人間が繁殖期と呼んでいるのですが……例の箱庭の世界は、そこまで再現していないのでしょうか？」

「魔物の大量発生なあ……ああ、なんかあったかも。そういうイベントが」

《A.W.Online》では、年に一度、魔物の数が増えるボーナス期間があった。

　プレイヤーたちは、ここぞとばかりに魔物を倒たおし、経験値やモンスター素材を大量に入手していたのだが──思い返せば、先ほどの冒険者たちの様子は、ボーナス期間中のプレイヤーたちによく似ていた。

　悠斗はあまりの大群に驚おどろいてしまったが、何のことはない。繁殖期とは恒こう例れい行事のようなもので、この時季になれば必ず訪おとずれるとみんな知っていたのだ。一人で慌あわてふためいていたことが急に恥はずかしくなってきて、悠斗はガリガリと頭の後ろをかいた。

「でも、大だい丈じよう夫ぶなのか？　みんなあんなに浮かれてて、見てるこっちがヒヤヒヤするんだけど」

「心配は無用でしょう。欲よくを出しているとはいえ、彼らもいっぱしの冒険者。引き際ぎわを誤ることはないでしょうし、ディルカの森は彼らのホームグラウンドです。余程のことがない限り、大事に至ることはないでしょう」

「それならいいんだけど……」

　チラチラと冒険者たちの方をうかがい、不安そうな顔をする悠斗。

　レベル１５０の大魔法使いのくせに、変なところで心配性しような少年に、ルナリエッタは繁殖期の森に行くように勧すすめた。

「心配ならご主人様も魔物狩がりに参加してみてはいかがでしょうか？　いくらか素材を持ち帰れば、アルマさんも喜びますよ」

「そうか……そうだな」

　悠斗はしばらく逡しゆん巡じゆんしたかと思うと、首を縦に振ふった。

　彼もそうしようと考えていたところだったのだ。繁殖期とはどういうものかを知らずして、この世界の秋を過ごすことはできない。好こう奇き心しん半分、怖こわいもの見たさ半分で、悠斗はディルカの森に向かうことにした。

「お前はどうする？」

「私は魔神の動向を探さぐります。もしもご主人様の方で異変を見つけましたら、空に向かって派手な魔法を撃うち上げてください。こちらでも、ご主人様の助力が必要になれば、同じようにいたします」

「分かった。それじゃ、行ってくるわ」

「ご健けん闘とうを」

　ルナリエッタに見送られ、悠斗は中央広場を行き交かう人々の中へと入っていく。

　繁はん殖しよく期の到とう来らいがもたらした興奮は未いまだ冷めやらず、広場を渦うず巻まく熱気にあてられて、悠斗は早くものぼせそうだった。




　　　　‐２‐




　ディルカの森は初心者用の狩り場である。

　それなりの強さの魔物が、それなりに発生し、それなりの広さの森に巣食っている。

　このほどほどさが駆かけ出しの冒険者にはありがたい。魔物の奇き襲しゆうを受けたとしても、ここならば深刻な問題にはなり得ない。同業者とかち合うことはないが、助けを呼んでも誰も来ないということもない。

　安全ではないが、死の危険性は低い狩り場。王都に近いこともあり、ディルカの森は日ごろから多くのひよっこ冒険者でにぎわっていた。

「だああああっ！　てめっ！　あっち行け！」

「お前こそ邪じや魔まだ！　横取りするな！」

「ああ、あああ、私の獲え物ものがぁ～……」

　しかし、今は違ちがう。繁殖期のディルカの森は激戦地だ。

　二倍にも三倍にも増えた魔物を倒し、魔素と素材を手に入れる。レベルアップを、そして一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう冒険者たちは、初心者、中級者、入り乱れて魔物を狩かっていた。

『ガアアアアッ！』

「シャアアアッ！」

　荒あらぶる大おお熊ぐまと、目を血走らせた大男では、どちらが魔物か分かったものではない。

　がっぷりと四つに組み合って、一進一退の攻こう防ぼうを見せる彼らの周りでは、やはり似たような戦いが繰り広げられていた。

「すごいな……」

　小高い場所から辺りを見回して、悠斗は感かん嘆たんの声をぽつりと洩もらした。

　土石流のように思えた魔物の群れが、冒険者たちによって押し返されている。彼らが剣けんを振り、矢を放つごとに、魔物は音を立てて魔素の煙けむりに変わっていく。

　その場に残された素材は、各チームの下っ端ぱらしき少年少女によって集められている。結構な重労働だというのに、彼らの顔には喜びと充じゆう実じつ感かんが浮うかんでいた。

「こういうとこも《A.W.Online》と同じだな」

　舞ぶ台たいは違えど、人の性質は変わらないということだ。

　楽な戦いと判断すれば、人間は効率を重視するようになる。必要とあらば人海戦術も用いて、『一時間あたりの報ほう酬しゆう』を計算するようになる。一人でゲームを楽しむシングルプレイヤーの悠斗には無む縁えんの話だったが、攻こう略りやく掲けい示じ板ばんには、そういった話で盛り上がる人が多くいた。

「よし、下がれ！　回復だ！」

「「「はい!!」」」

「第二部隊！　前に出ろ！」

「「「はい!!」」」

　彼らもそういった人種なのだろう。ディルカ村に滞たい在ざいしていた冒険者の中で、もっとも大きなチームの戦闘は圧巻だった。

「削けずれ！　削れ！　削れ！　雑ざ魚この肉にく壁かべなど削り取ってしまえ!!」

「「「おおおおおぉうっ!!」」」

　若き《ホークアイ》に率いられたレベル50の冒険者たちが、数と連れん携けいの力によって魔物を駆く逐ちくしていく。十人一組の二つの部隊が、円舞曲ワルツのようにくるくると入れ替かわり、ボアやグリーンプラントの群れを押し返していく。

　決して突とつ出しゆつせずに、他の冒険者集団との位置を確かく認にんしながら──しかし、先頭を走るために、じりじりと森の奥へと進んでいく《ホークアイ》たち。彼らの後ろ姿を見送りながら、悠斗は感心したようにうなずいていた。

「ユートさまー！」

　なるほど、繁殖期とはこういうものかと悠斗が納なつ得とくしていると、彼の後ろから一人の少女が駆け寄ってきた。ふんわりとした長い茶ちや髪ぱつを、そして大きな胸を揺ゆらしながら、小走りに近づいてくる薄うす桃もも色いろの巫女みこさん。道具屋の手伝いをしていたはずのアルマが、晴れやかに笑いながら手を振っていた。

「あれ？　アルマ？　どうした、魔物は怖いんじゃなかったのか？」

「浅い場所なら平気ですよ。この辺りには、レベル30ぐらいの魔物しか出ません」

「な、なるほど」

　そう言う彼女はレベル50の《巫女》である。

　そばまで来た少女の手に、ギラリと輝かがやく鉈なたを認めて、悠斗は硬かたい表情でうなずいた。

「ところでユートさま。ユートさまも狩りをなさるそうですね？」

「ああ。見学ついでに、ちょっと戦ってみようかなと」

「そうですか！　なら、私もお供します！」

　最近は村人や村の行事、会合ばかりを優先して、悠斗のお世話ができていない。そのことを村長に指し摘てきされたアルマは、ここぞとばかりに悠斗に付き従い、彼の役に立とうと思っていた。

　かわいらしいガッツポーズを決めるアルマに、悠斗は苦く笑しようしながら尋ねる。

「道具屋の手伝いはもういいのか？」

「売り物がなくなったので、店じまいになりました」

「すごいな、繁殖期!?」

　二ヶ月前の水不足が祟たたって、ポーションを例年通りに用意できなかった。

　今年は薬草、解毒剤ざいなどの流通量が少なく、数をそろえることができなかった。

　しかし、それ以上に冒ぼう険けん者たちの勢いが激しかった。どの品も飛ぶように売れていき、半日足らずで在庫は空っぽだ。村の男衆が最も寄よりの町まで馬車を走らせたが──しばらくは品しな薄うすな日が続くだろう。

「もう少し先かと思っていたのですが、急に来ましたからね。村のみんなも道具屋さんも、少しだけ準備ができていなかったんですよ」

「やっぱりおかしいのか？　九月末に魔物がドバッと出てくるのは」

「ええと……確かに早いとは思いますが、ないことはないです。おじいちゃんは、二十年前にも似たような騒さわぎがあったって言ってました」

「へえ……」

　てっきり悠斗は、魔神が引き起こした異常事態だと思っていたのだが──どうやら、そうとは限らないらしい。

「この時季の魔物の動きだけは、王都の学者様も予測できないって言いますからね」

「そんなもんか」

　ディルカ村の人々も、冒険者も、たくましいものだ。

　アルマの説明を聞きながら、悠斗は活気に満ちたディルカの森の風景を見つめていた。

　──その時のことだ。

「……ん？」

　悠斗の視界のすみに、妙みような動きをする少年が見えた。

　中ちゆう腰ごしになり、木々に隠かくれながらこそこそと移動する赤毛の冒険者。腰こしのベルトに大きなナイフを差した少年は、辺りをうかがっていたかと思うと、狐きつねか兎うさぎのように茂しげみに飛び込んで消えてしまった。

「もしかして、あれって」

　彼の姿が、かつて見た人々と重なるようだった。

　ＶバーチヤルＲリアリテイゲームの『稼かせぎ』とは、つまるところ巨きよ大だいなパイの取りあいだ。限られた資源をいかに自分の物にするか。それに腐ふ心しんする者は、とかくチームを組みたがる。『みんなの力』を利用して、より大きくパイを切り取っていく。

　それは実に効率的なやり方だったが──中には、それを快く思わない者がいる。

　そして、そういった輩やからは、時に無む謀ぼうなことをしてしまう。

「アルマ。ちょっと待ってろ」

「えっ？　あっ、ユートさま！　ユートさまーっ!?」

　自分が感じた一いち抹まつの不安を信じ、悠斗は杖つえを構えて走り出した。

「うわっ!?」

「マジかよっ!?」

　悠斗に狩り場を荒あらされると思った冒険者たちが、ギョッとして悲鳴のような声を上げた。それには構わず、悠斗は消えた赤毛の少年を追いかけた。




　考えてみればおかしな話だ。

　せっかくの繁殖期なのに──それも、予想よりだいぶ早いのに！

　まだ王都でのんびりしているヤツらを出し抜ぬけるチャンスなのに、なんで素材拾いなんてしなくちゃいけないんだ？

　赤毛の《スカウト》、パウロ少年は面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。

「冒険者になってまで、下っ端なんてやってられるかよ」

　細い手足に、浅黒い肌はだ。その見た目に反してパウロは王都育ちであったが、世にも悲しき荷運び夫だった。小さなころから親方にぶん殴なぐられ、なけなしの給料は飲んだくれの父親にむしり取られ、散々な毎日を送っていた。

　そんな生活が嫌いやで王都を飛び出し、冒険者になったのに──そこでもこき使われるなんてあんまりだ！

　十三歳になったばかりの少年は、冒険者は自由で、豊かで、チャンスをものにすれば簡単に成り上がれる。そんな安直なイメージを持っていた。

　28という、一いつ般ぱん人に毛が生えたようなレベルには目を向けず、やがて訪おとずれるであろう輝かしい未来だけを信じていた。

「くそっ！」

　腹立たしげに、ナイフで蔓つるを払はらうパウロ。

　分け前をもらえると言われて小さなチームに入ったが、苦労の割にはおこぼれ程度しかもらえない。銀貨の一枚、二枚なんて駄だ賃ちんみたいなものだ。オレは金貨が欲しいんだ！　それも袋ふくろにどっさり入った、重たい金貨が！

「くそっ！　くそっ！」

　──今に見ていろよ。オレは成り上がってやる。金持ちになってやる！

　上じよう昇しよう志向の強い少年である。その割には、どうにもお粗そ末まつな動きだった。

《スカウト》のくせに──斥せつ候こう職のくせに、音を立てて森を進むなんて。同じチームの先せん輩ぱいが見れば、きっと彼を叱しかっただろう。しかし、それが嫌でこっそりチームを抜け出した少年に、忠告を送る者はいなかった。

「確か、このへんだったよな……おっ」

　大木の幹に刻んだ印を見つけ、パウロはほくそ笑えんだ。

　ディルカの森に詳くわしい冒険者を酔よわせ、聞き出しておいたのだ。一攫千金とまではいかないものの、とても『美味おいしい』獲え物ものが現れる場所を。

「フォーチュンラビットは、っと」

　茂みに身を隠し、きょろきょろと辺りを見回すパウロ。

　彼が探しているのは、魔物の形をした金貨袋ぶくろで──。

「……！　よしっ！　よしっ!!」

　お目当てのものを見つけ、パウロ少年は両りよう拳こぶしを握にぎりしめた。同時に、小さな歓かん声せいを上げる幼き《スカウト》。目をぎらつかせた彼の視線の先にいたのは、

『キュ？』

　枯かれ草色の耳の大きな兎だった。

　正確にはフォーチュンラビットという魔物で、くりくりとした目の兎は、その希少さからユニークモンスターに分類されている。滅めつ多たに現れることはないのだが、繁はん殖しよく期だけは必ずその姿を見せ、ディルカの森の草を食はむ。

「見てろよ……」

　パウロはぺろりと乾かわいた唇くちびるをなめた。

　あれこそが彼の標的であり、夢の実現の第一歩だ。弱々しく、子どもでも狩かることができて、そのくせ貴重な素材を落とす。それを王都で売り払えば、ちょっとした財産になるのだ。ぼろっちく、くたびれた装備を新調するだけの金に──。

「ぜってー倒たおす。逃にがすかよ」

　素材だけではない。大量の魔ま素そを溜ため込んだフォーチュンラビットを倒しさえすれば、パウロのレベルはグッと上がる。そうすれば、強い魔物を狩れるようになる。一人で好き放題にしても、食っていけるようになる。

　パウロの目には、枯れ草色の兎が黄金に輝いて見えるようだった。

　勝利と栄光は今ここに約束された。後はもう、フォーチュンラビットの首筋にナイフを突つき立てるだけだ──。

『グルルルルル……』

「……ひっ!?」

　口をつけてもいない勝利の美酒に酔い、少年は警けい戒かいを疎おろそかにしてしまった。

《スカウト》のくせに魔物に後ろを取られるなんて──同じチームの先輩がいたら、やはりパウロは叱られていただろう。しかし、この場に仲間はいない。助けてくれる人は、どこにもいなかった。

　当然だ。パウロは彼らを出し抜こうと、先へ、先へと進んでいたのだから。

『ガアアアアッ！』

「うううおおああああああっ!!」

　フォレストベアーの剛ごう腕わんが唸うなり、パウロは悲鳴を上げて宙を舞まった。

　直ちよく撃げきではない。大おお熊ぐまの爪つめがズボンに引っかかり、放ほうり投げられただけだ。しかし、受け身も取れずに頭を打ったパウロは、そのまま地面に倒れ込んでしまった。

「か、あ……？」

　揺れる、揺れる、揺れる。

　パウロの視界がぐにゃぐにゃと揺れている。

　色づき始めた木々も、まだ青い下草も、茶色い地面も、青い空も、絵の具皿ででたらめにかき混ぜたように混じり合っている。焦しよう点てんが合わなくて、自分の意識がまるで他人のもののようだ。

　恐きよう怖ふではなく衝しよう撃げきで思考をぼやけさせながら、パウロは、

（あ、オレの金貨が……）

　驚おどろいて逃げていくフォーチュンラビットに手を伸のばしていた。

『グウウウ……！』

　ずしん、ずしんと大地が揺ゆれる。

　大きくて黒い何かが近づいてくる。

　それを他人ひと事ごとのように思いながら、パウロは意識を遠のかせ──。




「【マジック・ミサイル】、発射！」




　ハッと目が覚めるような光景だった。

　恐おそろしいフォレストベアーに光こう弾だんが突き刺ささり、首から上を持っていく。

　首なしになった魔物は、しばらくよろよろと歩いていたかと思うと、力なく倒れて魔素の煙けむりになってしまった。

（あ……？）

　非現実的な光景に、パウロは呆ぼう然ぜんとしていた。

　一体、何が起きたんだ──？

「ふう」

　キーンと響ひびく耳鳴りの中、誰だれかが息を吐はくのが聞こえた。いまだぼやける視界の中に、純白のローブと、キラキラ輝かがやく宝玉──そして、風に揺れる黒くろ髪かみがあった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう言って、パウロに近づいてくる人物。

　その余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度に、少年はなぜか無む性しように腹が立った。

（ちくしょう……それは、オレんだぞ……）

　そうなるはずだったのだ。もう少しでそうなれるはずだったのだ。フォレストベアーなど『何かのついで』で倒せるような冒ぼう険けん者に。

（オレの、フォーチュンラビット……）

　富と名声をもたらす枯れ草色の兎を幻げん視ししながら──懲こりない少年は、悔くやしさを嚙かみしめて、今度こそ意識を失った。
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「お見事でした、ユートさま！」

　追いかけてきて、最後の場面を見たのだろう。

　悠斗の振ふり返った先にはアルマがいて、少し離はなれた場所には、目を丸くしている冒険者たちがいた。

「その子も喜んでいると思います」

「そうかぁ？」

　悠斗の足元に転がっている少年は、憎にく々にくしげな顔をしたまま、だらりと舌を出して気絶していた。とても助かった安あん堵どだとか、救助者への感謝を抱いだいているようには思えない。余計なことをしやがって──という声が聞こえるようだった。

「パウロ！　おい、お前っ！」

「また勝手に動いて……！」

　瘦やせぎすな少年を悠斗が足先でつついていると、冒険者たちの集団から若い男女が飛び出してきた。パウロと同じ赤毛の男女は、心配そうに駆かけ寄ってきたかと思うと、すぐにも顔をしかめて悪態をついた。

「なんつー顔を……」

「同郷の恥はじだわ……」

　気絶するにも、もっとマシな表情はあっただろうに。

　言外にそう語る男女は、パウロのそばに立つ悠斗に頭を下げた。

「すみません、助かりました」

「新入りの世話もチームメイトの役目なのに……ちょっと目を離した隙すきにいなくなっちゃって。ご迷めい惑わくおかけしました」

「あ、いえ。ちょっと気になっただけなんで」

「ええ、はい。うちのパウロが気を揉もませました。お詫わびにご馳ち走そうしますよ」

「後で『三匹びきの子犬亭てい』に来てくださいねっ」

　それだけを言い残し、パウロのチームメイトは少年を担かついで行ってしまった。

　残された悠斗は、しばらくぽかんとしていたが、

「まあ、好意は素す直なおに受けるか」

「はいっ！」

　フッと息を吐き、アルマを連れて、来た道を戻もどり始めた。

「ふふふ、これでユートさまの信者も増えますね。喜ばしい限りです」

「俺は別に喜ばしくないけどな？」

　これから次し第だいに秋深くなっていくディルカの森。

　まだ少ない枯かれ葉をサクサクと踏ふみながら、悠斗はゆっくりと村へ戻っていき、

「……ん？」

　──誰かに見られているような気がした。

　しかし、この場には、アルマと冒険者たちしかいない。

　怪あやしいものは何もないはずだが──。

（気のせいか？）

　妙みような感覚に首を傾かしげながら、悠斗は冒険者たちの後ろに続いた。




　　　　‐３‐




　その日の晩は大だい宴えん会かいだった。

　冒険者はほくほく顔で狩りの成果を確かく認にんし、レベルが上がった者、新たなスキルを習得した者は、広場の端はしでじゃれ合うように組み手をしていた。村人たちは銅貨、銀貨を幸せそうに数え、早くも越えつ冬とうのことを話し合っていた。

　その合間に人々は声を上げ、あちこちで酒を酌くみ交かわしていた。

「「「かんぱぁぁぁああいっ!!」」」

『三匹の子犬亭』のホールだけではとても足りない。

　広場を開放し、組み上げた丸太を燃やす。それを囲んで、冒険者、村人たちは、樽たるジョッキや陶とう製せいのコップを高らかに掲かかげた。

「いやあ、大おお儲もうけだったな」

「さっすがリーダー！　早めに動いて正解だったな！」

「あんた、調子いいねえ。ちょっと早いかな？　ちょっと早いだろ？　ってずっと文句垂れてたくせに」

「う、うるせー！」

　繁はん殖しよく期という『ボーナス期間』をどう過ごすかが、一流と二流を分ける要素だ。

　フォーチュンラビットのようなレアものを一点集中で狙ねらうもよし。とにかく雑ざ魚こを狩り続け、入手した素材を倉庫に溜め込むもよし。上手うまく立ち回った者が成功する世界において、どこよりも早く繁殖期の魔ま物ものを狩れたのは、大きなアドバンテージと言えた。

「えっと、ここがこうで、これがこうなるから……」

　勝利に沸わく一方で、真しん剣けんな表情で帳ちよう簿ぼをつける者もいた。

　主街かい道どう沿いの拠きよ点てんを離れ、地方に滞たい在ざいするのはいいが、宿代も馬ば鹿かにはできない。明日には噂うわさを聞きつけた冒険者が大挙して押し寄せるだろう。日に日に取り分は減っていき、出費は変わらず必要になる。そうなる前に、まだ繁殖期を迎むかえていない狩かり場に移動するべきか──。

　冒険者とは渡わたり鳥のようなものだ。美味おいしい餌えさを求めて、村から村へ、町から町へと移動している。飢うえないためには、幸せを嚙みしめている今だからこそ、次のことを考えなければならなかった。

「ちくしょー……」

　さて、そうなると、パウロ少年の立場が難しくなってくる。

　これ以上ない獲え物ものを見つけ、みすみすそれを逃のがしてしまった。一人で動き、兎うさぎ狩がりに夢中だったので、チームのおこぼれに与あずかることもできなかった。獲えたものは何もなく、失ったものはあまりに大きい。金、名めい誉よ、好機、魔ま素そ、魔物の素材にチームメイトの信用。これでフォーチュンラビットさえ倒たおせていればまた違ちがっただろうが、目もく論ろ見みを見事に外した少年は、二流どころか三流冒険者であった。

「ほら、パウロ。あんたもお礼を言いな」

「……ちっ」

　魔ま法ほう使つかいなんかに助けられたことも屈くつ辱じよくだった。

　第一王女や宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようが地位向上に尽じん力りよくしているとはいえ、サウス戦士リアの国では魔法使いは蔑さげすみの対象だ。体を動かさず、呪じゆ文もんで楽をしようとする軟なん弱じやく者など、嫌きらわれて当然だとパウロも思っていた。

　その魔法使いに助けられた──。

　御ご前ぜん試合の優勝者だろうが何だろうが、関係あるものか。もやし野や郎ろうに頭を下げるだなんて、絶対に嫌いやだ！　チームメイトに頭をつかまれていたパウロは、それを振り切って広場のすみへと逃にげ出した。

「ああっ、パウロ！　あー、もう！　あいつ！」

「すみません、あいつ、いっつもあんな調子で……」

「いや、いいッスよ」

　赤毛の男女は申し訳なさそうに謝ったが、悠斗は特に気にしてはいなかった。

　冒険者ギルドの長老たちに比べれば、あの程度の生意気なんてかわいいものだ。むしろ元気があっていいじゃないかと、悠斗は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「そう言ってもらえると助かります」

　何度も頭を下げながら、遠ざかっていくパウロのチームメイトたち。

　彼らを見送った後、悠斗は『三匹の子犬亭』へと移動した。

「おめえ、次はどこに行くよ？」

「南部だなー……元からそのつもりだったし」

「レベル上がった？　わたし、38になったよー♪」

「マジで？　うわー、ちょっとショック。抜ぬかされてるし……」

　今秋の予定を話し合う者。

　ライバルに対たい抗こう心を燃やし、更さらなるレベルアップを誓ちかう者。

　いずれも楽しげな冒険者たちの間を縫ぬうように、悠斗は歩く。

「おお！　ユート様！」

「狩り場に魔物が増えたのも、ユート様の御み業わざによるものですか？」

「はああ……ありがたや、ありがたや」

　途と中ちゆう、村の老人につかまって、頭や腕うでをさすられた。

　そんなことをされてもご利り益やくなど出せないのだが──曖あい昧まいに笑いながら、悠斗はなされるがままになっていた。

　みんな満足そうだ。望外の喜びに、みんな口元を緩ゆるませている。

（前に大おお猪いのししを狩った時も、こんな感じだったっけ）

　焚たき火に照らされながら、悠斗は取り留めのないことを考えていた。

　すると──。

「……ん？」

　またあの目だ。

　誰だれかに見られているような気がした。それも、前よりもはっきりと。

「誰だ……？」

　多くの冒ぼう険けん者、村人たちが悠斗に目を向けている。興味、あるいは感謝を込めて、彼に視線を送っている。そのどれとも違う、まるで異質な感覚に、悠斗は眉まゆをひそめた。

「これって……」

　もう視線は感じられない。

　違い和わ感かんはどこかに失うせている。

　しかし、消えない気持ち悪さに、悠斗はその場に立ち尽つくしていた。




　　　　‐４‐




『ルナリエッタ？　流れのメイドさん？』

　記き憶おく。

　遠いようで近い記憶。

『うん、村長は私のおじいちゃんだよ』

　柔やわらかな声。

　人ひと懐なつっこい少女の笑え顔がお。

『今日からよろしくね、ルナちゃん！』

　そう言って、手を差し出す薄うす桃もも色いろの巫女みこ。

　アルマ＝アニータ＝コルテーゼに初めて会った日のことを、ルナリエッタは振ふり返っていた。

（あれからもう三ヶ月ですか）

　早いものだとルナリエッタは思った。

　ディルカ村に来たのは、魔ま神じんを倒すためだった。他ほかに用事などない。長閑のどかだが辺へん鄙ぴな村で、得られるものなど何もないと思っていた。

　魔神を倒したら、さっさと出ていくつもりだった。許された期間いっぱい、世界を見て回りたかった。それがどうしたことか、こうして自分はここにいる。予定をはるかに超ちよう過かして、ディルカ村に滞在している。

　それもこれも、あの人のせいだ。死にぞこないの魔神を片づけて、ディルカ村に別れを告げようとしたのに、それを台無しにした凡ぼん庸ような少年。

　異世界人にしてレベル１５０の《マジック・ルーラー》という訳の分からない存在は、ルナリエッタのスケジュールをめちゃくちゃにした。予想の外からやってきて、調和の取れた彼女の世界をかき乱したのだ。

　許せるものではなかった。魔王の歩みを止めるなど、許されることではなかった。

　しかし、それを面おも白しろく感じている自分がいる。ルナリエッタは寝しん室しつで髪かみを梳すきながら、悠斗が次に何をしでかすのかを楽しみにしていた。

「はい、ルナちゃん。お風ふ呂ろ上がりのミルク」

「アルマさん」

　寝ね間ま着き姿のアルマが、木製のコップに牛乳を入れて持ってきた。

「打ち合わせはもう終わったのですか？」

「うん。仕入れは例年の二倍にしようって決まったよ」

「強気ですね。オフシーズンまで売れ残ったら悲ひ惨さんですよ」

「でも、薬草なんて安いうちに買っておかないと。高くなってからだと、ちょっと手が出せなくなるもん」

「まあ、それはそうですね」

　元手があるのなら、薬草などは買えるだけ買っておいた方がいい。

　繁殖期を迎えると需じゆ要ようが急速に高まっていき、相場は天てん井じよう知らずに上がっていく。そうなる前にまとめ買いをしておけば、その分、ディルカ村はうるおうことになる。

　ただし、欲よくを出して在庫を抱かかえてしまえば、破産もあり得る。

　旅の途中でそうした悲喜こもごもを見てきたルナリエッタは、老ろう婆ば心しんからアルマに忠告をした。ディルカ村のように村営の道具屋や宿屋を擁ようした村は、失敗した時の被ひ害がいが大きいぞと言おうとしたのだが──すぐにも、余計なお世話だと思って口を閉じた。

（私も馴な染じんだものですね）

　長い歴史を持つ村だ。財源や収入、税金のやり繰くりには慣れたものだろう。そこにわざわざ口を挟はさむなど、この村の人間になったようだ。

　魔王が村人になるなど、冗じよう談だんではない。そこまで老成していなければ、達観もしていない。自分はシェルドラ＝マハトに戻もどって王位を継つぐのだ──しかし、一いつ瞬しゆんでもそのことを忘れていたルナリエッタは、心の中で小さく自じ嘲ちようした。

「ああ、いい気持ち。いい季節になったね」

　ルナリエッタがちびり、ちびりと牛乳に口をつけていると、アルマが髪を拭ふきながらそう言った。窓まど際ぎわの椅い子すに座った彼女は、そよ吹ふく夜風で火ほ照てった肌はだを冷ましながら、ルナリエッタに笑いかける。

「ルナちゃんが来たころは、夜も暑かったのにね」

　考えていたことは同じだったということか。

　秋の夜はどうも人に過去を振り返らせるようだ。六月下げ旬じゆんからの夏の思い出に浸ひたっているアルマに、ルナリエッタは「そうですね」とうなずいた。

「夏が終わって、秋になって、冬が来て……その時、私たち、どうしてるのかなあ」

　ほんのりと湯気を立ち昇のぼらせる、浴後のアルマ。

　彼女が髪をかき上げると艶なまめかしいうなじが露あらわとなって、大きな胸はしきりにゆさゆさと揺ゆれていた。男が好みそうな体だ。ルナリエッタは自分の貧相な胸に手を当てて、匂におい立つようなアルマを冷たくにらんだ。

「先のことなど分かりませんが、アルマさんはご主人様と結ばれているのではないですかね」

　あの体に触ふれれば、男の理性などどこかへ吹き飛ぶだろう。

　紳しん士しぶっている悠斗も、近いうちに手を出すのではないか。そして、おそらくアルマはそれを拒こばまない。その光景が鮮せん明めいに頭に浮うかび、ルナリエッタは何だか面白くないような気がした。

「ううん、私は巫女だし……多分、ユートさまは私よりルナちゃんが好きなんだと思う……それにルナちゃんだって、ユートさまのこと好きでしょ？」

「私が？」

　恥はずかしがるはずのアルマが神しん妙みような顔をしたので、ルナリエッタは驚おどろいてしまった。

　珍めずらしく真面まじ目めな顔をして──それに、悠斗とルナリエッタが好き合っているなどと、おかしなことを言うものだ。

（ご主人様のことを好き？）

　自分は恋れん愛あいとは無む縁えんだと思っていただけに、ルナリエッタは動どう揺ようしてしまった。

　惚ほれた腫はれたに夢中になるなど馬ば鹿か馬ば鹿かしい。幼おさな馴な染じみのモルモニは、同年代のどこの誰が付き合っているかを逐ちく一いちチェックしていたが、そのようなことに労力を割さくなど考えられなかった。

　悠斗に馴なれ馴れしく接していたのも、あれは彼の人となりを確かめるためのテストのようなもので──。

「もしかして、ルナちゃん、どこかに行っちゃうの？　また流れのメイドに戻るの？」

　追い打ちのようなアルマの言葉に、ルナリエッタは声も出なかった。

　魔神さえ倒たおしたら、予定通りにディルカ村を出ていく。それは変わらない。変えるつもりもない。王位はそれほど軽いものではない──しかし、アルマの寂さびしそうな顔を見ていると、なぜか「そうだ」とは言えなかった。

「せっかく仲良くなったんだから、もっといっしょにいたいな」

　黙だまりこくっているルナリエッタにそう言って、アルマは自分のベッドに潜もぐり込んだ。

　いつもはルナリエッタの方を向き、横になってからもあれこれ話しかけてくるのだが、今日に限っては背中を向けて口を閉じている。その姿に寂せき寥りよう感を覚え、ルナリエッタはとうとう何も言わずに部屋の灯あかりを消した。

（魔神を倒してからのこと……）

　それは遠い未来の話ではない。

　もうすぐ訪おとずれるものだ。必ずやってくるものだ。

　どれほど巧たくみに隠かくれたとしても、魔王からは逃のがれられない。魔素の流れはルナリエッタにすべてを教えてくれる。細い糸を丁てい寧ねいに辿たどっていけば、必ず魔神に行き当たる。

　敵が焦あせって動きを見せれば、その時点で決着をつけるつもりだったが──最後まで隠れているというのであれば、それもいい。引きずり出して止とどめを刺さしてやる。

（その後、どうするかは……）

　見慣れてしまった天てん井じようを見つめながら、ルナリエッタは考え続けた。

　彼女の心は、その間、ずっと揺れていた。




　　　　‐５‐




　昨晩、何があったというのか。

　朝食の席に着いた少女たちの様子がおかしい。

「……ふう」

「……はあ」

　物もの憂うげにため息を吐つくアルマとルナリエッタ。

　アルマも、たまにはアンニュイな気持ちになることもあるだろう。しかし、あのルナリエッタもとなると、何やら大問題のような気がする。

「なあ、どうかしたのか？」

「いっ、いえ！　何でもありませんよ？　ねっ、ルナちゃん？」

「ええ。私はいつも通りです」

　そうは言うものの、アルマは声が裏返っているし、ルナリエッタの言動もどこか演技的だ。これで心配するなと言われても無理な話だ。悠斗は思わず身を乗り出して、ルナリエッタの額に触れようとした。

「熱でもあるんじゃないか？」

「……っ！」

　伸のばされた悠斗の手。それをルナリエッタは──。

「は？」

　悠斗の手が空を切る。

　向かいの席には、ルナリエッタの姿がなかった。

「いや、何でだよ」

　悠斗は席から離はなれ、テーブルのわきに移動したルナリエッタに手を伸ばした。

　しかし、またも彼の手は避よけられる。ルナリエッタは素知らぬ顔をしている──。

「おい、ルナ？」

　何度も悠斗は手を伸ばすが、そのたびにルナリエッタは素す早ばやく動いてこれを避ける。

　まるでボクサーのように頭を振って、悠斗の手をかいくぐるルナリエッタ。

　彼女はしばらくそうしていたかと思うと──ハッとした顔になり、姿勢を正した。

「あまりに未熟。その程度の腕うで前まえで私を捉とらえようなど、片腹痛いわ」

「お前、やっぱり熱があるだろ!?」

　いつものおふざけにもキレがない。

　取り繕つくろったかのような態度に、悠斗がいよいよ心配になってくると、

「うふふ……やっぱり仲がいいですね……」

「ちょっ、アルマ!?　アルマーッ!?」

　二人のやり取りを見ていたアルマが、今にも死にそうな顔をし始めた。

　柔やわらかな朝日に溶とけ込んで、そのまま消えてしまいそうなほど儚はかなく穏おだやかな笑え顔がお。放っておけば天に召めされそうな少女を何とか引き留めて、悠斗は自分の席に戻った。

「お前ら、喧けん嘩かでもしたのか？」

「いえ……」

「そんなことは……」

　やはり歯切れの悪い少女たち。

　気まずそうにティーカップをいじっている二人を見ながら、悠斗は怪け訝げんな顔をして、首を傾かしげていた。




　繁はん殖しよく期二日目を迎むかえたディルカ村は、昨日にも増して盛せい況きようだった。

　宿場町まで品物を仕入れに行った村人か、連れん絡らく役の冒ぼう険けん者から聞いたのだろう。

　村の外からは続々と新たな冒険者が乗り込んできていて、彼らに交ざって、馬車に荷物を積せき載さいした商人の姿もあった。

「お越こしくださいませ。お越しくださいませ。タータン商会はどこよりも安く、質のよい商品を取り扱あつかっております」

「おい、ふざけんな！　まだこんな高値になるわけねえだろ！」

「足元見るなよな！　業ごう突つく張りが！」

　気分はもうシーズン真っ只ただ中なかなのだろう。今ならば、多少値を吊つり上げても売れるはずだと欲を出し、見事に失敗している者もいた。

　わいわいと騒さわがしくなった九月末のディルカ村。どこよりも早く繁殖期に突とつ入にゆうした村の片かた隅すみで──悠斗はなぜか、冒険者の相談を受けていた。

「魔物が減らない？」

　この家に冒険者が訪ねてくるのは初めてのことだ。何か大事件でも起きたに違ちがいないと構えていた悠斗は、相談内容を聞いて、ぽかんと口を開けた。

「それっていいことじゃないんですか？」

「それはまあ、そうなんだが」

　魔物狩がりとは争そう奪だつ戦だ。

　かぶりつけるパイの量は決まっているのだ。

　仁義などあってないようなもので、他者を押し退のけてでも利益を分ぶん捕どっていく。競争相手が隙すきを見せれば、すかさずそこをかっさらう。そうした世界に身を置く冒険者たちは、魔物はいればいるほど嬉うれしいはずだが──。

「もしかして、ユニークモンスターの大群でも出ましたか？」

「いや、違う」

　珍しいだけのフォーチュンラビットではない。類たぐい稀まれなる強さをもってユニークモンスターと呼ばれる魔物は、ただの魔物とは一線を画している。たとえば、オールドボアというユニークモンスターは、ボアと似て非なる存在だ。ボアだと思ってなめてかかると、駆かけ出しの冒険者など返り討うちに遭あってしまう。

　悠斗は、そういった強力な魔物が押し寄せてきたのかと思ったが──どうやらそれも違うようだ。言い難にくそうに目を逸そらしている三人の若手冒険者を見て、悠斗は段々と不安になってきた。

「じゃあ、どういうことなんですか？　魔物が減らないから困ってるってのは」

「実は……」

　ここでまごついていても話は進まないと思ったのか、頭にバンダナを巻いた青年が腹をくくって説明を始めた。

「おかしいんだ。繁殖期だから魔物が多いのは当たり前なんだが、倒せば倒した分だけ魔物は減るはずなんだ。それなのに、今朝、森に行ってみたら、昨日とそれほど変わらない数の魔物がいた」

「能天気なヤツは喜んでたけど、あたしらはどーにも嫌いやな予感がしてさ。いざという時のことを考えて、ユートさんに教えに来たわけ」

　冒険者に必要な資質があるとしたら、それは勘かんのよさだと言われている。

　第六感。虫の知らせ。微び妙みような違い和わ感かん。そうしたものを無視せずに、危険回かい避ひに役立てることこそ冒険者として大成する秘ひ訣けつとされていた。そういった意味では、わざわざ悠斗を訪ねてきた彼らは、一流の冒険者だと言えるが──。

「あたしたちの方でも原因は探さぐるけど、ユートさんにも動いてほしいのよ。多分、ブリード・ビー・クイーンみたいに魔物を生む魔物がいると思うんだけど……それを見つけてプチッと潰つぶしてほしいの。ほら、前にも魔法で子犬を見つけたでしょ？　あんな感じでさ」

「いや、それは畑はたけ違ちがいなんですけど……事情は分かりました。個人的にも気になったんで、ディルカの森を調べてみます」

「「「おお！」」」

　──魔物が多過ぎて、自分たちだけでは対処できない。

　つまりはそういうことなのだが、一流の冒険者だからこそ、矜きよう持じが邪じや魔まをしてなかなか本題に入れなかった。しかし、何事も吐き出してしまえば楽になるもので、冒険者たちはすっきりとした顔で悠斗の家を後にした。

「魔物の数が減らない、か」

「大変ですね……わ、私、ちょっと村のみんなに教えてきます！」

　増え続ける魔物を倒し切れなかった場合、被ひ害がいを受けるのはディルカ村だ。

　そのことを考えただけで肝きもを冷やしたアルマは、パタパタと足音を立てて家を出ていってしまった。

「ルナはどう思う？」

　アルマが十分に遠ざかるのを待ってから、悠斗は口を開いた。

「母体がいるのでしょうね」

「母体？」

「先ほどの方がおっしゃっていた、魔物を生む魔物です。それを倒さない限りは、いたちごっこになりますよ」

　事務的に説明をするルナリエッタは、いつもの調子に戻もどっていた。

　そのことに安心し、悠斗は更さらに質問を投げかける。

「魔ま神じんの影えい響きようか？」

「でしょうね。繁殖期のどさくさに紛まぎれて、動き出したようです」

　遂ついに来たか！　と、悠斗は緊きん張ちようを走らせた。

　しかし、ルナリエッタは少しも動じず、淡たん々たんと説明を続けた。

「何をするつもりかは分かりませんが、敵の手て駒ごまは徹てつ底てい的に潰していきましょう。ご主人様、母体を捜さがして倒たおしてください。そして、素材を回収してください。そこに宿った魔ま素そを解かい析せきすれば、チェックメイトに繫つながります」

「あれ？　お前はどうするんだ？」

「人目があるところで、大っぴらに《魔ま王おう》の力は使えません。無用な混乱を避けるためにも、母体の討とう伐ばつはご主人様にお任せします」

「分かった」

　──余よ裕ゆう綽しやく々しやくなルナリエッタを見ていると落ち着いてくる。

　悠斗は特に気負った様子もなく、応接間を出ていった。




　さて、母体討伐の依い頼らいを受けた悠斗だが──。

　ここで確かく認にんしておきたいのは、彼の索さく敵てき能力だ。

【長ちよう距きよ離りＭマジツク・Ｍミサイル】のロックオン機能を利用して、斥せつ候こう職の真似まね事ごとをしたこともある悠斗だが、同じ手が母体に通じるのかと言えば──答えはＮＯだ。レーダーが無数の光点で真っ赤になるほどの混戦状態では、個々を特定することさえ難しい。そもそも、悠斗は母体がどのような魔物かさえ知らないのだ。冒険者は魔法でパッと捜せるでしょと言っていたが、魔法使いはそれほど便利な存在ではない。

「斥候職になればよかった」

　とは、この世界に来てから悠斗がしばしば思うことだ。

　どのようなジョブにも得手不得手はあり、魔法職はそもそも探索に向いていない。餅もちは餅屋ということだ。とはいえ、冒険者やルナリエッタにうなずいてみせた手前、受けた依頼は解決しなければならない。

　そこで、とりあえずディルカの森に突入してみたわけだ。

「ダメだ、さっぱり分からん」

　結果は芳かんばしくない。それは分かっていたことだ。

　母体どころか、どんな魔物が、どこにいて、どのような動きをしているのか、悠斗にはまるで分からない。リーゼベルやヴァレンティア辺りは、魔法使いを万ばん能のうの賢けん者じやと思っている節があるが、とんでもない。《マジック・ルーラー》にもできることとできないことがあって、ディルカの森に潜ひそむ母体を捜すことは、悠斗にとっては後者だった。

「適当にうろついてみても……」

『ギギッ！』

『ブフウッ！』

「こんなのしかっ！　出てこないもんなあ」

　人食い植物の花弁を杖つえで殴なぐり飛ばし、返す刀でボアに【マジック・ミサイル】を放つ。

　それだけで魔物は魔素の煙けむりとなったが、目的はこのような雑ざ魚こではない。母体だ。母体を倒さなければ、雑魚は際限なく湧わき出してくる。しかし、それが見つからないので、もう一時間もディルカの森をさ迷っているわけだ。

「おお、魔法使いじゃねえか」

「どうだ？　母体は見つかったのか？」

「それが見つからなくって」

「うーむ、そうか。お前でも見つけられねえか」

　森で魔物を狩かっている冒険者たちは、もう事情を知っているのだろう。先ほどから悠斗に話しかけてきては、揃そろって渋しぶい顔をしている。

「ちょっと連合を組んで山やま狩がりでもするかあ」

「いやー、そこまでする必要はねえだろ」

「誰だれが音おん頭どを取るかで揉もめるしなあ……」

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男たちが、背中を丸めて村へと帰っていく。

　熟練の冒険者である彼らも、ディルカの森で母体を見たことはなかった。あれはもう少し上級者向けの狩り場や迷めい宮きゆうに出てくるもので、このような場所に現れるはずのないものだった。

「参ったな」

　悠斗も冒ぼう険けん者たちも、はっきり言ってお手上げだった。かくなるうえは人海戦術で、母体に突つき当たるまで魔物の群れを押し返す──などというアイデアが彼らの頭に浮うかんでくる。同時に、それで母体が見つかるのか？　という不安も──。

「へっ、だらしねえの」

「ん？　誰だ？　……って、お前か」

　ディルカの森の入り口付近で、悠斗が木にもたれかかっていると、頭上から声が降ってきた。見上げれば、枝に腰こしかけたパウロの姿がある。瘦やせぎすな赤毛の少年は、どこか得意げに笑っている。

「母体が見つからない、母体が見つからないってみんなおろおろしてさ。お前も役に立ってねえじゃん。魔法使いってのはやっぱダメだな」

「はあ」

　猿さるのような身軽さで、幹を伝って下りてきたパウロは、ニヤニヤとしながら悠斗の前で腕うでを組んだ。この優ゆう越えつ感に満ちた態度は、一体どういうことだろう。悠斗が不ふ審しんに思っていると、

「オレは見たぜ。この森にいないはずの魔物を見つけたんだ」

　パウロは、ここぞとばかりに手持ちの札を明かした。

「おっ、ほんとかっ!?」

「お、おう」

　のどから手が出るほど欲しかった情報に、悠斗は思わず飛びついた。その勢いに気け圧おされて、パウロは少年らしい素す直なおさを見せる。

「木の上からずっと森の奥を見ててさ。フォーチュンラビットを捜してたんだけど、代わりに変なヤツを見つけて……」

「変なヤツ？」

「透とう明めいになるオオトカゲだった。馬みてーな大きさで、木に登ってた。でも、段々透すけてって、すぐに見えなくなった」

「他ほかには？　何か気づいたことはあるか？」

「もうねえよ！　いいから放せよ！」

　肩かたをつかんでいた悠斗の手を振ふり払はらい、パウロは距きよ離りを取った。

「精々あがいてろ！　見えねえんだから、犬でもない限り分かりっこないぜ！」

「なるほど……教えてくれてありがとな。助かったよ」

「んだよ！　気色悪わりぃ！」

　素直に礼を言われ、パウロは狼狽うろたえた。

　このとっておきの情報を武器に、魔法使いを這はいつくばらせ、どうか助けてくださいと懇こん願がんさせるつもりだったのだ。それで傷ついたプライドを癒いやし、溜りゆう飲いんを下げるつもりだったのだが──。

「こ、これで借りは返したからなっ！」

　どこでどう間ま違ちがえたのか、予定が狂くるってしまった。

　駆かけ引きに失敗したパウロは、顔が赤くなるのを感じ、それを隠かくすように駆け足で去っていった。

「透明になるオオトカゲ、か」

　母体がどのような姿をしているのか、知ることができたのは大きい。

　これで有利に事を運べる。それに、しとめる方法もパウロが教えてくれた。

「それじゃ、早さつ速そく動くか」

　数分前とは一転、明るい顔になった悠斗は、ディルカ村へと戻っていった。




「そっちに行ったぞ！」

「追い込め！　追い込め！」

　一時間後、ディルカの森では大おお捕とり物が始まっていた。

　獲え物ものは透明になるオオトカゲこと、カメレザード。正確には透明になるのではなく、表皮を周囲の色に合わせて変化させ、景色に溶とけ込む忍にん者じやのような魔物だ。これをどうにか捕つかまえようと、冒険者たちは必死に足を動かしていた。

「あれ？　どこだ？　消えたぞ！」

「違ちがう！　よく見ろ！　そこに……ああ、分からなくなったぁーっ！」

　目のいいパウロをして、「消えた」「透けた」と勘かん違ちがいさせたカメレザードの隠いん蔽ぺい能力は本物だ。木の幹や枝葉、土や枯かれ葉、茂しげみなど、どんな背景にも即そく座ざに色を合わせる魔物は、《スカウト》や《アーチャー》の追つい跡せきさえ容易に振り切る。

『ゲッ、ゲゲゲッ』

　そして、逃にげる間に口から紫むらさき色いろの粘ねん液えきを吐はき出すのだ。

　これが魔物に姿を変えて、襲おそいかかってくるのだからたまらない。冒険者たちは悔くやしそうに歯ぎしりしながらも、かかる火の粉を払っていった。

『ゲッゲゲ』

　目を細め、愉ゆ悦えつに浸ひたるカメレザード。

　人間ごときがいくら頑がん張ばったところで、自分を見つけることはできない。魔物はそう思っていたのだが、

『ギッ!?』

　直後、驚おどろきに目を見開くことになる。

「クーティア！　あの辺か!?」

「うんっ！」

　幼い少女を肩かた車ぐるました少年が、一直線に向かって来ていた。

「これで決まるなら、決まれっ！」

　少年が杖を構える──まずい！　あいつは魔法使いだ！

　カメレザードはその場を飛び退のいて、木々を盾たてにするように動き回った。

「くそっ、外れたか」

　そう離はなれていない位置から、落らく胆たんの声が聞こえる。

　そうだ、当たるものか。見えているのならまだしも、視認できなければ矢も魔ま弾だんも当てられるはずがない。いくら威い力りよくが大きくとも、当てずっぽうで放たれる魔法など怖こわいものか──。

『ギッ!?』

　カメレザードが再びほくそ笑えんだ瞬しゆん間かん、魔物の尻尾しつぽが焼け焦こげた。

　痛みよりも驚きでカメレザードは跳とび上がる。そこを狙ねらって、第二、第三の【マジック・ミサイル】が──。

『ギイイイイイイ！』

　トカゲのように長い体をしならせて、迫せまる魔弾を回かい避ひするカメレザード。魔物は自分の表皮が景色と同化していることを確かく認にんし、

　──なぜだ！　なぜ分かる!?　なぜ当てられた！

　途と端たんに混乱に陥おちいった。

『ギッ、ギッ！』

「しぶといな。やっぱり近づくしかないか」

　なりふり構わず、全力で逃げ出すカメレザード。それを追いかける魔法使い。

「クーティア、怖くないか？」

「うん、平気！　かみさまといっしょだもん！」

「よし。なら、案内頼たのむぞ！」

　カメレザードとは対照的に、魔法使いは随ずい分ぶんと落ち着いている。

　肩の上の少女と言葉を交かわす余よ裕ゆうがあるなんて──。

『──ッ！』

　ちらりと後ろを振り返ったカメレザードは、事の真相にようやく気づいた。

　ピンと立ち上がった獣けもの耳みみ。ふさふさと揺ゆれる尻尾。

　あれは犬獣人だ。匂においで自分を追える種族だ──！

『ギィィィィィィィイイイイイイイッ！』

「そこだっ！」

「わお───んっ！」

　すべてを悟さとったカメレザードが、魔法を受ける前から断だん末まつ魔まを上げた。

　諦あきらめの絶ぜつ叫きように重なるように、必殺の魔弾と、少女の遠とお吠ぼえが魔物を貫つらぬいた──。




「やったな！　お手て柄がらだぞ、クーティア！」

「わーい！」

　戦せん闘とう終しゆう了りよう後、悠斗はクーティアを抱だき上げてはしゃいでいた。

　その足元には胸に大穴を開けたカメレザードが転がっていて、しゅうしゅうと音を立てて魔ま素その煙けむりを立ち昇のぼらせている。

「あっ、レベルが上がったよ！」

「そうか、よかったな！」

　上じよう機き嫌げんにくるくると回る悠斗。彼の役に立てたことが嬉うれしいのか、それともレベルが上がったことが嬉しいのか、クーティアは勢いよく尻尾を振っていた。

「クー、えらい？　えらい？」

「ああ、偉えらいぞ！　お前のおかげで母体を倒たおせたんだからな！」

「やったーっ！」

　作戦は単純なものだった。

　冒険者たちといっしょに大だい攻こう勢せいをしかけ、一時的に魔物が減った森で母体を捜さがす。

　パウロの情報に合ったオオトカゲが見つかれば、笛を鳴らして仲間を集める。

　そして、冒険者総出で追い込んでいき──クーティアを担かついだ悠斗が止とどめを刺さす。

　もし逃げられたとしても、クーティアが匂いを覚えさえすればそれでよかった。犬獣人の優すぐれた嗅きゆう覚かくをもってすれば、透明になろうが背景に溶け込もうが関係なかった。彼女のナビゲートさえあれば、母体を倒すのは簡単なことだったのだ。

「さて、と。これを持って帰ればいいんだな」

「わう？　食べるの？」

「違う違う。ルナリエッタがな、ちょっとこれを欲しがってるんだ」

「ふーん……？」

　端はしっこが少し焦げたカメレザードの尻尾を拾い上げ、それをアイテム欄らんに収納して踵きびすを返す悠斗。クーティアは彼の背中をよじ登り、また肩車の位置に収まった。

「なんだ、気に入ったのか？」

「うんっ！」

　悠斗の頭にしがみつき、幸せそうに笑うクーティア。

　彼女の尻尾がパタパタと動くのを感じながら、悠斗はディルカ村へと帰っていった。




　──誰だれもいなくなったディルカの森。

　カメレザードが息絶えた場所に、一人の少女の姿があった。

「………………」

　桜色の袴はかまと、薄うす桃もも色いろの小こ袖そでを身にまとった少女。

　ディルカ村の巫女みこ、アルマがぼんやりと立ち尽つくしていた。

「………………これが」

　アルマは無機的な目で地面を見つめている。

　彼女の視線の先には、カメレザードから零こぼれ出た紫色の粘液が残っており──。

「ふふっ」

　その場にしゃがみ込み、くちゅくちゅと音を立てて粘液をかき混ぜるアルマ。白い指が汚お濁だくにまみれるのも構わずに、彼女は深く指を突つき入れる。

「あはっ」

　指先に硬かたい感触を覚え、アルマは花が咲さいたような笑顔になった。

　ただ、それは悠斗に見せる明るいものではなく、まるで妖花のような──。

「もういいかな。私も帰ろうっと」

　ふらりと立ち上がり、悠斗の後を追うように村へと歩いていくアルマ。

　彼女の手には粘液にまみれた石が握にぎられている。大おお粒つぶのキャンディのような、紫色の魔石がある。それをアルマはためらうことなく口に含ふくみ、しばらく舌の上で転がしていたかと思うと、

「ふふっ」

　ごくりと吞のみ込み、手に付着した粘液を木の幹に擦こすりつけた。

　そのまま、彼女は何事もなかったかのように去っていった。

　粘液をつけられた木は──ぼろぼろと腐くさり、洞うろのような穴を開けていた。
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　今、王都ロマリアはディルカ村の話題で持ちきりだった。

　学者の予想を裏切って、どこよりも早く繁はん殖しよく期に突とつ入にゆうした。

　これはよくある話だ。予報など外れるもので、別段珍めずらしい話ではない。

　しかし、ディルカ村には『例の魔ま法ほう使つかい』がいること。母体が現れたが、彼が見事に討伐したこと。そういった情報が混ざるにつれて、人々の耳は大きくなっていく。

「それで？　それからどうしたんだい？」

「おう、その魔法使いがな。見えない魔物に魔ま弾だんを当てたのよ」

「どうやって？　見えないんじゃ、狙ねらいもつけられないじゃないか」

「そこが魔法の便利なところよ。こう、魔弾が猟りよう犬けんみてえに魔物を追いかけてな」

　話をせがまれると、人間、気をよくするものだ。

　冒ぼう険けん者ギルドの速報で断だん片ぺん的な情報を入手しただけなのに、その男は見たことのように一席ぶっている。カフェテリアに集まった彼の知人、友人は、そのたびに驚おどろきの声を上げ、それでますます鼻の穴を広げた男が──という光景が、王都のあちこちで見られる。

　悠ゆう斗とがカメレザードを倒したのは、つい昨日の話だというのに。

　やはり、実りの秋は人々の心を躍おどらせるということか。

　町行く人々は、どこか浮うき足立っていた。




（ユートさん、すごいなあ）

　高級住宅街を歩きながら、リーゼベルは感心していた。

　猫ねこも杓しやく子しも悠斗の名前を口にして、魔法についての議論を重ねている。

　役に立つのか？　どのような魔法を使ったのだ？　冒険者は何をしていた？　【マジック・ミサイル】とやらはどこで覚えられるのだ？

　中には冒険者の不ふ甲斐がいなさに憤いきどおっている者もいた。数十人と集まりながら、手て柄がらを魔法使いに奪うばわれるなどと──ただ、それはサウスリアでは前からある風潮だった。

　リーゼベルがすごいと思っているのは、そんな戦士至上主義が根づいた国を、一人の少年が変えていることだ。

（さっすが、私の師し匠しよう）

　へっぽこだった自分に魔法を授さずけ、《マジック・フェンサー》への道を示してくれた悠斗。彼が自分の先生だと思うと、リーゼベルは何やら誇ほこらしい気持ちになってくる。悠斗が褒ほめられると、自分まで褒められているような──。

「あら、リーゼベル様」

「ごきげんよう、リーゼベル様」

「はい、おはようございます」

　にまにまと緩ゆるんでいた頰ほおを、即そく座ざに引き締しめるリーゼベル。

　ここでの彼女は有名人なのだ。家のためにも、お国のためにも、英えい雄ゆう像は崩くずせない。

「リーゼベル様、お聞きになりまして？　貴女あなたの先生が、また噂うわさになっていますわよ」

「ええ、そのようですね」

「やはり魔法の時代が来ているのかしら……家うちの人なんて、ちょっと前まではヴァレンティア様を『魔法狂ぐるいの変人だ』って言ってたのに、いつの間にか魔法の入門書を買ってきているし……使い物になるんですかねえ、魔法って」

「魔法は覚えておいて損はないと思いますよ。いつかきっと役に立ちます」

「そうですか？　リーゼベル様もそう思われます？」

「ええ」

　街角で立ち話をしていた婦人たちが、リーゼベルに話を振ふる。

　それにツンと澄すまして受け答えしながら、リーゼベルは心の中ではしゃいでいた。

（ふふふ、そうです、すごいんです！　魔法は……私の【ライトニング】は！）

　今も続けている鍛たん錬れんでは、Ｇバタフライを三匹びき同時に倒たおすことができた。

　別の狩かり場で【ライトニング】を唱えれば、初めて見る魔物も敵にならなかった。

　十年磨みがいた自分の剣けん技ぎに、魔法が加わればまさに無敵──とまでは驕おごらないものの、剣では至らない部分を補ってくれるのが魔法だと、リーゼベルは確信していた。

「リーゼベル様がそうおっしゃるなら、私も学んでみようかしら」

「私は反対ですわ。サウスリアは戦士の国。宮廷魔術師ならともかく、市民までもが魔法に傾けい倒とうしては、国家としてのアイデンティティが……」

　ただ、リーゼベルは魔法が必要だと思っているが、皆みなが皆、同じ意見だとは限らない。

　婦人たちの中でも、魔法に興味を抱いだく者、拒きよ否ひ反応を示す者がいる。悠斗やリーゼベルのような有名人を宣伝の材料として、ヴァレンティアが魔法の普ふ及きゆうに尽じん力りよくしても、一日や二日でサウスリア人の考えが変わるわけがない。この国はもうずっと、戦士が主役の国だったのだ。

　紅茶にミルクを一いつ滴てき垂らしても、ほとんど色は変わらない。全体を変えていくには、起き爆ばく剤ざいだけではなく、地道な努力が肝かん要ようだった。

（ロマリアは一日にしてならず、だなあ）

　故事を引き合いに出して、魔法文化発展の苦労を想おもうリーゼベル。

　表面だけはすまし顔の彼女に、婦人の一人が、今気づいたとばかりに声をかけた。

「ところで、どこかにお出かけですか？」

「ええ、少し」

　リーゼベルは大きな鞄かばんを提さげている。

　その中には、彼女の着き替がえや生活用品が収められていた。




「秋服では寒いだろう。ほら、これを足にかけろ」

「あっ、すみません。助かります」

　ヴァレンティアが差し出した毛布をひざにかけ、ホッと一息つくリーゼベル。

　まさか空の上がこれほど寒いとは思わなかった。まだ秋だというのに、コートが必要になるだなんて──待ち合わせ場所でコートをまとったヴァレンティアを見た時は、大げさだなあと思ったリーゼベルだったが、

（セーターでも着てくればよかった……）

　と、早くも後こう悔かいしていた。

「しばらくはそれで凌しのいでくれ」

「しばらく、ですか……」

「はは、そんな顔をするな。なに、ほんの二時間ほどだ」

「はー……飛ひ竜りゆうって速いんですねえ」

　感心したように息を吐はき、リーゼベルは窓の外へと視線を移した。

　上空５００メートルからの景色は、何もかもが小さく見える。

　街かい道どう、行き交かう人々、馬車、家々──あれほど巨きよ大だいだと思っていた王都ロマリアは、もう豆まめ粒つぶほどの大きさでしかない。リーゼベルは、自分は今、夢でも見ているのではないかと、不思議な気持ちに囚とらわれた。

「それにしても意外だったな。リズが竜りゆう籠かごに乗ったことがないとは」

「陛下から下か賜しされた、立派な馬車がありますので……」

「ああ、あの仰ぎよう々ぎようしいのか」

　くつくつと笑うヴァレンティア。

　彼女も何度か見たことがあったが、あれは傑けつ作さくだった。金細工がふんだんに使われた純白の馬車。それを引くのはユニコーン。偶ぐう像ぞうとしてのリーゼベルではなく、素すの彼女を知っているヴァレンティアは、取り繕つくろった顔で馬車に乗る『英雄の娘むすめ』を見かけるたびに、込み上げる笑いを抑おさえられなかった。

「も、もーっ！　私だって恥はずかしいんですからね！」

「い、いや。すまない。すまな……くくっ」

　ツボにハマったのか、なかなか元の調子に戻もどらないヴァレンティア。意地悪な王女に、リーゼベルはかわいらしく鼻を鳴らし──ふと、あることに気がついた。

「ヴァレンティア様、明るくなられましたね」

「む？　そうか？」

「はい。以前はもっとキリッとして冷たい感じでした」

　リーゼベルの言う通りだ。

　戦士の国に魔法を広めようとするヴァレンティアは、四し面めん楚そ歌かの状じよう況きようでいつも気を張っていた。リーゼベルは立場上、彼女と接する機会も多かったが、「怖こわい人だ」と思って必要以上には近づかなかった。それがどうしたことか、こうして竜籠に乗って空の旅を楽しんでいる。人生とは分からないものだとリーゼベルは思った。

「そういうリズも変わったな」

「私もですか？」

「ああ。余計な力が抜ぬけて、自然体になった」

　ヴァレンティアからしてみれば、リーゼベルの方が変わっているように見えた。

　偉い大だいな父を亡なくし、『英雄の娘』という偶像を演じるようになってから、自然体というものを無くしかけていた少女。それがここ最近は公式の場でも笑え顔がおを見せるようになり、よい兆候だとヴァレンティアは思った。

「リズの真面まじ目めな顔など、おかしくて見ていられないからな」

「ヴァレンティア様っ！」

　またしてもリーゼベルをからかい、くつくつと笑うヴァレンティア。彼女らを乗せた箱型の竜籠は、飛竜に運ばれ、北東へと向かっている。悠斗がいる、ディルカ村へと──。

「……変わったとしたら、ユートさんのおかげです」

「うん？　のろけか？」

「違ちがいますぅーっ！　ほら、ユートさんは私の師匠で、親身になって色々教えてくださったから……」

「聞きようによっては卑ひ猥わいな内容にも思えるのだが」

「はうっ!?」

　ユートさんに変えてもらった。色々教えてもらった。なるほど確かに、インモラルな響ひびきである。しかし、リーゼベルにはそのつもりはなく、あくまで悠斗のことは、敬愛する先生として──。

「顔が真っ赤だぞ」

　やれやれと首を振るヴァレンティア。
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　このような初心うぶさでは、間違いが起こるはずもないと考え、

「確かに、ユート殿どののおかげではあるな。あの少年は非常に興味深い。停てい滞たいしたものをかき乱してくれるつむじ風のようだ」

　彼女は冗じよう談だんを終わりにした。そして、すぐにも顔を引き締めて、

「だが、まだこれからだ。私たちだけではない。この国はもっと変わる。変わらざるを得なくなる。その時にはお前にも手伝ってもらうぞ」

「はいっ！」

　国家の行く末を見すえるヴァレンティアに、リーゼベルは元気よく返事をした。

　いい流れに乗っている。進むべき道が見えてくる。リーゼベルは自身の経験と愛国心から、王女をよく支えようと思った。




『間もなく到とう着ちやくです』

　飛竜の速さは、馬車や竜車の比ではない。

　湖や山々さえも悠ゆう々ゆうと越こえる飛竜の前には、およそ障害物となるものがない。

　長なが靴ぐつのような形のサウスリア、その縦に長い領土でさえ、一日もあれば縦断してしまうのだ。空を飛ぶことのすごさを実感しながら、リーゼベルは近づいてくるディルカ村を食い入るようにして見ていた。

『着陸の際、多少、籠が揺ゆれます。お気をつけください』

　御ぎよ者しやを務めているクリストフが、通話魔法【コール】を使って、ヴァレンティアらに注意を促うながす。それに短く応答し、少女たちは窓まど際ぎわの取っ手をしっかりとつかんだ。

「いよいよですね」

「ああ。もう五分もすれば、ユート殿と再会だ」

　顔を輝かがやかせて、上空からディルカ村を見下ろす少女たち。

　牧歌的で、少しにぎやかな秋の農村に、リーゼベルはしみじみと呟つぶやいた。

「ここがアルマさんやクーちゃんが生まれ育った村なんですね……！」




「「「ラッセ……！　ラッセ……！　ラッセ……！　ラッセ……！」」」

「「「ラセラーッ！　ラセラーッ！　ラセラーッ！　ラセラーッ！」」」

「「「オ～オオオ～オ～オ～オオオ～オ～……！」」」




「ひっ……!?」

　丘おかの上で踊おどり狂くるう村人たち。何かを囲み、汗あせを噴ふき出し、手足を柳やなぎのように揺らす老ろう若にやく男なん女によ。彼らの野太い声が、風に乗って竜籠に届く。

　近づいてくる。熱ねつ狂きようの渦うずが近づいてくる。クリストフは気づいていないのか！　アレがどんどん近づいてくる！

「じゃ、邪じや教きよう集団か!?」

　血の気の引いた少女たちの視界で、笑顔のおっさんたちが白い歯を光らせていた。




　　　　‐２‐




　悠斗が母カメレ体ザードを倒たおしたことで、恒こう例れいのどんちゃん騒さわぎが始まった。

　夜は神しん殿でんで祝勝会だ。カメレザードの尻尾しつぽを囲み、飲めや歌えの宴うたげが夜通し続いた。

　翌日は翌日で神に感謝を捧ささげる儀ぎ式しきだ。アルマが祝詞のりとを唱える中、伝統に則のつとり輪を描かいて踊る村人たち。冒ぼう険けん者だけではなく、中央に置かれた悠斗でさえ顔を引きつらせる『怪あやしげな信しん仰こう行事』の最さ中なかに、ヴァレンティアたちはやってきたというわけだ。

　タイミングが悪かったとしか思えない。まだ顔を青ざめさせている少女たちに苦く笑しようしながら、悠斗は村人に撤てつ収しゆう指示を出していた。

「き、肝きもを冷やしたぞ」

「俺も内心、あれはどうかと思ってました」

　ハハハ、と乾かわいた声を上げ、悠斗は丘を下りていく村人たちをちらりと見た。汗だくになりながらも、まだ踊り足りなそうに悠斗の様子をうかがっている男たち。彼らをしっしっと追い払はらい、悠斗は改めてヴァレンティアたちに向き合った。

「それで、急にどうしたんですか？　村に来るなんて聞いてませんでしたけど……」

「ああ、それはだな」

　姿勢を正し、こほんと咳せき払ばらいをするヴァレンティア。

　彼女の様子から、特に深刻な問題ではないと推測した悠斗だったが、

「ユート殿がいる村が大変そうだと聞いてな。ちょっと見に来たのだ」

「野次馬ですか！」

　思った以上に軽い理由に、思わずズッコケた。

　この王女は知的に見えてこういうお茶目なところがある。豊かな金きん髪ぱつをかき上げる動作などは、実に大人っぽいのだが、

「それで、これが母体の素材か？　ドラゴンか？　またドラゴンなのか？」

「いやいや、違いますって！　ああっ、怪け我がしますよ！」

　眼鏡をキラリと光らせて、興きよう味み津しん々しん、カメレザードの尻尾をつつくところは、まるで子どもだ。棘とげのように鋭するどい先せん端たんを触さわろうとする王女を止め、悠斗は慌あわてて近くにいたルナリエッタに尻尾を渡わたした。

「もう少し見ていたかったのだがな……」

　指をくわえて物欲しそうな目をするヴァレンティア。彼女はやっぱり変わり者だと思いながら、悠斗はフッと息を吐いた。

「それで、本当に見物に来ただけなんですか？　飛竜まで使って？」

「いや、実はな。国内で最初に繁はん殖しよく期に入った狩かり場を訪おとずれてな、冒険者を鼓こ舞ぶするのが王家の習わしなんだ」

「へえ、いいですね、そういうの」

　いかにも戦士の国らしい風習だ。

　古くから続くその光景が目に浮うかぶようで、悠斗の心まで熱くなるようだった。

「リズも連れてきたぞ。ほら、リズ。挨あい拶さつをしないか」

「は、はい！」

　鼓舞激げき励れいにはアイドルも必要だということか。ヴァレンティアは、自分の背中に隠かくれていたリーゼベルを悠斗の前に押し出してくる。きっと、彼女は短い間だけ英えい雄ゆうの娘となって、冒険者たちにエールを送るのだろう。

　──その割には、今から緊きん張ちようしているようだ。

　顔を赤くして、もじもじとしているリーゼベルは、本番でとちりはしないだろうか。

　心配になった悠斗が、声をかけようとすると、

「本日はお日ひ柄がらもよく……」

「お見合いか」

　リーゼベルが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。これはダメだと悠斗が呆あきれ顔になると、それに気づいたリーゼベルは竜籠へと逃にげていった。

（こんなにあがり症なヤツじゃなかったのになあ）

　銀色の髪かみを揺らして去っていく少女を、悠斗が怪け訝げんそうな目で見る。

「許してやってくれ。リズは多感な時期なのだ」

　そう言うヴァレンティアはにやついている。竜りゆう籠かごの中で散々リーゼベルを焚たきつけ、悠斗を意識させたのは彼女だというのに──それを隠して擁よう護ごする側に回ろうなど、悪い王女様であった。

「さて、私も準備をするか。勇士たちを励はげまさねばならないし……その後はディルカ村観光が待っている。忙いそがしくなるぞ」

「観光？　え？　公務で来たんじゃないんですか？」

「公務さ。これも公務だ。繁殖期を迎むかえた村がどのような変化を見せるのか、記録をつけるために『視察』をしなければならない。ふふふ……」

「そういうのって、王女様直々にすることじゃないんじゃ……」

　公務にかこつけて、羽を伸のばしに来たということだ。

　これが権力、力の中の力というものかと、悠斗が戦慄わなないていると、

「ユート殿と魔法について語り合うのは、家臣ではできんだろう？　私はそれも楽しみにしているのだぞ」

「えっ……」

　思わぬ言葉と、年上のお姉さんのウィンクに、悠斗はドキリと胸を高鳴らせた。

　──真面まじ目め一いつ辺ぺん倒とうの人だと思っていたんだけどなあ。

　親しくなるにつれ、王女のユニークな一面が見え始める。あれが素すなのか、それともからかっているだけなのか。偉えらい人のすることはよく分からないと、悠斗は首を横に振ふっていた。すると、

「ユート殿……」

「ああ、クリスト……うわっ!?」

　いつの間にか宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようが背後に立っていた。

　どうしたことか、彼の頰ほおはこけ、目の下にはクマが浮かんでいる。奇くしくも数日前の悠斗と同じ顔になったクリストフは、

「ルナリエッタ嬢じようの件、どうなりましたか？」

　蚊かの鳴くような声で、そうささやいた。

「私、心配で夜も眠ねむれず……」

（あ、ああっ!?）

　そういえば、悠斗よりも先にルナリエッタを警けい戒かいしていたのはクリストフだった。

　あの悪あく魔まは自分の手には余ると、《マジック・ルーラー》である悠斗に対処を任せていたのだが──よほど心配だったのだろう。元より細身だった宮廷魔術師長は、枯かれ木のようになってふらついていた。

「確かに、悪魔……レベル１５０の悪魔でしたけど……」

「やはり！」

　身をのけぞらせて驚おどろくクリストフ。彼の反応は当然のものだ。悠斗も、ルナリエッタに【アナライズ】をかけた時はそうなった。レベル１５０だなんて、それだけで立派な化け物だ。小国なら単身で滅ほろぼせる能力は、警戒に値あたいするものだろう。しかし──。

「危ないヤツじゃないです」

　それだけは自信を持って言えた。

　ルナリエッタは魔物だが、悪人ではない。

　キッパリと言い切った悠斗を、クリストフは探さぐるように見ていたが、

「……なるほど。ユート殿どののような方なのですね」

「い、いや、そんなことは」

　肩かたの力を抜ぬいて、ようやく柔にゆう和わな笑え顔がおを取り戻もどした。

「分かりました。ユート殿のおっしゃることを信じましょう。どうせあの少女が本気を出せば、私など一たまりもありませんから」

　冗じよう談だんめかしてそう言うクリストフは、そうはならないと思っていた。

　彼の目も節穴ではない。王都を発たつ前はあれほど怯おびえていた悠斗が、こうして穏おだやかな顔をしているのだ。懐かい柔じゆうされたという懸け念ねんもなくはないが、その場合、悠斗はもっと違った様子でルナリエッタのことを語るはずだ。

　──信しん頼らいしているようですね。

　長い間、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの世界に生きてきたクリストフには、悠斗が光って見えるようだった。これならば、悪い方へは転がらないだろう。それを確かく認にんできたクリストフは、微笑ほほえみながら悠斗から離はなれていった。

「それでは、私はこれで」

　それだけを言い残し、竜籠の方へと去っていくクリストフ。しばらくすると、彼と入れ違いになるようにルナリエッタがやってくる。

「ご主人様」

「ん？」

　悠斗のそばに立ち、彼を見上げるルナリエッタ。心なしか小さな声は、人には話せない内容だという証あかしだ。

「おかげ様で、魔ま神じんの居場所がつかめそうです」

「そうか。どれぐらいかかりそうだ？」

「夜には判明すると思いますので、夕方に一度お戻りください」

「分かった」

　ヴァレンティアたちは本当にタイミングが悪かった。

　何もこんな時期に来なくてもいいのにと悠斗は思った。

　しかし、今さら事情を話し、無用な混乱を招くべきではない。手がかりは入手しているのだ。誰だれかに気づかれる前に、隠おん密みつ裏りに片づければいい。

　──今夜が勝負だな。

　王女の訪問を知って沸わくディルカ村を眺ながめながら、悠斗は拳こぶしを握にぎっていた。
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「あら、ユート様」

　悠斗が中央広場を通りかかると、懐なつかしい人の顔があった。

「あれ？　プティさん？　どうしてここに？」

　ふくふくとした体形の小こ柄がらな犬いぬ獣じゆう人じん。王都で『けるべろ亭てい』という宿屋を営んでいる、ペティの姉にあたる人物。十日前までは毎日顔を合わせていたプティの登場に、悠斗はぽかんと口を開けた。

「いやね、繁殖期になるとみんな地方に行っちゃうでしょ？　王都にも狩り場があればよかったんだけど、そんなのあるはずないからねえ。毎年ヒマしてたんだけど、ユート様たちがいなくなってから余計に火が消えたみたいでさ！　もうこうなったら、いっそ店は閉めて、たまには里帰りしようって思ったの！　あっはは！」

「そ、そうですか」

　マシンガントークは健在だ。ついでに豪ごう快かいな性格も──。

　背中を叩たたくには背せ丈たけが足りないからか、尻しりをバンバンと叩かれて、思わずよろける悠斗。それを見たプティは、

「ちゃんとご飯食べてる？　ユート様はもうちょっと肉をつけた方がいいよ！」

　と、またカラカラと笑う。

「姉さんっ！　ユート様に何してるの!?」

　王都ではいつものことだったのだが、この村ではそうはいかない。血相を変えたペティが飛んできて、プティの頭を強ごう引いんに下げさせる。

「すみません、がさつな姉で……」

「いや、いいんですよ」

　ふくよかで豪快なプティと、ほっそりとして繊せん細さいなペティ。

　どこまでも対照的な姉妹だと、悠斗はむしろ感心していた。

「ですが……」

「いえ、ほんとに構いませんって」

「そうよー。あんまり畏かしこまると、ユート様だって困るってもんだわ」

「そうは言うけどね、姉さん」

　悠斗としてはプティの言う通りだったのだが、ペティの立場も分かる。自分は口を出さない方がいいだろうと思い、悠斗は黙だまって二人の会話を聞いていた。

「かみさまー♪」

「おっ、クーティアか」

　中央広場に『三匹びきの子犬亭てい』が面しているため、ここに立ち寄ればクーティアが匂においを嗅かぎつけてやってくる。てててっと小走りに近づいて、ぽすんと音を立てて抱だきついてきた幼女を、悠斗は慣れた手つきで撫なでてやった。

「ベルちゃん来てるの？　王女さまも？」

「あー、来てるぞ。もうすぐここに来て冒ぼう険けん者を応おう援えんするんだってさ」

「すごいすごい！」

　クーティアは子どもらしく『英えい雄ゆう』だとか『王様』だとかが大好きだ。特に、王都滞たい在ざい中に仲良くなったリーゼベルのことは、ベルちゃんと呼んで慕したっていた。

「ねえねえ、どこにいるの？」

「丘おかの上にいるぞ。ほら、飛ひ竜りゆうがいるだろ？　あそこ」

「あいさつしてくるー！」

「こらこら」

　弾だん丸がんのように飛び出していこうとするクーティアの首根っこをつかみ、そのまま抱っこする悠斗。これから来ると言っているのに、気の早い幼女である。

「あっ、そうだ！　王女様がいらっしゃるんだったね！」

「そうよ、姉さん。おもてなしの準備をしなくっちゃ……それでは、私たちはこれで」

　プティ、ペティが尻尾しつぽをパタパタと揺ゆらしながら『三匹の子犬亭』へと駆かけていった。

　悠斗の相手はクーティアに任せるということか。悠斗は体を反らすように見上げてくるクーティアを抱っこしたまま、中央広場をぶらついた。

「夜まで微び妙みようにヒマだなー」

「みんなで鬼おにごっこする？」

「それもいいけど、子どもと遊ぶとお供え物が届くからなー……『これで立派な子どもに育ちます！』ってどういうことだ……」

　ディルカ村の人々は、悠斗をどのような神と思っているのだろうか。

　恵めぐみをもたらし、傷を癒いやし、子どもを健すこやかに育てる──このままでは全知全能の神だと勘かん違ちがいされる日も近い。

「さて、どうしたもんかな」

　胸に抱いたクーティアをゆらゆらと揺らしながら、悠斗は夜までどう過ごすかを考える。昼食は済ませたし、お茶を飲もうにも『三匹の子犬亭』は忙いそがしそうだし、いざ時間を潰つぶそうとなると困ってしまうのが田舎いなかというものだ。

　クーティアは悠斗とじゃれ合うだけで楽しそうだが、悠斗はどうにも手て持もち無ぶ沙さ汰たである。冒険者が行き交かう広場を眺めながら、ぼんやりとしていると、

「あっ！」

　腕うでの中のクーティアが明るい声を上げた。次いで、ぴょんと飛び降りて、そのまま広場を駆けていく。気になった悠斗が、彼女の行く先を目で追うと、

「ん？　リーゼベルか？」

　つかつかとこちらに歩いてくる少女が見えた。陽光で長い銀ぎん髪ぱつを輝かがやかせる、剣けん士し姿の小柄な少女。英雄の娘むすめという二つ名を持つ彼女は、硬かたい表情で悠斗に近づいてきたかと思うと、

「ユートひゃん！」

　いきなり嚙かんだ。

　見る見るうちにリーゼベルの顔は真っ赤になり、胸の前で握った拳がかわいそうなほどに震ふるえている。それでも彼女は視線を逸そらさず、真っ直すぐに悠斗を見つめてこう叫さけんだ。

「付き合ってください！」

「「「っ!!」」」

　ざわり、と中央広場にどよめきが起こった。

　ぷるぷる震えているリーゼベルと、きょとんとしているクーティア。そして、呆ぼう然ぜんとしている悠斗と──俺たちのアイリーゼドルベルに手を出すのかこの野や郎ろう！　と、悠斗をにらみつける冒険者の男衆。

　確かにヒマだったが、こういうサプライズは勘かん弁べんしてほしい悠斗だった。




　魔物の数が増えたディルカの森も、浅い場所ではその姿を見かけることがない。

　いたとしても、精々がレベル15の雑ざ魚こ程度。コットン・ラビットぐらいのものだ。そうした魔物を相手にして、リーゼベルは細さい剣けんを振ふっていた。

「やあっ！　はっ！　たあああっ！」

　円を描えがくように何度も放たれる斬ざん撃げきは《ファイター》のスキルではない。リーゼベルが修練によって身につけた剣けん技ぎであり、彼女は流れるような動きでコットン・ラビットを両断していった。

「【ライトニング】！」

　対して、こちらはスキル・ブックによって習得したスキルだ。紫し電でんを放つ電でん撃げき魔ま法ほうは、細剣では手こずる重量級の相手も楽々と片づける。それで倒たおれなかった相手も、感電したことによって動きが止まり、そこをリーゼベルは細剣で切り裂さいた。

「これで……最後っ！」

　乱入してきたボアに【ライトニング】を浴びせかけ、すれ違いざまに細剣を一いつ閃せん！

　一いつ瞬しゆん遅おくれてボアは魔素の煙けむりとなり、その中でリーゼベルはゆっくりと細剣を鞘さやに収めていた。まるで演武のようにムダのない動きに、悠斗は思わず唸うなり声を上げた。

「すごいな。また腕を上げたんじゃないか？」

「え、えへへ……そんなことはないです」

　リーゼベルは恥はずかしそうにそう言うが、自信がつき、【ライトニング】を使いこなせるようになった彼女は、一月あまりでぐんぐんと成長していた。今はまだ電撃魔法しか使えないが、レベルを上げ、《マジ魔ック法・フェ剣ンサー士》にジョブチェンジし、五大属性の魔法を使いこなせるようになったら──英雄の名に恥じない傑けつ物ぶつになると悠斗は踏ふんでいた。

「でも、『付き合ってください！』はないな。あがり症は直さないと」

「あうっ！　あ、あれは、その……すみません」

　先ほどまで凛り々りしく戦っていた美少女剣士が、途と端たんに縮こまって赤くなる。

　彼女としては、せっかく狩かり場のある村に来たのだから、そこで悠斗に稽けい古こをつけてもらいたかっただけなのだが──ヴァレンティアに煽あおられ、妙みように悠斗を意識してしまい、英雄の娘の仮面も忘れてテンパってしまった。今後のことを考えると、大いに反省しなければならなかった。

「まあ、いいよ。俺もヒマしてたからちょうどよかった」

「そう言ってくださると、助かります……」

　恥ずかしさで消え入りそうになりながら、リーゼベルはぺこりと頭を下げた。

「それで、稽古って何をするんだ？　このまま雑魚を狩るのか？」

「あ、はい。おかげさまでレベルも上がったので、今日はもう一歩踏み込んだことをしてみようかなと」

「踏み込んだこと？」

「はい！　同レベル帯の魔ま物ものを倒します！」

　そう言って、ふんす！　と鼻息を吐はくリーゼベル。

　これまで彼女は、Ｇバタフライやコットン・ラビットなどの弱い魔物としか戦ったことがなかった。クーティアを助けるために同レベル帯の怪かい鳥ちようを倒したことはあるが、あれは無我夢中で行ったことだ。一流の戦士となるためには、ああいった強い魔物も相手にしなければならない。次なるステップアップの相手として、リーゼベルはディルカの森の魔物をと考えていた。

「今、レベルいくつ？」

「39です。頑がん張ばりました！」

　誇ほこらしげに胸を張るリーゼベル。悠斗と出会ったころはレベル22だったことを考えると、10以上のレベルアップは大きな飛ひ躍やくと言えた。アース・ドラゴンの魔素を吸い込んだことも大きいだろうが、それだけではないだろう。これならば引けを取ることはないと考え、悠斗は目ぼしい魔物を思い浮うかべた。

「そうか……じゃあ、オークと戦ってみるか？」

「オーク豚鬼……！」

　直立歩行をする豚ぶたのような化け物。武器や防具を使う知ち恵えを持つ、一ひと筋すじ縄なわではいかない魔物。これを倒せば駆け出しは卒業と言われるオークは、リーゼベルにとってうってつけの相手のように思えた。

「分かりました、戦ってみます！」

　強敵の名前に闘とう志しを燃やすリーゼベル。

　オークのレベルは35。強力な個体では40になるものもいる。使用する武具によっても強さが変わる。そうした魔物に勝利できれば、また一歩、偉い大だいな父に近づける。リーゼベルは英雄と謳うたわれた父を想おもい、剣の柄つかに手をかけた。

「それじゃ、ちょっと奥まで行くか。最初だから、俺が舞ぶ台たいを整えてやる」

「お願いします、師し匠しよう！」

　気分はすっかり歴戦の剣士だ。幼さが残るかわいらしい顔と、精せい一いつ杯ぱいの厳いかめしい顔、それらのアンバランスさに、悠斗は微笑ほほえましい気分になった。

　だが、緩ゆるんでばかりもいられない。これからリーゼベルが戦うのは、彼女にとって紛まぎれもない強敵なのだ。本人はもちろん、保護者としての悠斗も緊きん張ちよう感かんを持たなくてはならない。いざとなったらいつでも助けに入れるよう、悠斗は杖つえを握にぎり直した。

　──その時のことだった。

『オ、ゴ、ゴ……』

　茂しげみの奥から一いつ匹ぴきのボアが現れた。

　魔物の生息域なのだから、それ自体はおかしなことではない。問題は、ボアの様子──覚おぼ束つかない足取りでふらふらと歩く猪いのししの目は、どろりと白はく濁だくしていた。

「私に任せてください！」

「あっ、待て！」

　ボアを見慣れていないリーゼベルは、何がおかしいのか分からなかった。精々が「調子の悪い魔物なんだろう」という程度で、それ以上の感想は持たなかった。しかし、至近距きよ離りで剣を振り下ろそうとした時、初めてリーゼベルは違い和わ感かんを覚え──。

「リーゼベル！」

　思わず硬こう直ちよくしたリーゼベルの前に、悠斗が滑すべり込んだ。口や耳から紫色の粘液をどろりと垂らしているボアを杖で横よこ殴なぐりにし、急いでその場を離はなれた。

『ア、アギィ……』

　横から頭をかち割られたボア。

　それはぼたぼたと粘液をこぼし、その場に倒れたが、

「ユ、ユートさん！　あれ……!?」

　ボアの後ろから、次の魔物が姿を見せた。

　コットン・ラビット。人食い植物。ブリード・ビー。そして、複数のボア。

　それらすべてが紫色の粘液を垂らし、ゆっくりと、悠斗たちに迫せまってくる。

『ィィィイイイイィィィィイッ!!』

　悲鳴のような鳴き声は、一体、どの魔物が発したものなのか。

　あまりの異常事態に凍こおりついたリーゼベルを促うながし、悠斗はディルカ村へと走り出す。

「引くぞ！」

「は、はいっ！」

　リーゼベルを庇かばうようにして、振り返りつつ走る悠斗。

　彼は、粘液にまみれた魔物たちが、倒れたボアを貪むさぼり食っているのを見た。
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　ディルカ村は騒そう然ぜんとしていた。

　突とつ如じよとして森の魔物が凶きよう暴ぼう化し、冒ぼう険けん者たちは撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　それだけではない。動どう揺ようしたことで深手を負い、意識を朦もう朧ろうとさせる重傷者まで出た。

　薬や包帯を手に走り回る人々。野戦病院のような様相を呈ていする中央広場には、包帯を巻いた冒険者たちが転がっていた。

「これは……！」

　悠斗には心当たりがあった。いや、それしか考えられなかった。

　ルナリエッタの探知を危き惧ぐし、とうとう動き出したのだろうか？

　先手を打つように暴れ出した魔物を倒し、悠斗はルナリエッタの下もとへと駆かけつけた。

「魔ま神じんが出たのか！」

「ええ。どうやら力を取り戻もどしたようですね」

　中央広場の東、民家の陰かげで話を聞く悠斗。緊きん張ちようした面おも持もちの少年に、ルナリエッタはゆっくりとうなずいた。

「それで、どこにいるんだ？」

「それは……」

　言いよどむルナリエッタ。焦じらしているのではなく、ためらっているかのような態度は、悠斗がこれまで見たことがないものだ。

　──状じよう況きようはそんなに悪いのか？

　緊きん迫ぱくした空気の中、ルナリエッタは重たい口を開く。

　そして──。




「魔神は……アルマさんです」




　告げられた名前に愕がく然ぜんとする悠斗。ぎこちなく振ふり返った彼の視線の先には、甲か斐い甲斐がいしく冒険者を看護するアルマがいた。

























[image: 六章　討伐、魔神デスゾード！]
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　その日の夜、ディルカ村は緊迫した空気に包まれていた。

「部屋に戻っていなさい。危ないから」

「ううん！　クー、手伝う！」

「クーティア……」

「偉えらいっ！　それでこそ村の子だっ！」

　フレーニ一家が『三匹びきの子犬亭てい』で防備を固めている。

　頑がん丈じような作りの建物を、魔ま物ものに襲おそわれてもいいように更さらに補強している。

「ああ、そうだ。中央広場まで村人を退たい避ひさせろ。《スカウト》部隊は魔物の包ほう囲い網もうを確かく認にんし、すぐに戻ってこい。無茶はするなよ」

「みなさん、頑がん張ばってください。一晩持ちこたえれば、必ず増ぞう援えんが来ます」

　ヴァレン王ティア女は防衛隊を組織し、リーゼ英雄ベルの娘は冒険者を鼓こ舞ぶして回る。様になったその姿を見て、クリストフは少しの間、微笑ほほえんでいた。

（そう、一晩だ。ここが正念場。村も、人も、護まもらなくてはならない）

　すでに【コール】の連れん絡らく網もうを活用し、王都には危機を伝えている。今ごろは精せい鋭えいである第一騎き士し団が、ロマリア街かい道どうを行進しているころだ。騎き兵へいの練度、軍馬の質、歩兵の健けん脚きやくは他国と比してこれを上回っている。明日の朝にはディルカ村に到とう着ちやくするだろう。

　いや、そうでなければならない。ここには第一王女とリーゼベルがいる。サウスリアの未来を担になう少女たちがいる。もしもの時は、彼女らだけでも逃にがさなければならないと、クリストフは考えていた。

（もっともよいのは、今すぐにもお二方に退避していただくことなのですが……）

　それは無理だと首を横に振る。

　戦士の国、サウスリアにおいて、勇ゆう敢かんさは何よりも貴たつとばれる。引かない心が戦士には不可欠なのだと言われている。そのような国の重じゆう鎮ちんが、魔物ごときに恐おそれをなして逃げ出せば、その者らは一生笑いものだ。

　ヴァレンティアは王宮での発言力を無くし、リーゼベルは求心力とカリスマ性を失う。それは将来のサウスリアにとって大だい打だ撃げきだ。ようやく魔法研究発展の道筋が立ったというのに、その芽を摘つんでしまうことになりかねない。

（因果なものですね）

　自国の誇ほこりと風潮が、王女を窮きゆう地ちに縛しばりつけている。その皮肉に自じ嘲ちようしながら、クリストフは陣じん地ちの見回りに戻っていった。




　魔物が凶暴化し、重傷者が出た。

　例年より早い繁はん殖しよく期、母体の暗あん躍やくに続く異変に、人々の表情は硬かたい。

　夜の帳とばりが下りてきて、東の空に月が姿を見せる。夜はまだ始まったばかりだ。王都の騎士団も、まだ遠い──。

「ユートさま、何かご用ですか？」

　丘おかの上の神しん殿でんで、悠ゆう斗ととアルマが向き合っていた。

　松明たいまつが照らす薄うす暗ぐらい室内。二人は初めて会った時の構図で黙だまり込んでいる。

「あの、私、広場に戻ってみんなのお手伝いをしたいのですが……」

　しびれを切らしたのか、アルマがそわそわと中央広場の方を気にし始める。

　その仕草は、いかにもアルマらしいものであったが──。

「ちょっと頼たのみたいことがあるんだけど」

「はい！　何でしょうか？」

　胸の前で両手を合わせ、朗ほがらかに笑うアルマ。悠斗に頼たよられることが嬉うれしくてたまらないというように、彼女は目め尻じりを下げていた。それを見た悠斗は、眉まゆを寄せて問いかける。

「何で笑ってるんだ？」

「……え？」

　アルマは笑え顔がおを絶やさない少女だ。陽気で、健けな気げで、辛つらくても笑える少女だ。

　しかし、村が大変だという時に、へらへらと笑うような少女ではない。

「なあ、いい加減下手な芝しば居いは止やめろよ。もう分かってるんだ」

　嫌けん悪お感かんを露あらわにして、刺とげ々とげしい言葉を吐はく悠斗。それを受けて、アルマは目に見えて狼ろう狽ばいし始めた。

「ユートさま？　その、ご不興を買ったのなら謝ります。何か私が……粗そ相そうをしたのだと思います。それを教えてくだされば、直します……」

　おどおどとたじろぐアルマ。彼女にとって、悠斗に嫌きらわれることは苦痛でしかない。恩人であり、敬けい慕ぼしている少年ににらまれるなど──考えただけでも心臓が縮み上がってしまう。

　ただし、それはアルマの話だ。今の彼女のことではない。

「デスゾード。お前はアルマじゃなくてデスゾードなんだろ？」

「あの、デスゾードさまが何か……？」

「～～～っ！　だから、アルマのふりをするのは止めろっ！」

「ひっ!?　分かりません、分かりません……！　すみません、ごめんなさい……！」

　悠斗の苛いら立だたしげな喚わめき声に、小こ兎うさぎのように震ふるえあがるアルマ。

　そうした動作を魔ま神じんがしているのだと考えると吐き気がする。もうこれ以上、彼女と話していたくない。悠斗は部屋のすみに目配せをし、制裁の時を待った。

　しかし──。




「酷ひどいじゃない、ルナちゃん。いきなり斬きりかかるなんて」




　電光石火の奇き襲しゆうを、アルマは右手一本で防いでみせた。

　ルナリエッタが放った渾こん身しんの一いち撃げき。紅あかいオーラをまとった魔王の手刀を、アルマは事もなげにつかんでいた。
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「やはり貴女あなたがデスゾードでしたか」

「ふふっ、そういうルナちゃんは魔王なんでしょ？　酷いじゃない、隠かくしてたなんて」

　冷れい徹てつに告げるルナリエッタと、親しげにささやくアルマ。

　二人は話しながらも、手に力を込めていき──。

「私たち、友だちでしょ？　何でも話して欲しかったなあ」

「っ！」

　手刀を止めていたアルマの右手から、紫むらさき色いろの瘴しよう気きが湧わき上がる。

　そのおぞましさに、ルナリエッタは慌あわてて手を振ふり解ほどいた。

「なぁに？　今度は鬼おにごっこ？　ふふっ、いいよ、遊ぼう？　うふふふふ……」

　もう隠す気もないということだ。

　全身から瘴気を発し、軽けい薄はくでサディスティックな笑みを浮うかべるアルマ──いや、デスゾード。濃こいブラウンだった瞳は紫色に染まり、汚お泥でいや底なし沼ぬまを連想させる目に、悠斗は戦せん慄りつを覚えた。

「情けないものですね。魔神ともあろうものが人間を隠れ蓑みのにしようとは。恥はずかしいとは思わないのですか？」

「だってぇ、魔王が怖こわかったもの。あはっ、あははっ……」

　何がおかしいのか、けらけらと笑い続けるデスゾード。

　彼女に杖つえを向けながら、悠斗は緊きん張ちようした面おも持もちで問いかける。

「確認するぞ。お前はデスゾード。アルマに取りついた魔神だな？」

「そうです、ユートさま。雨あま乞ごいの儀ぎ式しきの際に、こっそりこの体に入り込んだんです。それからずっと、貴方あなたたちを見ていました」

「こいつ……っ！」

「あれっ？　怒おこった？　ねえ、怒ったぁ？　うふふふふ……」

　わざとアルマのふりをする魔神に、悠斗は激げき昂こうした。その顔をのぞき込むような動作をして、デスゾードは手を叩たたいて甲かん高だかい声を上げる。

　──事前にルナリエッタに聞いていた通りだった。

　デスゾードはアルマの体の中にいた。巫女みこを憑より代しろとして、これまでずっと隠れていた。

　そして、力を蓄たくわえていた。こうしてアルマの体を乗っ取り、魔王の一撃を受け止められるようになるまで──。

「ご主人様。あのような俗ぞく物ぶつと問答をしても疲つかれるだけです。早く片づけましょう」

「ああ、そうだな」

　デスゾードの前で戦せん闘とう態勢を取る悠斗とルナリエッタ。

　彼らの前でニヤついているデスゾードは、対照的に悠ゆう然ぜんと構えている。

「いいの？　この体を傷つけて」

「ご心配なく。《魔王》の技わざには魂たましいのみを滅めつするものがあります。アルマさんには傷一つつけず、貴女だけを倒たおします」

「容よう赦しやないのね」

　くすくすと笑うデスゾードは、余よ裕ゆうな態度を決して崩くずさない。

　それならそれで構わないとルナリエッタは思った。最さい期ごまでバカみたいに笑っていればいいと──魔神に突とつ撃げきし、躊ちゆう躇ちよなく手刀を振り下ろした。

「当たらなーい」

　綿毛のように、ふわりと横に移動するデスゾード。

　紫色の瘴気が残像のように残り、尾おを引いて魔神に続く。

「【スパーク・ボルト】！」

「効きませんよ、ユートさま」

　悠斗の魔ま法ほうは避よけずに受け止める。対象を麻ま痺ひさせる電でん撃げきは、不可視の障しよう壁へきに弾はじかれて消えた。デスゾードは瘴気をまとい、変わらずそこに佇たたずんでいる。

「それなら！　【エレメンタルダンス】！　【マジック・チェーン】！」

　右手に持った杖から五色の光球を放ち、左手からは魔法の鎖くさりをデスゾードに伸のばす。

　乱らん舞ぶする光球にデスゾードが目を奪うばわれた隙すきを衝つき、蛇へびのようにうねる鎖が彼女を縛り上げようとした。しかし、デスゾードが指でなぞると、【マジック・チェーン】はバラバラと音を立てて崩ほう壊かいしてしまう。

　──殺すつもりじゃないと、私には効きませんよ？

　愉ゆ悦えつに満ちた瞳ひとみは、そう語っているようだった。

「【テリブルダンサー】！」

　たっぷりと余裕を見せつけた後、魔神の反はん撃げきが始まった。

　デスゾードの体から瘴気が噴ふき出したかと思うと、それは長ちよう剣けんや槍やり、斧おのといった形となって降り注いでくる。

「あっははは！　踊おどれ踊れぇ！」

　村人たちが真しん摯しな祈いのりを捧ささげる礼拝堂を、魔神の魔力が汚けがしていく。

　紫色の武具は壁かべや床ゆかに突つき刺ささったかと思うと、すぐに泥どろのように溶とけていき、そこから新たな刃やいばが生まれる。そして、それらは一つ一つが意思を持っているように乱舞する。悠斗とルナリエッタはこれを弾き、回かい避ひしながら、攻こう撃げきのチャンスを待った。

「【フレイム・スロワー】！」

　汚泥のような刀とう剣けんを炎ほのおで蒸発させ、悠斗は魔神に突とつ進しんする。

「【エア・ボム】！　【スパーク・ボルト】!!」

　魔神の除去はルナリエッタに任せようと、彼はサポートに徹てつしていた。殺傷力の低い魔法を連発し、どうにかして魔神の動きを止めようとする。今も悠斗は風の爆ばく弾だんでデスゾードを吹ふき飛ばし、間かん髪はついれずに電撃を放射していた。

「ぐああああっ!?」

　しかし、通じない。

【エア・ボム】はわざと受けたのだろう。電撃を軽く散らしたデスゾードは、手から赤黒い光線を照射し、悠斗の体を炎に包んだ。

「うぉ、【ウォーター・ボール】！」

　空中に水球を生み出して、その中に飛び込む悠斗。じゅわじゅわと水が沸わき立つ音が聞こえ、わずかに焼けた肌はだがピリリと痛む。しかし、それに構ってなどいられない。【ウォーター・ボール】を突き抜ぬけた悠斗は、素す早ばやく床を転がってその場を離はなれた。

「あれ？　外れた……」

　残念そうな声が聞こえる。

　振り返った悠斗は、例の紫色の刀剣が突き刺さり、針山のようになった【ウォーター・ボール】を見た。

　──一いつ瞬しゆんでも離り脱だつが遅おくれていたら、自分は今ごろ──。

　悠斗は背筋が凍こおるような思いがした。しかし、これでいい。狙ねらい通りだ。悠斗はあくまで牽けん制せい役で、止とどめを刺すのは彼女の仕事。猫ねこのように悠斗をいたぶっていた魔神に、背後から近づくルナリエッタの──！

「【ランブリングシャドウ】」

　振り返った魔神の胸に、小さな手が当てられた。そこからにじみ出てくるのは、数日前、スターヴィングウルフの群れを屠ほふった影かげ。死という概がい念ねんが具現化し、靄もやのような形となったそれを、ルナリエッタは魔神の体に注ぎ込んだ。

「く、うぅぅ……っ!?」

　常に薄うす笑わらいをしていた魔神が、初めてその顔を歪ゆがめた。

　苦く悶もんの表情で脂あぶら汗あせを垂らし、胸を押さえてよろめくデスゾード。彼女はルナリエッタの手を振り払はらおうとしたのだが、そうするだけの力が出ないようだ。デスゾードは、縋すがりつくようにルナリエッタに抱だきついて、やっとのことで立っていた。

「ルナちゃん、止めて、苦しいよ……」

「そうですね。見苦しいです」

　この期ごに及およんでアルマのふりをする魔神は唾だ棄きすべき相手だ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな力しかない。生き延びるためなら人間にも取りつく。そのくせ、調子に乗れば魔王にも牙きばをむき、窮きゆう地ちに陥おちいれば命いのち乞ごいをする──同じ知性ある魔物として、許しがたい存在だとルナリエッタは思った。

　そのような愚ぐ物ぶつがアルマに取りついているなど、これ以上、我が慢まんできることではない。ルナリエッタは、怒いかりとともにデスゾードの魂に死を注ぎ込んだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「……これは」

　──何かが、おかしい。

【ランブリングシャドウ】は即そく死し魔法である。死の靄が魂に届けば、文字通り、対象は即死する。レベルが高いほど通じにくくなるが、こうして直接注ぎ込んでいるのだ。これで倒れない生き物などいないはずだ。

「ルナッ！　逃にげろ!!」

「っ！」

　敵を前にして、考え事をする。

　それは油断以外の何ものでもなく、今、この場においては命取りな行こう為いだった。

「【アストラル・バインド】」

　ルナリエッタの小さな体に覆おおいかぶさっていた魔神は、いつの間にか暗い微び笑しようを浮かべていた。それに気づいた悠斗が、ルナリエッタに警告を発したのだが──もはや手て遅おくれだった。

「か、は……っ」

　魔ま神じんがまとう瘴気が、今度は茨いばらへと姿を変え、ルナリエッタに絡からみついた。

　喰くい込む棘とげの痛さか、それとも瘴気の影えい響きようか。禍まが々まがしい束そく縛ばく魔法を受けたルナリエッタは、体を硬こう直ちよくさせて床に倒れた。

「ルナ！　おい、しっかりしろ！」

　魔神を魔法で牽制し、ルナリエッタを抱き起こした悠斗は、即そく座ざにその場を離れた。

「な、ぜ……」

　余裕たっぷりに微笑ほほえんでいる魔神。彼女はなぜ、【ランブリングシャドウ】を受けて生きているのか。悠斗の腕うでの中で戦慄わななくルナリエッタを目にして、デスゾードは待ちに待ったとばかりに種明かしを始めた。

「魔王に殺されかけて、私が何も用意をしていなかったとでも？　ただ息を潜ひそめて逃げ回っていただけだと？　この神しん殿でんは誰だれが建てたの？　この村の礎いしずえは誰が築いたの？　うふっ、うふふ、ねえ、教えて？　断頭台に登った気持ちはどう？」

　もうアルマの面おも影かげさえ残っていない。

　残ざん虐ぎやくな本能を露あらわにしたデスゾードは、溢あふれる歓かん喜きで顔をくしゃくしゃにして笑い声を上げた。茶番を演じた悠斗とルナリエッタを大いに嘲ちよう笑しようした。

「あはっ、あはははっ、あはは、ひぃーはははははは!!」

　体をくの字に曲げて、ゲラゲラと笑う魔神。

　彼女が声を上げるたびに、神殿の石材にヒビが入っていき──礼拝堂の各部から、妖あやしげな紋もん章しようが刻まれた石せき碑ひがせり上がってきた。

「くそっ！」

　危機感を覚えた悠斗は、ルナリエッタを抱かかえて神殿を飛び出した。

　何が起きているのかは分からない。必殺の魔法が通じなかった理由も分からない。

　ただ、この場にいてはまずい！　それだけは彼にも理解できた。

『あははははは……あははははははははは……！』

　背後から魔神の嘲笑が聞こえる。狂きよう気きに満ちたアルマの笑い声が聞こえる。

　──いや、違ちがう。あれはアルマじゃない。あの子はあのように笑わない。

「デスゾード……！」

　アルマの体を乗っ取った魔神の名を呼び、悠斗は憎にく々にくしげに神殿を振ふり返った。

「……くそっ！　アルマ！　待っててくれ！」

　助けてやりたい。どうにかして魔神を追い出してやりたい。

　──でも、今は。

　今は、態勢を立て直さなければ──。

　荒あらい息を吐はくルナリエッタを背負い直し、悠斗は南の森へと駆かけていった。




　　　　‐２‐




「ふっ、ふふ」

　ダメだ。先ほどから笑いが止まらない。

　まるで栓せんを抜いたワイン樽だるだ。喜びと幸せが溢れ出してくる。

　そしてそれは、こんこんと湧わき出る清水のように、尽つきることを知らない。

「ふー……ふふふ」

　してやった。あの傲ごう岸がん不ふ遜そんな小さな魔王を、見事に罠わなにはめてやった。

　私は今、積年の恨うらみを晴らし、幸せの絶頂を味わっている。心に羽が生え、天にも昇のぼる心地ここちに浸ひたっている。魔王に敗北して幾いく星せい霜そう、この瞬しゆん間かんを想おもわない日はなかった。

「ありがとうね、アルマちゃん」

　体の持ち主にも礼を言う。

　コルテーゼの一族もよく働いてくれたものだ。私の言いつけをよく守り、私の力を増ぞう幅ふくする石碑を神殿に隠かくし、血を繫つなぎ、信しん仰こうを絶やさず、《巫女みこ》という憑より代しろまで用意してくれた。世の中、何がどう転ぶか分からないものだ。まさかあの狂信者の子孫が、私の復ふく讐しゆうの決め手になってくれるなんて──。

「さて、そろそろ行こうかしら」

　忌いま々いましい【ランブリングシャドウ】の魔力も消えた。石碑が現れたことにより、心も体も快調だ。今なら誰にも負けはしない。私は更さらなる高みに登ることができる。

「そのためにも、まずは……」

　神殿を出て、中央広場に目を向けると、松明たいまつを手にこちらに来る人ひと影かげが見えた。

「おーい！」

「何があったんだー？」

　戦せん闘とう音を聞いてやってきたのだろう。魔物が暴れたとでも思っているのかな？

　──ふふっ、正解。

　心配そうに私を見る冒ぼう険けん者たちは、私がその魔物だと気づいていない。思った以上に便利なものだ。このアルマの体と顔というのは──。

「た、助けてください！」

「うおっ！　ど、どうした？　何があったんだ？」

　わざと涙なみだを浮うかべて、冒険者の胸に飛び込む。

　それだけで彼は動どう揺ようし、私を気にかけ、心を開く。

　何て単純な人間。でも、とてもかわいらしい。これから私のために働いてくれるのかと思うと、犬にするように頭を撫なでてあげたくなる。

「みなさんの力を、お借りしたいんです……」

　そう言って、私は魔ま力りよくを活性化させる。

　カメレザードの魔石を吞のみ込むまでは、アルマの体を操あやつることも、人心を惑まどわすことも、満足にはできなかった。しかし、今は違う。今の私なら、ディルカ村にいる人間全員の心を──。

「ふふっ」

　ああ、ダメだ。やっぱり笑えてしまう。

　魔王が、そしてあの少年がどんな顔をするのかと思うと──どうしても、湧き上がる愉ゆ悦えつを抑おさえられなかった。
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　丘おかを駆け下り、田畑を突つっ切って、南の森まで逃げ込んだ悠斗は、そこでようやくルナリエッタを下ろした。

「はっ、はっ……」

　呼吸を乱しているのは悠斗ではない。【アストラル・バインド】を受け、衰すい弱じやくしたルナリエッタだ。絡みついた茨はもう消えているが、棘から流れ込んだ毒と呪のろいが、彼女の心身を蝕むしばんでいた。

「エリクサーでもダメか……！」

　アイテム欄らんを開いた悠斗は、片っ端ぱしから薬を取り出して、そのすべてをルナリエッタの体に振りかけていた。

　棘が傷つけた肌はだは治った。出血は収まり、裂れつ傷しようはすべて塞ふさがった。しかし、体調だけが元に戻もどらない。体は冷えていく一方で、元から白い肌は生気を失い、蠟ろう人にん形ぎようのようになっていく。どんな薬も回復魔法も通じず、八方ふさがりの状態だ。

「ルナ、おい、しっかりしろ」

　せめて冷え切った体を温めようと、悠斗はルナリエッタを後ろから抱だきしめた。ローブがなるべくルナリエッタの体を包むように、前かがみになって密着する悠斗。すると、ルナリエッタが震ふるえる手を持ち上げて、

「同意がないと訴うつたえられますよ……」

　と、いつもの憎にくまれ口を叩たたいた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫なわけがありません。凝ぎよう縮しゆくされた呪いを受けた気分です……ああ、そういうことだったんですね。あのスキル、そしてこの虚きよ脱だつ感は、降り積もった魔神の怨おん念ねんが……」

「辛つらいならしゃべるなって！」

　冷たい汗あせを額に浮かべるルナリエッタを、悠斗が強ごう引いんに黙だまらせる。

　少女の体に回した腕に力を込めて、ギュッとルナリエッタを抱きしめる。ルナリエッタは、少しだけ驚おどろいた顔をしていたが、伝わる温ぬくもりを心地ここち好よく感じ、悠斗の体にもたれかかった。

「どうする？　何か効きそうな薬があるなら、使うけど」

「いえ、もうしばらくこのままで……自然治ち癒ゆを待ちます……」

　悠斗の腕を抱いて、ルナリエッタはそっと目を閉じた。

　まだ息苦しかったが、震えるほどの寒さは消えた。【アストラル・バインド】から流し込まれた呪毒が、悠斗の体温で溶とけていくようだった。

「魔神のヤツ、強かったな」

「ええ。想定外でした。まさかあれほどとは……」

　天の理、地の理、すべてが魔神に味方した。魔神は巧たくみに戦場を組み上げ、悠斗たちはそこで踊おどらされた。それに何より、

「私の慢まん心しんが招いた敗北です。ご主人様、申し訳ありません」

「いや、それはいいんだ。何だかんだでこうして生きているしさ。ただ……」

「ただ？」

　苦々しげに言葉を切る悠斗。彼が言わんとしていることは分かっている。それでも聞かなくてはいけないほど、その話題は重要なものだった。

「今度は殺す気でかからなきゃいけないのかな。アルマもろとも……」

　アルマを助けたいという気持ちはあった。しかし、魔神への警けい戒かい心しんがそれを容易に上回った。自分たちだけではない。あれを放置しておけば、もっと、もっと、もっとたくさんの人が狙ねらわれる。ヒマ潰つぶしにいたぶられる──いや、それはもう、ディルカ村で起きているかもしれないことだ。

　村の人々や冒険者たちが惨ざん殺さつされる光景を想像すると、今にも助けに行きたくなる。しかし、ルナリエッタを欠いた状態では勝てる見込みも薄うすくなる。苦く悩のうする悠斗に、ルナリエッタは、

「アルマさんは助けます。魔ま神じんも倒たおします。魔王に不可能はありません」

　決意に満ちた顔で、そう告げた。

「だ、だけどさ、【ランブリングシャドウ】は通じなかっただろ？　こうなったらもう、アルマごと倒すしか……」

「まだ手はあります。私にお任せください、ご主人様」

「……分かった」

　ルナリエッタからは、もう油断や慢心は感じられなかった。

　彼女はできることをできると言っている。完かん膚ぷなきまで叩きのめされてなお、ルナリエッタは「魔神の討とう伐ばつは可能だ」と言っている。ここまで来れば一いち蓮れん托たく生しようだ。やけになって総力戦を挑いどむよりは、彼女に賭かけた方がいいだろうと悠斗は思った。

「それじゃ、回復したら言ってくれ。すぐに倒しに行こう」

「分かりました」

　諦あきらめの境地に入ったのではなく、腹をくくった悠斗は、ルナリエッタを抱いたまま目を閉じた。二度目の決戦は近い。その時が来たら、自分はできる限りのことをしよう。アルマもルナリエッタも助けるんだ──。

　悠斗がそう考えていた時のことである。

『おーい……』

「っ!?」

　遠くから声が聞こえた。

　茂しげみの隙すき間まから様子をうかがうと、揺ゆれる松明の炎ほのおが見える。

（魔神か……？）

　──いや、違ちがうようだ。十数個の松明の周りには、見知った顔がある。

『ユート殿どの、無事かー……？』

『かみさまー……！』

　ヴァレンティアやクリストフ。その後ろにはクーティアやリーゼベルの姿もある。

　魔神ではない、知人、友人の登場に、悠斗はホッと胸を撫で下ろしたが、

「お待ちください、ご主人様」

「……何でだ？」

　出ていこうとしたところで、声を潜ひそめたルナリエッタに止められて、腰こしを落とした。

「みなさんは中央広場で守りを固めるという話でしたよね？　それがなぜ、このような場所に現れるのですか？　なぜ、私たちを捜さがしているのですか？」

「あ……」

　冷静になって考えてみれば、おかしな話であった。

　先ほどは心細さから「自分はここだ！」と叫さけびそうになったが、ヴァレンティアたちはここにいるはずのない人々なのだ。凶きよう暴ぼう化した魔物に備えている彼らが、中央広場を放ほう棄きして出てくるはずがない。ましてや、悠斗を捜す理由などどこにもないのだ。

『ユートさーん……どこですかー……？』

『出てきてくれー……話があるんだー……』

　どんな話があるというのか。魔物が防ぼう護ご柵さくを壊こわした？　また重傷者が出た？　そのような騒そう動どうは、悠斗は聞いた覚えがなかった。何かあったのならば、もっと村が騒さわがしくなっているはずだ──。

「ご先祖様の記録に、魔神は人心を操るという一文がありましたよね。おそらく、力を取り戻した魔神が、ディルカ村を掌しよう握あくしたのでしょう」

「マジかよ……！」

　村人や冒険者を操り、悠斗とルナリエッタを捕つかまえさせて、これを献けん上じようさせる。虐ぎやく殺さつよりも悪あく趣しゆ味みだ。

「くそっ、もっと奥に逃にげるか」

「その分、追いかけてきます。気配を殺してやり過ごそうにも……クーティアさんがいらっしゃいます」

　彼女は猟りよう犬けんにもなるのだということは、悠斗もよく知っていた。クーティアの鼻のよさには、悠斗も随ずい分ぶんと助けられた。

「どう動く？」

「包ほう囲い網もうが狭せばまる前に、迂う回かいしつつ神しん殿でんに向かいましょう。それなら……」

　ルナリエッタが言いかけた時、

「──見つけた」

　ガサッと茂みが揺れたかと思うと、一人の《スカウト》が現れた。

「っ！」

　悠斗はルナリエッタを抱きかかえ、反射的にその場を飛び退のいた。

《スカウト》は虫のような目をして、彼らへと手を伸のばす。

「いたぞおおおおおおおおおォォォオオオオオッ!!」

　まともな人間の声ではない。

《スカウト》の絶ぜつ叫きようは四方八方に響ひびき渡わたり、他ほかの冒ぼう険けん者たちを呼び寄せる。

「さっきのプランで行こう！　おぶされ、ルナ！」

「ですが……」

「いいから！　突っ切るぞ！」

　ルナリエッタの顔色はまだ悪い。いくらかマシになったとはいえ、万ばん全ぜんにはほど遠い状態だ。魔神討とう伐ばつの切り札である彼女を背負い、悠斗はひたすらに足を動かす。高いレベルに見合うだけの高い身体能力があっても、魔法職は運動には不向き──などと愚ぐ痴ちを洩もらすこともせず、悠斗は冒険者たちの急きゆう襲しゆうを振ふり切ろうとした。

「【クイック・シュート】！」

「【スローイング・ダガー】！」

「【岩石投げ】ぇぇえ!!」

　矢や投げナイフ、岩の塊かたまりなどが空から降ってくる。それを避よけたり、【エア・ボム】などで弾はじき飛ばしたりするたびに、悠斗の足が鈍にぶる。

　一人一人は大したことはないが、数が揃そろえば脅きよう威いと化す。魔神によって統とう率そつされた冒険者たちは、群体の生き物のようだ。個ではなく集団の働きによって、じりじりと獲え物ものを追い詰つめていく傀儡くぐつたち。

「【オーラ・ブレード】！」

「クリストフさんかっ！」

　最大戦力の使い方も見事だ。進行方向を予想して、先回りをしていた宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようが、悠斗に光の刃やいばを振り下ろす。まるで枷かせを外されたかのような出力と膂りよ力りよくに、杖つえで受け止めた悠斗の体がぐらりと傾かしぐ。

（これは……まずいな……！）

　もはや、傀儡にされた人々に配はい慮りよしている余よ裕ゆうなどない。強引に突とつ破ぱしなければ、このまま囲まれて、それで終わりだ。それだけは避けなければならないと、悠斗が【スパーク・ボルト】を唱えようとした時、

「ユート殿、ゆ、指輪……！」

「えっ!?」

　一いつ瞬しゆん、苦しげな顔をしたクリストフが、何事かをささやいた。

　やっとの思いで絞しぼり出したようなその声は、すぐにも冒険者たちの奇き声せいによってかき消されてしまったが、悠斗は確かに聞いていた。

（……そうか、指輪か！）

　ここから離り脱だつする方法は、襲しゆう撃げき者の中に隠かくされていた。

　──いや、あったのだ。それに悠斗が気づいていないだけだった。

（魔神がアルマの目で俺たちを見ていたのなら……！）

　魔神の支配に抵てい抗こうしてでも、そのことを教えてくれたクリストフ。【オーラ・ブレード】を杖から出したまま、よろめいている宮廷魔術師長を残し、悠斗は真っ直すぐに彼女の下もとへと向かった。

（きっと、あれのことは知らないはずだ！）

　木の枝にからめた【マジック・チェーン】を引き寄せ、その力を利用して跳とび上がる悠斗。少しの間の浮ふ遊ゆう感かん。跳ちよう躍やくの間に目標を見つけた悠斗は、【エア・ボム】で自分自身を吹ふき飛ばし、目標へと迫せまった。

「っ！　ユート殿、止やめろっ!!」

　洗脳されているヴァレンティアは、主デスゾードの身を案じて、左手を胸の中へとかき抱いだいた。それを強ごう引いんにはがし、中指にはめられた指輪を取り上げる。

「取り返せっ！　あれはっ！」

　ヴァレンティアが大声で冒険者たちに指示を出し、それを受けて悠斗に無数の手が伸ばされる。このままでは取り押さえられて、魔神の下へ連れて行かれるだろう。ここは逃げ場のない袋ふくろ小こう路じだ。

　しかし、唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ口でもある。

　悠斗は傀儡たちの手が届く直前に、一心に魔神のことを考え、

「【テレポーテーション】!!」

　指輪に籠こめられた魔ま法ほうの名を叫んだ。
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「……あら」

　戦いの傷きず跡あとが、いまだ生々しく残る礼拝堂。

　祭さい壇だんに腰かけていたデスゾードは、意外な訪問者に目を丸くした。

「へえ、早かったのね。村人や冒険者を皆みな殺ごろしにしてきたのかしら？」

　どんな手を使ったのか、五百人もの傀儡によって、厚く張られた防衛陣じんを早くも抜ぬけてきた悠斗とルナリエッタ。静かに怒いかりに燃える二人を、魔神は楽しそうに煽あおっていく。

「どうしたの？　頭なでなでしてもらいに来たの？　まさか、戦いに来たんじゃないわよねぇ？」

　彼女が憑ひよう依いしているのはアルマの体だというのに、とてもそうは思えない。

　眼球を模した紋もん章しようが刻まれた石せき碑ひが、紫むらさき色いろにぼんやりと光っている。それに淡あわく照らされながら、妖よう艶えんに微笑ほほえむ女は、紛まぎれもなく魔ま神じんデスゾードだ。

「ここで戦っても、私には敵かなわない。それは分かっているでしょう？」

　祭壇にも浮うかび上がった紋章を撫なでながら、デスゾードは聞き分けの無い子どもをあやすように言った。

「ムダなことは止やめよ？　今なら楽に殺してあげる」

　デスゾードのためだけに建てられた神殿は、まさしく彼女の聖域である。侵おかされざる存在と化した魔神は、悠斗たちに憐あわれみさえかけていたが、

「調子に乗るなよ。死ぬのはお前の方だ、アホ」

「小物が粋いきがっても滑こつ稽けいなだけですよ」

　相手がまったく動じないのを確かく認にんすると、顔から一いつ切さいの表情を無くした。

「くっ！」

　小細工も何もなく、ただ相手を殴なぐり飛ばす。

　防ぼう御ぎよの上から突つき抜けてくる衝しよう撃げきに、悠斗たちは顔をしかめた。

「もういい。死ね、魔王」

　これが魔神の本ほん性しようなのか。

　虫を想おもわせる感情のない顔は、傀儡たちと同じものだ。しかし、彼らよりも暗く、澱よどんだ気配は、魔神だけのものだった。

「【テリブルダンサー】」

　またあの魔法だ。デスゾードの体から溢あふれ出した瘴しよう気きが、剣けんや槍やりの形となって、礼拝堂を乱らん舞ぶする。今度はそれに交ざって、魔神本体も動き出した。舞まい踊おどる剣をつかみ、悠斗たちに襲おそいかかるデスゾード。彼女の斬ざん撃げきを手刀で逸そらしながら、ルナリエッタは空いた手に漆しつ黒こくの球体を生み出した。

「【ダークネス・スフィア】」

　この世の一切を穿うがつ球体は、滑すべるようにしてデスゾードの足元へと向かった。

　それを剣や斧おので防ぎながら、魔神はルナリエッタに回し蹴げりを放つ。

「【コロナ・スフィア】！」

「【マッドネスバイト】」

　横手から迫る灼しやく熱ねつの火球は、瘴気で覆おおった両手で握にぎりつぶす。そのまま距きよ離りを詰めたデスゾードは、握り合わせたままの両手を悠斗の胴どうへと叩たたきつけた。

「くっ……！」

「やりますね」

　さすがの強さだ。大たい言げん壮そう語ごをするだけあって、デスゾードの力は圧あつ倒とう的だった。

　──しかし、それだけに解げせない。

　なぜ、彼女は相手をいたぶるような戦い方をするのか。一息に決着をつけないのはなぜ？　ルナリエッタは、予想を確信に変えつつあった。

「ルナッ!?」

　前まえ触ぶれもなくルナリエッタが突とつ撃げきをしかけ、悠斗はギョッとして声を上げた。対照的に、デスゾードは舌なめずりをしている。

　こうなることが分からなかったのか。学ばない魔王だ。もう少し戦いは長引くかと思われたが──彼女の愚ぐ行こうのおかげで、決着を早められる。

「【アストラル・バインド】！」

　懐ふところに飛び込んできたルナリエッタに、デスゾードは再び、呪毒の茨いばらを絡からませた。

　体を縛しばり上げられて、苦しそうに眉まゆを寄せるルナリエッタ。

　愛いとおしいほど愚おろかな魔王に、デスゾードは今度こそ──。

「どうしてあの場で殺されなかったのか。ずっとそのことを考えていました」

　膝ひざを突つきそうになりながらも、ルナリエッタは魔神を見上げた。射い貫ぬくようなその目に、デスゾードは伸ばしかけていた手を止める。

「なにを……」

　言いよどんだ魔神に、ルナリエッタは持論をぶつける。魔神の心を紐ひも解といて、それを彼女自身に叩きつけていく。

「この茨の正体は、積み重なった貴女あなたの怨おん念ねん──でも、それだけではない。私と貴女を繫つなぐ架かけ橋となるものです」

　ギクリと魔神が体を震ふるわせた。

　ルナリエッタに絡みついた茨は、確かに、デスゾードの体に続いている──。

「この体が欲しかったのでしょう？　圧倒的な魔王の力が欲しかった。だから、『労いたわる』ように戦って、人間を操あやつってまで私の心を弱らせようとした」

　──まだ早いか？　いや、見み抜ぬかれているのだ！　このタイミングしかない！

　──二度も呪毒に侵され、魔王は今、弱っている!!　絶好の機会だ！

　ルナリエッタはなおも話を続けようとしたが、それを断たち切るようにデスゾードはアルマの体から抜け出した。【アストラル・バインド】という回路を通り、今度はルナリエッタに憑依しようとした。

　しかし、

「乗り移られると分かっていれば、対処など簡単なものですよ」

　魔王はそれを許さない。

　下げ種すに体を明け渡わたすなど、ルナリエッタは許しはしない。

「いい加減、アルマさんから離はなれなさい」

　魔神の魂たましいは、すんでのところでルナリエッタにつかまれていた。

　紅あかいオーラをまとった手に、両りよう肩かたを鷲わしづかみにされていた。

『イクリプス！』

　デスゾードはその名を叫さけんだ。憎にく々にくしく、恋こい焦こがれた相手の名前を。自分のものになるはずだった魔王の名前を──！

「【ソウル・ディバイダー】!!」

『ああぁぁあぁああっ!?』

　肉が引き千切れるような音が聞こえた。

　アルマの肉体とまだ繫がっていた茨が、次々と解ほどけていくのが見えた。

　寄生虫のような魔神は、今、憑より代しろの肉体から引きずり出され、その魂をさらしている。もっとも脆ぜい弱じやくな部分を露あらわにし、醜みにくく床ゆかを這はっている。

『体……！　私の体……！』

　長い髪かみを振ふり乱した女が、一瞬の隙すきを衝ついて、アルマの体に戻もどろうとした。

　しかし、彼女の鼻先には、鈍にぶく光る鉈なたが突きつけられる。

「ダメ……ダメ、あなたじゃ、ない」

　意識を取り戻したアルマが、息も絶え絶えになりながら、祭壇に置かれていた神器をつかんでいた。それをデスゾードに向け、アルマは祖先が祀まつった神を否定する。

「私の神さまは、ユートさま……」

『小こ娘むすめぇぇぇえええええっ!!』

　柔やわらかな魂に、ずぶりと鉈が埋うまっていく。その光景をイメージしたデスゾードは、怨えん嗟さの声を上げながら飛び退のいて、そして、そこで──。

「よくもこれまで好き勝手にしてくれたな」

　怒りの炎ほのおを燃え盛らせる《マジック・ルーラー》を見た。

　彼の体からは蒼そう炎えんのごときオーラが立ち昇のぼり、紫むらさきに染まった礼拝堂を浄じよう化かしていく。石碑は一つ残らずヒビ割れて、わずかに残った【テリブルダンサー】の汚泥は音を立てて蒸発していく。

　──これほどの力があったのか！

　魔王に匹ひつ敵てきするほどの魔力を感じ、デスゾードは震える声で悠斗に縋すがった。

『ユートくん……ユートくんは優やさしい子……』

「お前との付き合いも、これで終わりだ！」

　生き長らえるためには人間にも媚こびを売る。ありとあらゆる方法で人間を利用する。それが魔神のやり方であり、そこにはウソと偽いつわりしかない。そのことを知っていた悠斗は、一切の情け容よう赦しやを捨てて、デスゾードに極大魔法を撃うち込んだ。

「【エクス絶ターミ滅ネー光ション線】!!」

《マジック・ルーラー》の最強魔法。比類なき破は壊かい力を持つ必滅の光。迷めい宮きゆうを崩ほう壊かいさせ、古いにしえの魔法結界をも貫つらぬいた光こう芒ぼうが、今、一柱の魔神を吞のみ込もうとしていた。

『あ、あ、あ……!?』

　白い光の奔ほん流りゆうの中で、デスゾードはその魂を失っていく。

　わなわなと震える指先から砂すな粒つぶと化していき、それは奔流の中へと消えていった。

『止やめなさいっ!!』

　美び貌ぼうの女め神がみとも謳うたわれた魔神は、夜や叉しやのような形相で悠斗に迫せまった。

　怨おん霊りようのように、首だけになっても悠斗に喰くらいつこうとした。

　しかし、そうはさせじと、悠斗は杖つえに魔力を込めて──。

「吹ふき飛べえええええええっ!!」

　神しん殿でんを巻き込み、夜空を貫くようにして放たれた閃せん光こうは、魔神デスゾードを原子の塵ちりへと変えていった。
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「貴方あなたはあの子を幸せにできるのですか？」

　冷たい声だった。

　悠ゆう斗との一いつ切さいを否定し、突つき放すような声だった。

「わたくしにはそう思えません」

　ルナルチカは、もう悠斗を見てさえいなかった。

　下げ賤せんの者と交かわす言葉は尽つきたとばかりに、王おう妃ひは長い廊ろう下かを去っていく。

　磨みがかれた廊下。壁かべを飾かざる彫ちよう刻こく。ほのかに光る魔ま石せきまで、何もかもがルナルチカにしっくりと合っている。それに比べて自分はどうだ。この城の中で、一人だけ浮ういている上こう月づき悠斗は──。

　明らかに場ば違ちがいである。いや、それ以前にシェルドラ＝マハトは魔物の国だ。人間である悠斗が住みつくなど──あまつさえ、姫ひめ君ぎみと結ばれるなど許されるはずがない。ルナルチカの怒いかりは至し極ごく当然のものだった。彼女は、どこの馬の骨とも知れない男を迎むかえ入れるつもりはない。悠斗は排はい斥せきされて然しかるべき存在なのだ。

　それでも、悠斗は諦あきらめられなかった。

　あの日、腕うでの中に抱いだいた温ぬくもり。初めて目にした少女の素す顔がお。

　忘れられるわけがない。手放せるわけがないのだ。悠斗は己おのれの内に燃える炎を、今、はっきりと自覚して──。

「おい」

「はい、何でしょうか？」

　自室からひょっこりと顔を出し、先ほどから妙みようなナレーションを入れていたルナリエッタの頭をつかむ。そのまま悠斗はルナリエッタを引きずって、ムダに大きなベッドに放ほうり投げた。

「や、止めてください……」

「お前が止めろ！」

　わざとらしく涙なみだを浮かべ、体をかき抱くルナリエッタ。ご丁てい寧ねいに自分で乱したメイド服の胸むな元もとから、少女の白い肌はだがのぞく。それら一切を無視して、悠斗は全身からドス黒いオーラを立ち昇らせた。

「お前には色々聞きたいことがあるんだがなぁ……！　一番気になってるのは、どうして俺がお前の婚こん約やく者になってるのかってことだ！」

「どうしてでしょうね？」

「俺が聞きてええええっ!!」

　頭をかきむしって叫ぶ悠斗。彼が魔王領、シェルドラ＝マハトにやってきたのは、ルナリエッタと結ばれるためではない。魔神討とう伐ばつの証人として呼ばれただけなのだが──。

『報告のために実家に帰るのですが、できれば見届け人として、いっしょに来てくださいませんか？』

『ん？　まあ、いいけど』

　軽い気持ちで引き受けた結果が、これである。

　なぜかルナリエッタの婚約者だと勘かん違ちがいされ、王妃には最初から敵意全開で蔑さげすまれ、今、こうして床をのた打ち回っている。一体、何がどうなっているのか。誤解の原因は何なのか。悠斗が唸うなり声を上げていると、

「まあ、十中八九、あの子のせいでしょうね」

「あの子？」

　ルナリエッタが自室の入り口を指差した。

「あれぇ～？　もしかしてお邪じや魔まだったかなぁ？」

　そこにいたのは、メイド服を着た《大だい悪あく魔ま》、モルモニだった。

「ごめんなさぁい、ユートさん。ベッドシーツを替かえたら、すぐに出ていきますねぇ」

　ゆるふわショートボブな赤毛を揺ゆらしながら、モルモニがベッドのそばへと近寄ってくる。その間、彼女はにんまりと意味深に微笑ほほえんで、「わたしは二人の味方だからね」と、悠斗とルナリエッタに目で語りかけていた。

「それじゃ、わたしはこれでぇ」

　やがてベッドシーツを交こう換かんしたモルモニは、部屋のドアノブに手をかけて、

「ごゆっくりぃ～……♪」

　やはりにんまりとしながら、ゆっくりドアを閉めていった。

　彼女が去っていく足音を聞きながら、ルナリエッタは、

「きっと、一時間後には『ユートさんとルナちゃんがベッドでいちゃいちゃしていた』という噂うわさが流れるのでしょうね」

「よぅし、俺、ちょっとあいつをしばいてくる」

「落ち着いてください」

　腕まくりをして出ていこうとする悠斗を、ルナリエッタはローブを引っ張って止めた。

「あの子は噂好きで、話を大げさにする傾けい向こうがあるのです。いちいち相手にしていては身が持ちませんよ」

「身が持たなくなる前に、お前の母親に殺されそうなんだけどな？」

　ルナルチカの冷たい目を思い出し、悠斗は儚はかない笑えみを浮かべた。

「あーあ、さっさと帰りたい。村でのんびりしたいよ」

「まだ『魔神デスゾード討とう伐ばつ』の結果確かく認にんが終わってませんから……それに、悪いことばかりではありません。お父様はご主人様のこと、気に入ったようですよ」

「男に好かれてもな」

　ベッドに寝ね転ころがり、苦く笑しようする悠斗。

「いえ、『異世界人とは珍ちん妙みような。調べずにはいられんな』と」

「モルモット扱あつかいじゃねえか!?」

　彼はすぐにも飛び起きて、顔を青ざめさせた。

「いえいえ。『元いた世界に帰してやるのも魔王の慈じ悲ひか』とも言ってました。お父様は優ゆう秀しゆうな方ですから、魔法の研究に時間をかければ、それぐらいはできるかな、と」

「え……」

　思わぬ話に、悠斗は言葉を失った。

　──帰れる？　元の世界に帰る？

　二ヶ月前なら飛びついただろうが、今の自分はどうだろうか。悠斗が自問自答している間にも、ルナリエッタの話は続く。

「ご主人様は今後どうするか、決まっているのですか？」

「いや、それは……」

「私は王位を継つぎます。放ほう浪ろう生活とも、とうとうおさらばです」

　残念そうな風でもなく、淡たん々たんと語るルナリエッタ。

　彼女の中ではもうずっと前から決まっていたことなのだ。メイド服とともに自由な日々を捨て去るのは名残なごり惜おしい気もしたが、ルナリエッタにとっては《魔王》を継ぐことの方が大事だった。

　ただ、懸け念ねん事じ項こうがあるとすれば──。

「その時、私は婿むこを取らなければならないのですが……」

　そこで一度、口をつぐむ。

　ルナリエッタは、悠斗の目を真っ直すぐに見つめ、

「予定がないなら、結けつ婚こん、しますか？」

「え……」

　やや硬かたい声で、問いかけた。

「モルモニの噂話に便乗したわけではありませんが……」

　そっと悠斗をベッドに押し倒たおし、彼の上に馬乗りになるルナリエッタ。

　逆光でよく分からないが、彼女の瞳ひとみは、どこかうるんでいるようにも見える。

「ご主人様となら、私は……」

　ゆっくりと近づいてくる唇くちびる。

　少し力を込めれば突き放せたが、悠斗はそれを──。




『そこまでだよっ！』

「「っ!?」」




　瞬しゆん間かん、部屋の中に閃せん光こうが走る！

　反射的にそちらに顔を向けた悠斗、ルナリエッタが見たものは──！

「嫌いやな予感がしたから来てみれば……！」

　白い光をまとい、神こう々ごうしく輝かがやいているアルマだった。

　彼女はぷりぷりと怒りながらベッドに近づいて、ルナリエッタをひょいと持ち上げた。

「おや、アルマさん。ご主人様のことは諦めたのではないのですか？」

　ヴァレンティアに転移の指輪を借りたのだろう。それを使ってシェルドラ＝マハトまで来たのだ──しかし、それだけでは説明のつかないことがある。

「要いらないなら、私がもらおうと思っていたところですが」

「ダメーッ！　やっぱり、やっぱりユートさまは……私の神さまなんだから！」

　薄うすれていった転移光に代わって、新たにアルマから湧わき上がってくる光があった。

　彼女の巫女みこ服によく似た、繚りよう乱らんたる桜色の煌きらめき。花びらのような光が舞まい散る中、アルマはルナリエッタに対たい峙じした。

「ユートさまは返してもらうよ！」

「なるほど。力をもって奪うばい取る。嫌きらいではありませんよ、そういうやり方は」

　魔王の威い圧あつ感かんを受けたというのに、アルマはまったくひるんでいない。

　実は、彼女はデスゾードに長期間憑ひよう依いされていた影えい響きようから、短時間ならば魔神に等しい力を発揮できるようになっていた。

「いいでしょう、かかってきなさい」

「全力で行くよ！　ユートさま、ご加護を！」

　魔王城の一室で取っ組み合う少女たち。超ちよう常じようの力を持つ彼女らは怪かい獣じゆうのようなものだ。激げき突とつの余波を受け、悠斗は部屋のすみへと転がっていった。
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「はあ……」

　壁に当たって止まり、仰あお向むけに倒れる悠斗。

　彼はそのままため息を吐はき、物思いにふけり始めた。

　これからどうなるのだろうか。ルナリエッタと結婚するのだろうか。それともアルマとともにディルカ村に帰るのだろうか。魔王の力が本物なら、もしかすると元の世界に帰れるのかもしれない。《マジック・ルーラー》の力がなくなるのかもしれない。

　しかし、平へい凡ぼんな少年に戻もどるまでは──。

「受けなさい！」

「てやー！」

「は、ははは……」

　この騒さわがしくも愉ゆ快かいな神様チートライフが続くのだと、そう思った。


〈了〉









　あとがき







　このあとがきを書いているのが年末年始なので、様々なことが思い出されます。

　二〇一四年、色々ありましたね……。




　仲ちゆう介かい会社に見せ物件で釣つられたり──。

　引ひっ越こし早々、記録的な大雪に見み舞まわれたり──。

　小説家になろう公式生放送でマイクの位置調整をミスったり──。

　上京に浮うかれて散財し、貯ちよ蓄ちくがガリガリ削けずられたり──。




　……ロクな思い出じゃない!!

　二〇一四年はなんて年だったんだ……でも、悪いことばかりではありませんでした。

　作家仲間が増えたり、ボードゲームの面おも白しろさに目覚めたり、何より、「神様チートライフ」を出版することができました。そればかりではなく、順調に巻数を重ね、こうして四巻まで続けることができました。これもひとえに関係者様、そして、読者のみなさんのおかげです。「神様ライフ」はここで終わりますが、これからも精しよう進じんして参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　さて、前置きが長くなりましたが、「神様ライフ」四巻、いかがでしたか？

　魔ま王おうルナリエッタの過去！　彼女と悠ゆう斗との甘あま酸ずっぱいラブ！　そしてアルマ（の中の人）の暗あん躍やくなど、盛りだくさんな内容だったと思います。登場人物の方も、今までは万まん遍べんなくヒロインを出していたので、ルナリエッタがメインを張っていて驚おどろいた方もいたのではないでしょうか？

　ですが、肝かん心じんな時にきちんと存在感を主張するのがメインヒロインというもの……基本的には無表情なメイドさんですが、しれっと表紙にも挿さし絵えにも口絵にも出まくっているので、最終巻にて満を持しての活躍となりました。

　しかし、ルナリエッタは不思議なキャラクターですね。

　作者にとってもそうで、コミカルなシーンでとても使いやすいと思えば、恋れん愛あい感情に揺ゆれるシーンなども書きやすくて……非常に助かったのですが、どうも手のひらの上で踊おどらされているような……。

「キャラクターが勝手に動く」とはまた違ちがったこの感覚。「神様ライフ」におけるトリックスター、ルナリエッタについて、みなさんはどのような印象を持たれましたか？




　そうそう、印象と言えばアルマも面白いキャラクターでした。

　最初は清純な巫女みこさんで、すぐに狂きよう信しん者的な一面をのぞかせて、かと思えば気弱な性格もちらりと見せる。そして四巻では妖よう艶えんな顔にもなり──と、ルナリエッタに負けず劣おとらず、様々な姿になりました。

　立場と信しん仰こう、そして中の人によって様々な顔を見せるアルマ。作中ではマシュマロだとかボインだとか胸ばかりが強調されていましたが、ルナリエッタに負けず劣らずの七変化もアルマの見どころだと言えます。

　この二人を物語の柱にできたのは、良かったことだと思うのですが……なぜか、聞こえてくるのはクーティアを称たたえる声。知り合いが口をそろえて「クーティアいいね！」、「クーティアかわいいね！」と言うのはなぜか。

　やはり幼女は正義だったか……！

　……正義なんでしょうね（苦笑）。




「神様ライフ」のヒロインはルナリエッタ、アルマの二人なのですが、サブヒロインとしてクーティア、リーゼベル、ヴァレンティアが登場しました。この中でぶっちぎりで人気だったのは、やはりクーティアなのですが、個人的にはどのサブヒロインも好きでした。

　天てん真しん爛らん漫まんな犬耳幼女、クーティア！

　ほんとは気弱な英えい雄ゆう、リーゼベル！

　知ち恵え者だけど変わり者、ヴァレンティア！

　並べてみると見事に凸でこ凹ぼこですが、それが物語上で上手うまく嚙かみ合って、掛け合いもしやすかったように思います。特にリーゼベルとヴァレンティアは書いていて面白かったのですが……四巻完結でルナリエッタを掘ほり下げるべく、今回はあんまり出番が……無念！

　その分、ルナリエッタがヒロインしてると思いますので、どうかそれでご容よう赦しやを。素す敵てきなイラストもありますゆえ……。




　さて、ページも詰つまって参りましたので、そろそろお世話になった方への謝辞を。

　担当編集Ｋさん。「神様ライフ」シリーズの立ち上げから終わりまで、本当にお世話になりました。未熟な私がどうにかこうにか四巻まで続けられたのは、Ｋさんのおかげだと思います。まだまだ至らない私ですが、これからもＫさんに教えてもらったことを活いかし、面白い作品が書けるよう、頑がん張ばります！

　イラストレーターのみわべさん。最後の最後まで、文句のつけようのないイラストを描かいてくださいましたね。おかげさまでキャラクターのイメージが固まり、とても動かしやすかったです。ルナリエッタのお団子や泣きぼくろなど、細かな工く夫ふうも感謝、感謝です。本当にありがとうございました！

　木き村むらデザイン・ラボさんや、この本の制作に関かかわった方々。「神様ライフ」が私の予想以上の『一冊のラノベ』になったのは、みなさんのおかげです。丁てい寧ねいで確かな仕事を、ありがとうございました！

　最後に……ここまで読んでくださった読者さんへ。

　今までお付き合いしてくださり、ありがとうございました。「神様ライフ」シリーズは四巻で終わることになりましたが、ここまでで、少しでも面おも白しろいと思っていただけたのなら幸いです。それだけで、報むくわれるような気がします。

　別の機会にお会いできるかもしれませんが……その時はまた、よろしくお願いいたします。もっともっと、面白いと思っていただけるよう、頑張りますね！

　名残なごり惜しい気はしますが、今回はこれにてお別れです。では、いずれまた。


気きがつけば毛け玉だま　　



























カバー・口絵・本文イラスト／みわべさくら

カバー・口絵・本文デザイン／木村デザイン・ラボ
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